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序章《混こん明めいと激突の予兆》





１


『コクーン』と呼ばれる者達たちがいる。
　現在の世界のあり方と方針を決める『新国連』の議長と事務総長。
　そして異世界に関するあらゆる物事を管理する機関『バベル』の最高責任者。
　そうした重要なポストを担になう彼かれらは、言わばこの世界の管理者だ。
　Children Of Cross Over Other Nation。
　その圧あつ倒とう的てきな力は、異世界から帰き還かんした者達の中でも最強レベル。
　単独で大国の軍事力を凌りよ駕うがする程ほどの戦せん闘とう能力を持つ。
　そんな彼らを評する言葉は至し極ごく簡単。
　最強であり、そして世界そのもの──それが『コクーン』なのである。


２


「──ＪＰＮバベルが、完全自閉状態に入った？」
　その報告を受けた男は、金色の瞳ひとみをスッと細めた。
　コクーン実動メンバーの若きリーダー。そして、現在のこの世界を司つかさどる新国連の議長。
　コクーン№Ⅰ、ミハエル・アークウッドだ。
　英国にあるコクーン本部の執しつ務む室しつ。
　革かわ製せいの高級チェアに腰こし掛かけた状態で、ミハエルは机を挟はさんで正面に立つ女性を見た。
　レティア・クライシス。ミハエルに次ぐコクーンの№Ⅱであり、新国連の事務総長を務める美しき才女は、手にある平面タブレット端たん末まつに視線を落としながら、
「ええ──今から十五分前の事よ。ＪＰＮバベルのシステムが突とつ然ぜん、『黙アポ示カリ録プス』サーバーとのリンクを遮しや断だん。以降、こちらや他のバベルからの一いつ切さいのアクセスを受け付けない状態が続いているわ」
「外部からのハッキングを許したのか？」
　コクーン本部や、バベルのシステムのセキュリティは世界最高である。
　それはセキュリティプログラムに加え、外部からの不ふ審しんな侵しん入にゆうを決して許さない、魔ま法ほうによる概がい念ねん防ぼう壁へきが展開されているからだ。
　あの防ぼう壁へきを突とつ破ぱできる者が居るとすれば、それはプログラムを組んだコクーンメンバー本人。もしくはそれ以上の存在しかありえない。
　もし可能性があるとしたら、コクーンに比ひ肩けんする力を持つ世界最強のテロリスト集団『朱あけの黄たそ昏がれ』くらいだろう。連中の中にも、情報システムや概がい念ねん魔ま法ほうに長けた者はいる。
『朱の黄昏』の一部のメンバーが、日本の特別自治区に入っていたという報告もある。
　よってハッキング攻こう撃げきを受けたＪＰＮバベルが、緊きん急きゆうの防衛策として自閉モードに入った──そう考えるのが一番自然ではあった。
　だが、
「その可能性はゼロではないけれど、恐おそらく違ちがうわね……」
　とレティア。
「ログを見る限り、ＪＰＮバベルに外部から侵入された形けい跡せきはないわ。にも拘かかわらず、十五分前から突とつ如じよシステムが自閉モードに入っているの」
「──という事は」
「ええ。恐らく京きよ也うやがＪＰＮバベルのシステムだけを切きり離はなし、完全に独立稼か動どうさせているのよ」
「………………」
　ミハエルは、氷ひ神かみ京也が取った行動の真意を考える。
　京也は普ふ段だん、コクーンメンバーの円えん卓たく会議では、目立つ発言や行動をする事はほとんどない。穏おだやかな物もの腰ごしで、常に冷たい笑えみを湛たたえているだけだ。
　……だが。
　ミハエル・アークウッドは思い出す。それは先日、日本であったサミットでの事。
　開かい催さい期間中に行なわれていたＪＰＮバベルのランキング戦で、トラブルが発生した。
　侵しん入にゆ者うしやが一部のシステムを破は壊かいし、さらには高次生命体のドラゴンへと変化したのだ。
　京也が不在の中、凰おう沢さわ暁あか月つきがそのドラゴンを倒たおし、どうにか事態は収束。
　しかし会議後、ミハエルは二人きりになったタイミングで、京也へと問とい掛かけた。
　何な故ぜ、京也自身が手を下さなかったのか。自分達コクーンの究極の目的である『Ｙ計画』は何よりも優先されなければならず、そのためには犠ぎ牲せいも止やむを得えない筈はずだと。
　その会話の中で、京也がミハエルに言ったのだ。
　──その犠牲の中には、弟さんも含ふくまれているんですか、と。
　それは京也が初めて見せた挑ちよ発うは的つてきな態度。もし、そこに何らかの野心があったとしたら。
「……………………」
　ミハエルは考える。恐らく京也は、こちらの秘密の一いつ端たんを掴つかんでいるのだろうと。
　暁月がＪＰＮバベルに編入してすぐ、テロリストによる訓練プログラムの暴走事件の後。
　京也の呼よび掛けで行なわれたオンライン会議でも、京也は暁月からの伝言を意味深な言い方で伝えてきていた。
　それが今回の件と関係があるかは解わからない。
　だが京也が、何らかの目的を持もって独自の行動を取っているのは間ま違ちがいないだろう。
　自分達コクーンを、裏切る事さえ厭いとわずに。


３


「──現在のＪＰＮバベルの状態はどうなっている？」
　完全自閉状態に入った施し設せつは、あらゆる通信が途と絶ぜつする。
　衛星からのカメラ対策で光学防壁も張られるため、状じよう況きようを窺うかがい知しる事はできない。
　だが──それはあくまでＪＰＮバベルの敷しき地ち内ないについて。
　周囲を見る事で、現在の状況を推測する事は可能だ。
「特別自治区は平静を保っているわ。向こうで何が起きているか把は握あくしている者は、恐らくまだほとんどいない筈よ」
　ただ、とレティア。
「日本の海軍に不ふ審しんな動きがあるわ。太平洋に配備されていた原子力潜せん水すい艦かんが、通常の航行ルートから外れたの。第三横よこ須す賀かを目指しているから、帰港目的にも見えるけど……」
「……特別自治区へ向かっている可能性もあるという事か」
　日本が自衛隊を正規の軍隊へと戻もどしてから、もう四半世紀が経たつ。
　かつて自国が定めた憲法の制限によって、日本はアジアにおける軍拡の波に乗る事ができず、他国の後こう塵じんを拝した。日本がそうした事態を見過ごせていたのは、強国との条約によって自国の平和と優位性が維い持じできると考えていたからだ。
　だが──およそ三十年前から始まった異世界への召しよ喚うかんにより、そんな条約は意味を持たなくなった。あちらの世界から持ち帰られた技術や魔法などの特とく殊しゆ能力は、近代兵器では太た刀ち打うちできない──文字通り『異次元の力』で。
　よって他国と肩かたを並べるため、憲法が改正され、軍備の増強が行なわれたのだ。
　そうした経けい緯いを経へて、現在太平洋上に配備されている新型の原子力潜水艦には、特別な武器が搭とう載さいされていた。クラスター型核かくミサイル。もし発射されれば、バベルの敷しき地ちの外──人工島は跡あと形かたもなく吹ふっ飛とぶ。
　だがあそこはコクーンの特別自治区だ。
　もしそんな真ま似ねをすれば、日本政府がコクーンに対して宣戦布告したのと同じ。
　そしてそれは同時に、日本という国家の消しよ滅うめつを意味する。
　コクーンには──それだけの力があるのだ。
　ミハエル・アークウッドは思う。日本がそんな愚ぐ行こうを犯おかす可能性は低い筈だと。
　……だが。
　そうせざるを得ない状況に追い込まれている、という可能性はある。
　ＪＰＮバベルの完全自閉状態という京也の暴走は、状況として既すでに常じよ軌うきを逸いつしている。
　そこに、日本政府が何らかの関かかわりを持っていたとしたら。
　たとえば──京也が日本政府を利用し、そして切り捨てたとしたら。
　日本政府としては、裏切りの証しよ拠うこを特別自治区もろとも消し去る以外、助かる方法はない。京也の独断と暴走を止めるため、という建前を使用して。
「……どうする？　私も貴方あなたも、これからＥＵ連合との新条約締てい結けつの最終交こう渉しようがあるわ」
　と、レティアがこちらを見てくる。
「取りあえず、中国の飛龍フエイロンに連れん絡らくして先に動いて──」
「──いや、その必要はない」
　ミハエルは断言の口調で言い放ち、椅い子すから立ち上がった。
　そして歩き出す。部屋の外へと向かって。
　斜ななめ後うしろにレティアを伴ともないながら、
「ＥＵとの交渉は、最後の詰つめの段階だ。早々に終わらせて、俺おれが直接日本へ向かう」
　そう。そうすれば何の問題もない。
「もし我々の目的を邪じや魔まするというのであれば──」
　ミハエル・アークウッドは、金色の瞳をギラリと輝かがやかせた。
「氷神だろうと、日本政府だろうと──俺が全すべて薙なぎ払はらうまでだ」


４


　夜の闇やみに包まれた、現在のＪＰＮバベル敷地内の状況。
　それを一言で表すとしたら、その言葉は「混乱」だ。
　新年度を間近に控ひかえたこの日。
　システムの一いつ斉せい更こう新しんのため、バベルには最低限のスタッフや警備しか残っていなかった。
　だがそのため、不ふ審しん者しやの制圧を目的としたセキュリティプログラムが作動している。
　それが【守ガー護デイ獣アンシステム】だ。
　召喚されたガーゴイルには、バベルの特殊結界を応用した防壁が張られていて。
　物理攻撃も魔ま法ほう攻こう撃げきも通用する事はない。
　よって一体もいれば、通常の不審者レベルなら制圧は容易たやすい筈だった。
　──だが。
　現在、敷地内の一角に無数のガーゴイルが召喚されていた。
　その数──実に十数体。
　大気を震ふるわせる轟ごう音おんが、連続して響ひびく。不審者に対するガーゴイルの攻撃が行なわれているのだ。
　その轟音は、終わる気配を見せなかった。
　十数体のガーゴイルでも、不審者を制圧できずにいるのだ。
　そして、
『──────』
　また一体、新たなガーゴイルが召喚された。
「──陽動とはいえ、夜の学校で『リ●ル鬼おにごっこ』かよ……つーか、これもう何かの耐たい久きゆうマラソンだろ」
　無数のガーゴイルに追おい掛けられながら。
　当の不審者──海かい堂どう元もと春はるは、やれやれといった口調で呟つぶやいた。
　ガーゴイルは攻撃の手を緩ゆるめない。
　口から吐はかれる炎ほのお。翼つばさから生まれる風の刃やいば。眼めから放たれる熱光線。そして、鉄をも切り裂さく鋭するどい爪つめ。それらを駆く使しした攻撃が、前後左右上下、あらゆる方向から海堂を襲おそう。
　だが、
「──おっと」
　海堂は身のこなしだけで、その全ての攻撃を避よけてゆく。
　それを可能にしているのは、縦じゆう横おう無む尽じんな高速移動だ。
　時に地面や建物の壁かべ。
　時に生えている木々の幹や枝。
　時に己を包囲しているガーゴイルすらも足場とし、立体的な回かい避ひ行動を取って。
　海堂は自分を狙ねらう攻撃を全て回避してゆく。
　まるで風。
　何者にも捕つかまえる事のできない自由な風の如く、ガーゴイルから逃にげ続けながら。
　海堂元春は笑う。
「ハッ──たかがシステムの番犬風ふ情ぜいが、俺に追いつけるかよ」


５


　平和と平へい穏おんを愛する海堂が、こんな真似をしているのには理由があった。
《フェニックス細さい胞ぼう》。
　高次生命体の細さい胞ぼう片へんを偶ぐう然ぜん入手した日本政府が、極ごく秘ひ裏りに研究・開発していたこの細胞を、ＪＰＮバベルのコクーンである氷神京也が入手したのだ。
　そのため、仲間と共にそれを強ごう奪だつして来いという命令が、海堂に下ったのである。
　海堂が所属する、世界最強のテロリスト集団『朱の黄昏』の女団長。
　セシル・エンドハートによって。
　面めん倒どうな事は可能な限り避けたいのだが、セシルの頼たのみを断ると後が色々と怖こわい。
　任された役目ぐらいは、きちんと果たさなければならないだろう。
「しかし……この格好だとマジ不審者だよな俺」
　鍔つばのある帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、顔には黒のサングラス。
　今の海堂は、どう見ても立派な不審人物だ。
　とはいえ、本来ならばこの程度の変装では、バベルの監かん視しシステムによってすぐに正体がバレてしまう。海堂は普段、このＪＰＮバベルに通っているのだ。３Ｄの映像解かい析せきに、魔まり力よくの波動のデータ照合などをやられれば一発で見破られてしまうだろう。
　──だから海堂は現在、『朱の黄昏』の力の一端を使用していた。
　それは、異世界へ二度以上行った者に備わる力。
　より高位の次元に引き上げられた肉体と魂たましいは、バベルのシステムでは感知できない。
　それこそ防護障しよ壁うへきを張ってしまえば、システムでは完全に不可視状態となる。
　恐らくガーゴイルは、そのエラーを不審な存在と判断して追って来ているのだろう。
「とはいえ、これを解いたら正体バレちまうしなぁ──っと」
　また一体ガーゴイルが増えた。無限増ぞう殖しよくが止まらない。
　だが──まあ良いか、と海堂は思う。
　ティアナが《フェニックス細胞》を手に入れるまでの我が慢まんだ。
　向こうもそろそろ目的の場所に着いている頃ころ。
　あと少しの辛しん抱ぼうだろう。
　──そして。
　ふと、海堂の携けい帯たい電話が振しん動どうした。メールの着信を報しらせる合図だ。
「ようやく来たかよ、待ちくたびれたぜ……」
　走りながら海堂は、折り畳まれた携帯を開いてメールを確かく認にんし、
「あれ……めめっち？」
　軽い驚おどろきを得た。送ってきた相手は、ティアナではなかった。
　先日、この特別自治区へやって来ていた『朱の黄昏』の一員。
　魔ま眼がん使いの深みか鏡がみめめこからだ。
　珍めずらしい事もあるものだ……と、海堂は送られてきたメールの中身に目を通す。
　そして、
「完全自閉状態……日本海軍の核ミサイル？　マジですかよっ？」
　メールに書かれていた現在の状況に、海堂は思わず驚きよ愕うがくの声を上げた。
　俄にわかには信じられないが、しかしあのめめこがわざわざ嘘うそを伝えてくるとも思えない。
　何せ、
　……世界で二番目に嘘が嫌きらいらしいからな。
　ちなみに一番嫌いなのは海堂らしい──嘘か本当か知らないが。
　それにセシルの『勘かん』と同じで、魔眼使いのめめこは真実を見通す『眼』を持っている。
　恐らくメールに書かれているのは、本当の事なのだろう。
　──だが、団長のセシルは言っていた。
《フェニックス細胞》の件は氷神京也の独断であり、他のコクーンは与あずかり知らぬ事だろうと。よってこの件は、京也にとっては不都合な真実で。他の仲間に事態を知られないよう、細心の注意を払っていた筈だ。
　それを、ここまで堂々とした真似をやらかすとは、
「キナ臭くさいなんてもんじゃねえな……勘かん弁べんしてくれよ本当に」
《フェニックス細胞》だけで、ここまでの事をやらかすとは考え難がたい。
　やはり間違いない。他にも何かあるのだ。
《フェニックス細胞》以外に──否いや、《フェニックス細胞》以上に重要な何かが。
　そして。
　ＪＰＮバベルを完全自閉状態にしたという事は、
「手に入れたんだろうな……その何かをよ。だとしたら」
　海堂元春は立ち止まった。己おのれの方針を変へん更こうしたのだ。
　途と端たんに、動きを止めた海堂へとガーゴイルが殺さつ到とうし、


「──悪いな、遊びの時間はもうお終しまいだ」


　しかし、海堂は呟きながら右の手を一いつ閃せんした。
　手の先が見えなくなる程ほどの神速。
　そして次の瞬しゆ間んかん、
『──────』
　物理攻撃も魔法攻撃も効かない筈の十数体のガーゴイルが、全て破壊されて消滅した。
　召喚された時と同じく、光の粒りゆ子うしとなって消えてゆく。
　海堂は舞まい上あがる粒子の中を歩きながら、
「こいつは他のコクーンも動き出すな……下手すりゃ全面衝しよ突うとつか」
　最強対最強の激げき突とつ。
　もしそうなれば、核ミサイルなどなくてもこの人工島が吹っ飛びかねない。
　海堂はやれやれと嘆たん息そくした。
　しかしその顔に浮うかんでいるのは、『朱の黄昏』の一員としての残ざん忍にんな笑み。
　諦あきらめと喜びの入り混じった声で、それでもどこか楽しそうに。
　海堂元春は呟く。
「あーあ……俺は平和と平穏が好きだったんだけどな」
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キミの傍に居られればそれで良かった。
ボクは──それだけで良かったんだよ。
第１章《並行する思惑の行き先》
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　天高くそびえるバベルタワー。
　それは、Ｇ７各国にある特別自治区に建てられた、コクーンの権けん威いの象しよう徴ちようだ。
　その管理と運営の方法については、担当のコクーンに一任されている。
　集まる人材や機密、文化や宗教などは国によって多種多様なため、画一的なやり方をしては支障をきたしてしまう。よって、それぞれの特別自治区を治めるために最適となるよう、建物の構造や管理システムも、ベース以外は独自なものになっていた。
　言うなればバベルタワーは、その特別自治区を担当しているコクーンの城じよ砦うさいなのだ。
　そして。
　ＪＰＮバベル担当コクーン──氷ひ神かみ京きよ也うやは、現在バベルタワー内のとある場所にいた。
「こんなに早く、この場所を使う日が来るなんてね……」
　京也は薄うすい冷れい笑しようを浮かべた。
　建物の構造図には記き載さいされていない秘密の空間。
　その存在を知っているのは、この世界に京也一人だけだった。
　何故なら──この場所へと至るには、三重の概がい念ねん結界を通とおり抜ぬける必要があるからだ。
　普ふ通つうの者は、まず一つ目の概念結界によって入口さえ見つけられない。
　だが、もし入口を見つけ、一つ目の概念結界を越こえても、そこにあるのは何もない空間。
　ダミーの空き部屋である。
　そのため、ほとんどの者がそこで引き返す。
　しかし、コクーンや朱あけの黄たそ昏がれレベルの実力者であれば、その何もない空間に潜ひそむ「違い和わ感かん」に気付くかもしれない。その正体を理解した者だけが、二つ目の概念結界に気付き、それを突とつ破ぱする事で奥おくへと足を踏ふみ入いれられる。
　その先にあるのは、あらゆる物理・魔ま法ほうの攻こう撃げきを想定した概がい念ねん防ぼう壁へきで守られた空間。
　シェルターだ。
　幾いく重えにも張はり巡めぐらされた概念防壁。それは、いざという時の絶対防衛を可能にする。
　その使用目的を疑う者は居ないだろう。
　──だが、それこそが京也の周しゆ到うとうな罠わな。
　シェルターの概念防壁の中に、さらに奥へと至る結界が隠かくされているのだ。
　しかしその存在だけは、たとえ他のコクーンや朱の黄昏であろうと気付けない。
　正しい手順で防ぼう壁へきを解除し、さらに再び起動させる事でしか入口が現れないのである。
　絶対の秘密が確立された空間。
　その場所に、氷神京也は佇たたずんでいた。
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　そこはまるで、異世界の神しん殿でんの内部のようだった。
　完全に澄すみ切きった空気。
　一いつ切さいの不純物が存在しないかのような神聖な空間に、京也の声が響く。
「──さあ、始めようか」
　京也が見つめる先──部屋の中央には、祭さい壇だんのようなものが設けられていた。
　材質は全てが淡あわい蒼あおの鉱石。
　その祭壇に、一人の少女が横たわっている。
「………………」
　少女は無言だった。意識がなかったからだ。
　ただ静かに、穏おだやかな呼吸を繰くり返かえしている。
　美しき眠ねむり姫ひめ──その名は凰おう沢さわ美み兎う。
　異世界アレイザードより連れて来られた、魔ま王おうガリウスの娘むすめ・ミュウだ。
　──そして。
　京也の見つめている前で、美兎の身体がぼんやりと白く輝き出した。と同時。
　キィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィン
　甲かん高だかい鳴動音が室内に響き始める。まるで次元シフトのように。
　だから、
「順調だね……素す晴ばらしいよ」
　京也は思わず笑えみを深いものにする。
　コクーンが掲かかげる究極の目標──『Ｙ計画』。それは、全ての因果律を超ちよ越うえつし、あらゆる事象を自在に操あやつる事ができる超ちよう高こう次じ生命体をこの世界へと顕けん現げんさせ、管理下に置くというもの。コクーンが世界の全てを管理し、完全なる秩ちつ序じよをもたらす事で、この世界をあらゆる苦しみから解放された、新たな楽園にするのが目的だ。
　しかし──そんな至高とも言うべきレベルの超高次生命体を顕現させるには、それに相応ふさわしい『場』が必要となる。そのため、コクーンは各国にバベルタワーを建造した。
　大地に流れる地脈をコントロールし、地球という惑わく星せいを超高次生命体を顕現させるに相応しい『場』へと作り変えるために。
　コクーンによるこの『Ｙ計画』は、『朱の黄昏』の妨ぼう害がいを受けながらも、現在も徐じよ々じよに進行を続けている。だが、その実現には恐おそらくまだ数年の時を必要としていた。
　──そんな中、氷神京也は最高のチャンスを手に入れた。
　凰沢美兎が、超高次生命体であるという可能性に気が付く事ができたのだ。
　そして、暁あか月つきと共にアレイザードへ戻もどっていた美兎を観察した人物の報告を得て、その可能性は確信へと変わった。
　だから京也は、己の野望を果たすために行動を開始したのである。
　コクーン全員では多すぎる。この世に神は一人で──自分一人だけで良いのだから。
　京也達たちコクーンが顕現させようとしている、因果律を超越する超高次生命体は、本来それ自体は生物的な意識を持たない概がい念ねん的てきな存在だ。全ての事象を操れる以上、もし超高次生命体としての力を発揮した状態で「世界を滅ほろぼしたい」と思えば、たちまちそれが事象となってこの世界を崩ほう壊かいさせるだろう。
　だからその力を安定させ、常に不確定にたゆたう事象をコントロールするためのデバイスが必要となる。そして──そのデバイスを、コクーンは既に完成させていた。
　英国にあるコクーン本部の地下では、いつでも稼か動どうできる状態になっている。
　そして──それと同じものを、京也は極秘裏にこのＪＰＮバベルに作っていたのだ。
　誰だれにも気付かれないように、誰にも気付かれない場所で。
　よって、既に美兎をコントロールする準備はできていた。
「後は時間との勝負かな……」
　美兎の超高次生命体としての力を引き出し、安定化させ、さらにこちらからコントロールできるようになるには少なからず時間が掛かかる。無論、美兎が超高次生命体として、あらゆる因果律を超越したレベルの存在であるなどと、都合の良い事は考えていない。
　しかし、少なくとも現コクーン最強のミハエル・アークウッドを超こえる事はできる。
　それは同時に、同等の力を持つ朱の黄昏のトップを上回れるという事だ。
　つまり、
「その力を使えば、僕ぼくがこの世界の頂点に立つ事はできる筈はずだよ」
　そしてコクーンや朱の黄昏を制圧した後に、『Ｙ計画』の続きを進めれば良い。
　ただ一人、この世界を司つかさどる神となるために。
　その時──自分を止められる者は、この世界にはいないのだから。
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「さて……」
　京也は懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出した。蓋ふたを開けて現在時刻を確認する。
　──間もなく二十一時。
　ＪＰＮバベルを完全自閉モードへ移行してから、一時間近くが経過していた。
　ミハエルを始めとする他のコクーン達も、既すでにこの状じよう況きようを把は握あくし、何らかの手を打っている頃だろう。動くとしたら中国──ＣＨＮバベル担当コクーンの王飛龍ワン・フエイロンか、
　……或あるいは、ミハエル本人が動くかな……？
　まあどちらでも良い。
　日本政府の原子力潜せん水すい艦かんを含ふくめ、外から来る敵に対しての準備はできている。
　だから、気にするべきは外ではなく内だ。
　現にＪＰＮバベルの敷しき地ち内ないには今、二名の『朱の黄昏』が侵しん入にゆうしていた。
　その内、一人は京也もよく知る人間だ。
「やっと海かい堂どう君も動いたか……長かったね」
　京也は笑う。確証があった訳ではないが、海堂が只ただ者ものではない事は最初から解わかっていた。
　強者は強者を知る。どれだけ隠そうとしても、その実力は隠しきれるものではない。
　そして、あれだけの力を持つ者は限られる。自分と同じコクーンではないとしたら、答えはもうほとんど出たも同じだ。
　──無論、海堂自身もその事は理解していただろう。
　バレていると解っていて、それでも堂々と素知らぬ顔で平へい凡ぼんを装よそおっていたのだ。
　とんだ食わせ者。ああいう手合いがその気になると、厄やつ介かいな事を京也は理解している。
　だが、『朱の黄昏』の目的は美兎ではない。《フェニックス細胞》という餌えさに眼が眩くらんで、こちらの狙いが何なのかまでは理解していないだろう。
　相手をさせるためのオモチャも用意しておいた。時間が来るまで、せいぜい楽しく遊んでくれれば良い。こちらの計画を邪じや魔まする者はいないのだ。
　──ただ一人を除いては。
　だからその青年を思おもい浮かべ、氷神京也は虚こ空くうを見上げた。
　楽しそうに。
「そう……君以外にはね、凰沢君」
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　凰沢家の浴室に響ひびき続ける声があった。
　それは、自分一人では抱かかえきれない悲しみに心を囚とらわれた少女──七なな瀬せは遥るかの慟どう哭こくだ。
「………………」
　温かな湯船の中、眼めの前で泣きじゃくる遥の腰こしを抱だきながら、凰沢暁月は思う。
　……氷神にアイツを奪うばわれた、か。
　暁月が入浴していたところへ、遥が転送されてきたのはつい先さき程ほどの事だ。
　──かつて、アレイザードへ行った時、安全の保険として貼はっておいた転送シール。
　それが発動したという事は、遥が命の危機に晒さらされた事を意味していて。泣き続ける遥にその原因を問うと、嗚お咽えつで声を詰つまらせながら、一言だけ状じよう況きようを伝えてくれた。
　美兎が──会長に捕つかまってしまった、と。
　暁月が家へ戻もどってきた時、美兎は不在だった。その理由をリスティに訊たずねたところ、遥と一いつ緒しよに出で掛かけているという話だったのだが、
　……成なる程ほどな。
　まだこちらの世界に馴なれない美兎が、勝手な行動を取るとは考えられない。
　恐おそらく、京也が美兎を呼び出したのだ。暁月の帰宅を待てなかったという事は、強制力のある出頭命令に近いものが出ていたのかもしれない。リスティが説明をぼかしたのは、まだ京也の狙ねらいが何なのか読めなかったからだろう。
　何せ、
　……俺おれは氷神と戦うきっかけを欲ほしがってたからな。
　下手に伝えれば、そのままＪＰＮバベルへ乗り込みかねない。
　だがコクーンは──氷神京也は、冷静さを欠いた状態で勝てる相手ではないのだ。だから美兎は京也の下へ行く決意をし、遥はそんな美兎を守ろうと同行してくれたのだろう。
　そのような心配を彼女達にさせ、結果として美兎を危険に晒してしまったのは、
「俺のせいだな……」
　暁月は静かに呟つぶやいた。すると遥が泣き顔を上げて、
「…………っ」
　違ちがう、とこちらを見つめてくる。その瞳ひとみが言っていた。
　美兎を奪われてしまったのは、暁月のせいではない──自分のせいだと。
　だが暁月は優やさしい笑えみを浮うかべて、
「責任感が強いのはお前の長所だが、何でも自分の責任にしちまうのは良くないぜ……」
　遥の涙なみだをそっと指で拭ふいてやった。
　──そうだ。今のこの状況は遥のせいではない。
　美兎を危険に晒したのも。リスティに心配をさせたのも。
　そして遥を泣かせてしまったのも──全すべては暁月のせいだ。
　だから暁月は、遥を抱き寄よせ、強く抱き締しめた。
「あっ……」
　腕うでの中で小さな声が上がるのを聞きながら、耳元に囁ささやく。
「済まなかったな、遥……ただでさえお前には、誰だれよりも辛つらい役回りをさせちまってたのに──お前を一番傷つける状況になっちまった」
　すると、
「っ──」
　暁月の言葉にピクンと遥の身体が反応し、やがて徐じよ々じよに震ふるえ出した。
　そして、こちらの胸に額を押おし付つけて小さく首を振ふる──暁月が謝あやまる必要はないと。
「あー、参ったな……」
　泣なき止やませるつもりが、余計に泣かせてしまうとは。
　暁月は苦くし笑ようする。やはり女の涙は、ままならないものだと。
　……だが。
　このまま遥が、自然と泣き止むのを待つつもりはなかった。
　別に時間が惜おしかったからではない。
　──暁月の眼の前で今、一人の少女が泣いている。
　その涙を止めるならば、自分は何だってする。それが凰沢暁月の鬼き畜ちく美学だ。
　だが──それだけじゃない。
「そうだな……」
　暁月は身体を離はなし、涙に濡ぬれている遥の頬ほおにそっと触ふれた。
　相手は、暁月と運命を共にする事を決めた少女達たちの一人だ。彼女らは、そのために己おのれの人生の一部を犠ぎ牲せいにする事を覚かく悟ごしている。大切な人や物、過去と現在と未来。それらの一部を捨ててでも、暁月と共に生きてゆく事を彼女達は選んでいて。
　凰沢暁月は思う。ならば自分が、彼女達にできる事は何だろうかと。
　これまでのように、涙を止めるだけでは足りないのだ。
　与あたえなくてはならない。七瀬遥という少女に、自分が与えられるものを。
　その想おもいを伝える方法として、最も良いのものが何なのかを凰沢暁月は理解していた。
　だから、己の想いを遥の心へと重ねるように。
　暁月は遥の唇くちびるへ、自分の唇を重ね合わせた。
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　七瀬遥は一いつ瞬しゆん、自分が何をされたのか解わからなかった。
　抱き締められて密着した身体や、手を回された背中には、お湯とは異なる温ぬくもりがある。
　それは眼の前の青年──凰沢暁月の温もりで。
　そして今、遥の唇は同じ温もりを感じていた。
　暁月にキスをされていた。だから、
「────っ」
　遥は驚おどろきに一瞬身を硬かたくして──しかし、
「…………ん」
　それでも抵てい抗こうはしなかった。
　代わりにゆっくりと眼を閉じ、暁月の首の後ろへと両手を回して。
　彼の口づけを受け入れ、七瀬遥は己のファーストキスを捧ささげた。
　何な故ぜなら、
　……私はきっと、ずっと前からこの男を……。
　──先程、暁月のお陰かげで京也に殺されずに済んだのだと解った時。
　ようやく悟さとる事ができた。自分でも認める事ができなかった、自分自身の感情を。
　いつからかは解らない──しかし七瀬遥は、間ま違ちがいなく凰沢暁月が好きなのだと。
　それこそ、どうしようもない程に。
　そして。
　自分自身にも言い訳ができない感情があるのに、相手の唇を拒こばむなど無意味だ。
　だから遥は、暁月が好きな自分を認めて、そして許してあげた。
　すると緊きん張ちようが解け、余計な力が抜ぬけていって。
　……あ……。
　その瞬しゆ間んかん、遥の口の中に暁月の舌が入り込んできた。
　どうすれば良いのか解らずに居ると、こちらの舌が暁月の舌に絡からめ取とられて、
「──ふあぁんっ」
　口を塞ふさがれていた遥は、甘あまい嬌きよ声うせいを鼻から漏もらし、同時に腰を砕くだけさせた。
　震えるような快感が、一瞬で全身を駆かけ抜けたのだ。
　……い、今のは……。
　キスと共に、自分の中へ入ってきたものを遥は理解した。
　躰からだ中から湧わき上あがる熱が教えてくれたからだ。暁月の氣が今、自分の中に入ったのだと。
　遥は自分の躰が柔やわらかくなってゆくのを感じながら、
　……す、凄すごい……。
　自分は初めてなのに、キスだけでこんなに感じさせられてしまうなんて。
　一体自分はどうしてしまったのだろう──そう思い、
　……あ……もしかして……。
　思い出す。アレイザードの娼館で、誤飲した媚び薬やくの解げ毒どくをされた時の事を。
　あの晩──遥はホクロから澱よどんだ体内の氣を吸い出され、何度となく絶頂を味わった。
　本物の快楽というものを、徹てつ底てい的てきに心と躰へ刻み込まれたのだ。
　だから、
　……私、この人に開発されて……っ。
　キスを知らぬまま、自分の躰が女の快感を知ってしまっていた事実に、
「やっ……は、ちゅ……あ……んんっ」
　暁月に舌を入れられた状態で、遥はひたすらに陶とう酔すいを深めてゆく。
　すると──ふと遥は、自分の胸むな元もとへ温かな熱が入り込んでくるのを感じた。
　見れば、制服とブラウスの前にあるボタンが全て開けられていて、
「あ……」
　一体いつの間に、と思わず唇を離して身を引くと、眼の前の暁月が穏おだやかな笑みで、
「いつまでも、風ふ呂ろの中で服を着たままってのは良くねえからな」
　そう言うと同時、暁月の両手が遥の左右の鎖さ骨こつを内側から外側へ撫なでるように滑すべった。
　ブラのホックまで外されていたのか、ゾクリとする快感を得た時には、嘘うそのように簡単に上半身を裸はだかにさせられて。着ていた服を湯船の外へと放ほうられた。
「やっ……！」
　遥は慌あわてて、両りよ腕ううでで胸を隠かくした。
　暁月に肌はだを見られた恥はずかしさもあったが、それ以上の羞しゆ恥うちを得ていた。それは、
　……キスしただけなのに、私……っ。
　それだけで遥の躰は女の反応をし、胸の先を敏びん感かんなものへと張はり詰めさせていた。
　その事実に、躰の奥おくがまた熱くなる。
　しかし遥は逃にげる事ができなかった。暁月の手が、しっかりと腰に回されていたからだ。
　そして全てを見み透すかした眼で、
「──俺にはもう、そうやって恥ずかしい自分を隠したりする必要はないぜ」
　告げられる。
「普ふ段だんの凛り々りしいお前も、今みたいに恥ずかしそうにしている可か愛わいいお前も……どちらのお前も俺はもう知っているし、受け入れているんだからよ」
「そ……それは……」
　優しい声で言われた遥は、顔を赤くしながら言葉を呑のんでいた。
　確かに暁月の言う通りだ。
　──媚薬を解毒されたあの晩。暁月に晒した己の姿を、七瀬遥は覚えている。
　最初はまだ戸と惑まどいの方が大きかったが、最後の方は余りの快楽に酩めい酊てい状態で。
　解毒という免めん罪ざい符ふを盾たてに、美兎と一緒になって信じられないような淫みだらな言葉を発し、暁月がくれる快楽に心と躰を悦よろこばせ続けた。
　自分が七瀬遥である前に、一人の女だという事実に心の底から溺おぼれて。
　暁月がくれる快感の数だけ、何度も彼の名を呼び続けた。
　だから、
　……この人になら、見せても……。
　不ふ甲が斐いない己を悔くやんで涙を流した情けない自分も。
　媚薬を解毒する際に暁月に溺れたはしたない自分も。
　キスでどうしようもない程感じた恥ずかしい自分も。
　暁月は全ての遥を受け入れてくる。それは絶対の存在だ。
　それでも、
「…………っ」
　遥は、暁月に全てを委ゆだねられずにいた。
　美兎を助けられなかった自分に、そんな権利はないのではないかと思ったからだ。
　そして──その時だった。
　ガチャリと音を立てて、浴室の扉とびらが外から開けられたのは。
「え──？」
　遥は呆ぼう然ぜんとそちらを振り返り、彼女と眼が合った。
　裸の暁月と半はん裸らの自分を目まの当あたりにした、リスティ・シェルフィードと。
　リスティに見られた──その事実を悟った遥は、
「こ、これは……っ！」
　恥ずかしさと同時に、とっさに「いけない」という焦あせりを覚えた。
　自分が美兎と共にＪＰＮバベルへ赴おもむいた事を、当然ながらリスティは知っている。
　……そうですわ、何を私、凰沢暁月に縋すがって……。
　冷静になると、湧き上がって来たのは申し訳なさと後ろめたさ。
　自分だけがおめおめと一人で助かり、さらには暁月に慰なぐさめられている所を見られた。
　リスティの信しん頼らいを裏切るような話だ。
　それでもせめて、悪いのは暁月ではなく自分だと、そう遥が伝えようとした時だった。
「ようリスティ……お前も一緒に入るか？」
　背後の暁月が、信じられないような言葉を口にした。
　火に油だ。
　とっさに遥は、怒おこったリスティが自分達を激しく責めると確信し──しかし、
「…………そうね」
　俄にわかには信じられない答えが、眼の前から返って来た。
「……リスティ？」
　驚く遥の眼の前で、ゆっくりとリスティが動いた。
　自分の服に手を掛かけたのだ。
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　キャミソールの肩かた紐ひもに手を添そえながら、リスティはゴクリと喉のどを鳴らした。
　恥ずかしさと緊張を覚えながら、それでも、
　……躊躇ためらっては駄だ目め。
　両方の結び目を解く。すると、浴室の入口──脱だつ衣い所の床ゆかにキャミソールが落ちた。
　そしてインナーの裾すそに両手を掛けると、ふと暁月と眼が合って、
　……お願いだからやらせて……解っているから。
　リスティは承しよ諾うだくを乞こう視線を送った。
　それは自分が、今の状況のおおよそを理解していると伝えるもの。
　──そう。リスティ・シェルフィードは理解していた。
　浴室に響き渡わたっていた遥の泣き声は、リスティが居たリビングにまで届いていて。
　そのため、すぐに駆け付けてはいたのだ。
　だが──美兎と一緒に行った遥が、一人で帰ってきて号ごう泣きゆうしている。
　それは、何があったのかを察するには充じゆ分うぶんで。
　だから扉を隔へだてた脱衣所で、ずっと暁月と遥の会話を聞いていたのだ。
　悲しみにくれる今の遥を救ってあげられるのは、きっと暁月だけだから。
　だが。
　暁月に己を見せる事を遥が躊躇っているとなれば、話は別だった。
　そうした遥の助けになれるのは、同じ女の自分の方だからだ。
　だからリスティは心を決め、浴室の扉を開けたのである。
　そんな自分に対し、暁月は言った──一緒に入るかと。
　冗じよ談うだんのような口調だったが、しかし暁月の眼は笑っていなかった。
　──当然だろう。
　普ふ通つうならリスティが「何をしているのか」と騒さわぎたてる場面で。だが、もしそれをすれば、遥はより己を責めてしまう。
　それに、何よりも遥は暁月の眼の前で泣いていた。
　恐らく暁月は、暁月なりのやり方で彼女の涙を止め、落ち着かせようとしていた筈はずだ。
　よってリスティが扉を開けたのは、ともすればそれを邪じや魔ましてしまうタイミングで。
　だから暁月は、こちらに対して「一緒に入るか？」と言ったのだ。
　その意図を、リスティは理解していた。
　それは──遥に今このタイミングでも、暁月を受け入れて良いと教えてあげるため。
　暁月に自分を許す事を認められない遥を、同じ女のリスティが許してあげるためだ。
　今の遥と同じ立場にリスティが立って、そして遥は間違っていないのだと伝える。
　それだけが、リスティに現場を見られたと萎いし縮ゆくしてしまった遥の心を救える。
　……だから。
　リスティはまず、遥と同じ状況に自分を置く。服を脱ぬいでいるのはそのためだ。
　昨夜──一番足手まといになるリスティを、それでも美兎達は受け入れてくれた。
　そして今日もリスティを庇かばい、美兎は京也の呼び出しに応じてＪＰＮバベルへ赴いた。
　そんな時に自分は何をしていたかと言えば、美兎を守る役目を遥一人に押し付け、留守番をする事しかできなくて。
　……そうよ。
　美兎が捕まったのは遥のせいではない。
　暁月は己の責任だと思っているのだろうが、それも違う。
　リスティのせいだ。
　美兎が捕まったのも──美兎を守れなかったと、遥が嘆なげき苦しんでいるのも。
　……だから。
　今度は自分の番だ。遥を助け、そして美兎を助け出してみせる。
　まずは遥から。その方法を、リスティ・シェルフィードは知っている。
　暁月を受け入れる方法は、既すでに先日のモノレールで美兎が教えてくれた。
　あの時の美兎と同じ事を、今度は自分がやれば良い。
「リスティ……あの、私……」
　戸惑いの表情を浮かべる遥に、リスティは無言で笑みを返した。
　そして、交差した手でインナーの裾を掴つかむと、
「────っ！」
　意を決して一気に脱ぎ去った。
　一いつし瞬ゆん躰からだが震えたのは、冷たい外気に肌が触れたせいだけではない。
　暁月に肌を晒す事に、恥ずかしさがあるからだ。
　──しかし、これ位で躊ちゆ躇うちよしてはいられない。
　上半身はブラジャーだけの姿になったリスティは、次にスカートのホックを外した。
　そしてファスナーを下ろせば、自然と床にスカートが落ちて。
　下着だけの姿になる。
　そして最後にブラジャーのホックを外して、ショーツ一枚になると、
「………………」
　露あらわになった胸を左手で隠し、浴室の中へと足を踏ふみ入いれた。
　遥に暁月を受け入れる方法を、教えてあげるために。
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　ショーツ一枚になったリスティの裸ら体たいを、湯船の中から遥は見上げた。
　……何て綺き麗れいな……。
　改めて見て、そう思わずにはいられない。
　アレイザードでは『シェルフィードの至宝』と呼ばれていたそうだが、今のリスティの美しさを評するには、その呼び名ですら遠く及およばなかった。
　そしてリスティは腰こしを落とすと、浴よく槽そうのお湯を洗面器に汲くみ、肩かたから流すように掛けて、
「……あんまり見ないで」
　頬を赤くしながら湯船の中──遥の前へと入ってきた。
　暁月とリスティに挟はさまれた格好の遥は、
「リスティ……どうして……」
　思わずそう問い掛けた。
　頬の赤さが教えてくれる。リスティは間違いなく、恥ずかしさを得ていると。
　無理もない。何せ好きな青年に──暁月に肌を晒さらしているのだから。
　しかし、
「──大だい丈じよ夫うぶだからよ」
　リスティは穏やかな表情で言った。頬を朱しゆに染めながら、
「私達はこれから一いつ緒しよに、アカツキと共に生きていくと誓ちかったでしょう……だから、私も遥も好きなだけアカツキを受け入れて良いし、そんな自分を許して良いのよ」
「それは……」
　遥が言葉を濁にごすと、そっとリスティに抱だき寄せられた。
　腰に回されたリスティの両手は、お湯の中で遥のスカートのホックを外して。
　あっという間にファスナーを下ろされる。
「リ、リスティ……あの……っ」
　思わず困こん惑わくの声を上げるこちらに、
「大丈夫よ……私と同じになるだけ。ね？　足を抜いて」
「…………っ」
　遥はチラリと背後を振り返る。すると暁月が無言で自分達を見つめていて。
　その漆しつ黒こくの瞳が言っているような気がした──続けろと。
　だから、
「────」
　それならば、美兎を裏切っている事にはならないかもしれない。
　他でもない、暁月とリスティが許してくれるのだから。
「……リスティと、同じ」
　遥は自分に言い聞かせるようにして、お湯の中で足を軽く上げた。
　すると遥の躰が湯船の中で浮うき上がり、くるりと半回転して、
「あ……」
　バランスを崩くずしかけたこちらを、リスティが背後から抱き締しめた。
「……大丈夫よ。できたわね」
　お湯の中でリスティの柔らかさと温もりを背中に感じ、思わず遥は安あん堵どする。
　すると再び正面に来た暁月の手には、いつの間にか遥のスカートがあって、
「さて、あと一枚だな……」
　湯船の外へと、濡れた布地が優やさしく放られた。
「あと一枚って……でも」
「何言ってんだ。風呂は裸で入るモンだろ」
　戸惑いを浮かべる遥に、暁月があっさりと言い放つ。
　すると背後から、遥を安心させるように抱いてくれているリスティが囁ささやき掛けてくる。
「遥……アカツキに自分を全部見られるのは怖こわい？」
「そんな事は……」
　暁月に対する恥じらいはあるが、取り繕つくろわなくてはならない自分など、遥にはない。
　好きという想いは、それこそ溢あふれて零こぼれそうな程ほどにある。
　だが、
「けれど……私は、美兎を守れなくて……」
　そんな自分に今、暁月に慰めて貰もらえる資格があるとは思えなかった。
　すると、
「美兎ちゃんの事は私も心配よ……でも、今は貴女あなたの事を心配させて」
　だって、とリスティ。
「アカツキの美学は遥も知っているでしょう？　遥が泣いたままじゃ、アカツキは美兎ちゃんを助けに行けないわ」
「──っ」
　ハッとなり、遥は正面の暁月を見た。
　……私はまた、足を引っ張って……。
　思わず顔を青くすると、
「そんな顔すんなって……泣いている女を放っておきたくねえってのは、単なる俺おれの我わが侭ままなんだからよ」
「でも……！」
　遥は慌てて泣なき止やもうとして、しかしできなかった。
　京也に殺され掛けた──その圧あつ倒とう的てきな恐きよ怖うふは、まだ遥の心に深く動どう揺ようを刻んでいて。
　──その瞬間、七瀬遥は理解した。今の自分では、この涙なみだを止める事はできないのだと。
　すると、
「無理に自分で泣き止もうとするとか、そんな寂さびしい真ま似ねしようとすんなよ。俺の前でお前は泣いたんだ。なら、お前の涙も、苦しみも悲しみも……消すのは俺の役どころだぜ」
　と、暁月は優しく笑いながら、


「だからお前は今、自分の事だけ──いや、俺の事だけ考えればそれで良い」


　その言葉に、
「貴方あなたの、事だけ……」
　遥が受け入れるように繰くり返すと、
「ただ……風呂で泣いている女の慰め方を、俺は一つしか知らなくてな」
　そう言うなり、暁月の手が遥へ伸のびた。
「あっ……」
　戸惑いの声を上げるこちらを無視して、リスティと一緒に強ごう引いんに抱き寄よせられる。
　湯船の中、暁月の右の太ふと股ももの上に遥が、左の太股の上にリスティが座すわらされ、
「──だから、俺のやり方でやらせて貰うぜ」
　告げられると同時──二人一緒に、暁月による胸の愛あい撫ぶが始まった。
　胸を揉もまれた。そう思った時には、体内に暁月の氣が流されていて、
『っ──ふああぁんっ！』
　七瀬遥は、リスティと同じ嬌声を漏らしていた。
「あ、ああ……っ、ん……ふ……」
　激しい快感と、その後に来る心ここ地ちの良い虚きよ脱だつ感に、
　……私、今……軽くイッて……。
　はしたない自分を想おもい、遥は思わず身を震ふるわせる。
　──だが、それ以上を考える事はできなかった。
　軽い絶頂の後も、暁月による胸への愛撫が続いていたからだ。
　遥の胸が、暁月の手の中でいやらしく形を変え、指の隙すき間まからはみ出していた。
　そして、
「やっ、あっ……あああぁっ」
　軽い絶頂を経へて、全身を敏感にした遥の躰が、暁月の手が与あたえる快楽を完全に認にん識しきして。
　本当の快感が始まった。
「ふあっ、やぁ……ん、んぅ……はあぁっ！」
　胸に触ふれた暁月の手が動く度たびに、遥は浴槽の中で全身を跳はねさせた。
　湯面の乱れが教えてくる。
　自分はもうとっくに、暁月を受け入れる躰になっていたのだと。
　それは、あのアレイザードでの一夜をはっきりと脳のう裏りに蘇よみがえらせて、
　……媚薬もないのに、私……っ。
　七瀬遥は思い知る。
　今の自分はもう、暁月がその気になれば、片手一本でどうにかなってしまう女なのだと。
　だから。
　これまで無意識に眼めを逸そらしていた事実を、はっきりと認識した遥は、
「あ……」
　湯船の中で、ゾクリとする快感に背筋を震わせた。
　そうだ──どうして忘れていたのだろう。
　抗あらがう事のできない圧倒的な悦えつ楽らくを。それを与えてくれる絶対の存在を。
　……そう。
　遥は今こそ思い出す。
　自分の心と躰からだは、こんなにも──暁月の支配を望んでいた事を。
　──すると、お湯の中で遥の左手を優しく握にぎるものがあった。
　優しく指を絡からめてきたのは、柔やわらかいリスティの右の手だ。
　そして遥が視線を横へ向けると、
「ふっ……あんっ、や……んっ」
　まるで鏡合わせのように──遥と同じ快楽に堕おちた、リスティがそこにいて。
　ふと、遥とリスティは視線を合わせた。凰沢暁月を受け入れた、同じ二人の女として。
「……………………」
「……………………」
　すると遥は、こちらを向いたリスティの瞳ひとみが僅わずかに微笑ほほえんだのを見た。
　言ってくれていた──それで良いのよ、と。
　そして遥の見ている前で、
「やっ──ふあっ、んあぁっ、んぅ～～～～！」
　先にリスティが、嬌きよ声うせいと共に激しく躰を震わせた。
　絶頂したのだ。
　暁月に胸を揉まれたまま、リスティはピクンピクンと躰を震わせて。
　そして、やがて暁月へと凭もたれ掛かるように、
「ふ、あ……んっ、ふぅ……は……ぁ」
　甘あまい声を漏もらし、艶なまめく恍こう惚こつの表情を浮かべる。
　遥は思う。今のリスティは、きっと何も考えられないだろうと。
　激しい快感の余よ韻いんと、それを与えてくれた暁月の事以外は。
　そんなリスティの姿を、すぐ眼の前で目の当たりにした遥は、
　……次は、私の……。
　そう思った瞬しゆ間んかん、遥の中に一気に湧わき上あがるものが生まれた。
　それは全すべての思考を奪うばう、激しい快楽の奔ほん流りゆうだ。
　だから、
「あ……ああっ、あああああぁぁぁぁぁ……っ！」
　七瀬遥の中にあった、最後の理性が吹ふき飛とんだ。
　完全に己おのれを失い、我が慢まんという言葉を忘れ、暁月がくれる快楽だけを感じる女になる。
　胸を揉む暁月の手に己の手を重ね、もっととせがむように力を込めて。
　遥は無意識に、左の肩かた越ごしに背後を振ふり返っていた。すると、
　……あ。
　吸い込まれそうな漆黒の瞳がこちらを見ていた。
　ずっと見ていたのだ。遥が受け入れた瞬間も。快楽に堕ちた瞬間も。
　彼かれに──凰沢暁月という男に、全てを支配された瞬間も。
　すると、
「……立って、両手を正面の壁かべに付きな」
　自分の優しい支配者が、命じるような言葉を発したのを遥は聞いた。
　暁月が自分に何を命じ、何を求めているかを理解して、
「……は、い……」
　それでも遥は頷うなずいた。拒こばむという選せん択たく肢しはなかった──否いな、そんな概がい念ねんは消えていて。
　暁月に従順になれる自分が、今はこの上なく嬉うれしかった。
　遥はお湯を掻かき分わけるように浴槽を前へ行き、快感でよろめきながら立ち上がる。
「ん……」
　震えるような快楽が残る躰は、膝ひざも腰も力が入らなかった。
　それでも肩かた幅はばに足を開いて躰を支え、両手を前の壁に付けて立つ事に成功する。
　そして、
「…………っ」
　手で壁を押おすようにして腕うでを伸ばすと、自分から尻しりを暁月へと突つき出だした。すると、
「……良い子だ」
　そう言って、暁月がこちらの背をそっと撫なでてくれた。
「あ……」
　暁月が褒ほめてくれた──そう思った瞬間、嬉しさを通とおり越こした感情が溢れた。
　震えるような幸せだった。
　すると、こちらの背を撫でていた暁月の手が腰を滑すべり、尻へと添えられて。
　そして柔らかさを確かく認にんするように、快感を染しみ込ませるように、優しく揉まれる。
「んっ……あ、ふ……ん……んぅ」
　暁月の氣をたっぷりと流し込まれ、敏びん感かんになった遥の躰は、それだけで強い快感を得た。
　──だが、七瀬遥は理解している。
　このままで終わるなどという事は、絶対にないと。
　恐おそらく──もうすぐ自分は、これまで達した事のないような絶頂に追いやられるだろう。
　暁月が与えてくれるのならば、遥は喜んでそれを受け入れる。
　しかし、その前にやるべき事があった。だから背後を振り返り、
「あっ……聞いて……、欲ほしい事が……っ」
　快感に腰を揺ゆらめかせながら、遥は告げる。
　それは遥が知り得る、ＪＰＮバベルの現状だ。
　京也に美兎を捕とらえられた状じよう況きようや、【守護獣システム】についてなど、暁月の助けになると思われる情報を遥は告げてゆく。そうして、自分に伝えられる全てを話すと、
「……そうか、解わかった」
　静かな口調で暁月が言った。遥の気持ちは確かに受け取ったと。
「後は俺に任せな……」
　優しくそう告げられると同時、濡ぬれているショーツに手を掛けられた。
「あ、ああ……」
　遥は羞しゆ恥うちの声を漏らし、それでも抵てい抗こうしなかった。
　暁月が望むなら構わない。
　だからショーツを完全に下ろされた遥は、己の全てを暁月に晒した。
「…………っ」
　口の中に溜たまっていた、トロリとした唾つばを飲む込む。先さき程ほどのキスで、自分と暁月のものがいやらしく交じり合ったその唾だ液えきは、怖いくらいに快楽の味がした。
　そして、七瀬遥はぶるりと躰を震わせた。唾液で軽く達したのだ。
　だからもう止まらない。
「……暁月……暁月ぃ、……暁月ぃっ！」
　いつしか遥は眼を瞑つぶり、夢中で彼の名を呼んでいた。
　恥はずかしさを振り払はらい、その先を求めるように。
　すると背後で、フッと暁月が微笑んだ気がして。
　その時──遥の視界と思考がホワイトアウトした。
　……あ……。
　その現象を、遥は知っていた。アレイザードで既に体験していたからだ。
　知覚できない快感に接すれば、人は全てが真っ白になる。
　どこを触さわられたのか解らぬまま、遥は自分が絶頂している事を知った。
　しかしそれは一いつ瞬しゆんの事だ。人の躰は、快楽の味を覚える。心と躰に刻まれた甘い愉ゆ悦えつを、受け止められるように。そして限界さえ飛び超こえて、感覚が底なしの快楽へ追いつき。
　次の瞬間、
「──────」
　七瀬遥は、自分を生まれ変わらせる程の快楽に、全身を激しく震わせて。
　暁月がくれた絶頂で、己の意識を白に染めた。
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　──そして長い嬌声の反はん響きようが消えると、ようやく凰沢家の浴室に静せい寂じやくが戻もどった。
　先程まであった泣き声は最も早はやない。あるのはただ、二人の少女の甘い吐と息いきと、
「さて、と……」
　一人の青年が発した短い呟つぶやきだけ。


　だがその中に、燃え盛るような決意を込めて。
　ゆっくりと──凰沢暁月は動き出した。
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　天へと伸のびるバベルタワーを支える場所がある。
　仄ほの暗ぐらい地の底に広がっているのは、ＪＰＮバベルの最下層エリアだ。
　いつもは低い機械音しかしないこの場所に、しかし今、普ふ段だんはしない音が混じっていた。
　二つの全力疾しつ走そうが奏かなでる、地面を蹴ける足音だ。
「ふざけんな、クソったれ……っ！」
　赤色灯が申し訳程度に照らす暗い通路を駆かけながら、鬼おに塚づか剣けん哉やは吐き捨すてる。
　鬼塚の家に居いそ候うろうしている少女、ティアナ・ランドハウゼンと共にこの最下層エリアへと足を踏み入れた彼かれは、待ち構えていた敵の襲しゆ撃うげきに遭あっていた。
　それは以前、このＪＰＮバベルに被ひ害がいをもたらしたテロリスト。
　フィル・バーネットと、かつて鬼塚と同じクラスにいた田た中なかという青年だ。
　──そして今、鬼塚は通路の来た道をひたすら逆走していた。
　現在の位置は、既にフィルや田中と遭そう遇ぐうした場所から何フロアか上である。
　しかし鬼塚は足を止めない。
　そして、その数歩先──鬼塚の前を小さな背中が駆けていた。
「ケンちゃんもっと速く走れませんか？　あんまり遅おそいと置いて行くっすよ」
「うるせえっ、こっちは既に全力だ！」
　顔だけこちらを振ふり返るティアナに、鬼塚は怒ど鳴なり返す。
　そこへ、
「──逃げられると思っているのか」
　背後から声がすると同時に、鬼塚の身体が横からの衝しよ撃うげきで吹ふっ飛とばされた。
　こちらを追ってくる田中の攻撃だ。勢い良く通路の壁へ叩たたき付つけられ、
「ご、ハァ……ッ、く、っそたれが……っ！」
　それでも鬼塚は、痛みを堪こらえてすぐに駆け出だす。
　……クソっ、何なんだ田中のあの攻撃は……！
　先さき程ほどから、鬼塚達たちを不可視の衝撃が何度となく襲おそって来ていた。鬼塚が張った防護障壁を突つき破やぶる凄すさまじい威いり力よく。しかし、障壁があるからまだ吹き飛ぶだけで済んでいるのだ。
　モロに喰くらえば、一発で意識を持って行かれかねない。
　するとティアナが、
「恐らく風系魔法の衝しよ撃うげ波きはっすね。不可視の上に、タイミングを掴つかませ難くするために魔ま法ほう陣じんもキャンセルしているので、ちょっと避よけにくいですね──っと」
　自らの分ぶん析せきを口にしていた途とち中ゆうで、二連のサイドステップを刻んだ。するとそれまでティアナが居た空間に、穿うがつように衝撃波が叩き込まれる。
　完全な回かい避ひだった。
「先刻からひょいひょいと──何だってテメエは奴やつの攻撃を避けられやがる!?」
「攻撃の予兆として周囲の大気に揺ゆらぎが生じるので、それを感じてるだけっすよ。それで方向もタイミングも読めますので」
　鬼塚の苛いら立だちを含んだ疑問に対し、さらりとティアナは応こたえて、
「──というか、何でケンちゃんはそうしないんです？」
「そんな大道芸ができたら、とっくにやってるに決まってんだろうが！」
　大気の揺らぎを感じろ？　ふざけるな。
　それは見えない攻撃を見ろというのと大差ない無む茶ちや振ぶりだ。
　……馬ば鹿かにコツを訊きいたのが間ま違ちがいだった。
　鬼塚は舌打ちを一つ。しかし、たとえティアナと同じ真ま似ねはできなくても──鬼塚なりにできる対策はある。
　だから、
「要は……こうすりゃ良いんだろうが！」
　叫さけびながら、鬼塚は自身の周囲の空間に火の粉を撒まき散ちらした。
　それは鬼塚の位置を相手に教えてしまうが、
　……どの道、向こうにこっちの居場所はバレてるんだ。
　現在、鬼塚達はどこかに隠れて敵をやりすごすのではなく、走って逃にげている最中である。ならば優先すべきは、目立たぬ事よりも防ぼう御ぎよの方だ。
　そして、
「───っ！」
　真横から来た無音の衝撃波を、鬼塚は身を低くする事でどうにか回避に成功する。
　大気の揺らぎが同時に火の粉を舞わせ、鬼塚へ田中の攻撃を報せてくれたのだ。
「おおっ、やればできるじゃないっすかケンちゃん」
　感心したように振り返るティアナに、
「うるせえ！　……それより、本当にこっちで合ってるんだろうな!?」
　鬼塚は乱暴な口調で問とい掛ける。
　そう。鬼塚とティアナは、何の考えもなしに逃げている訳ではないのだ。
「ええ、もうそろそろの筈なんですが──見えました、あの先です！」
　ティアナがそう言うと同時、通路の先に開けた空間が現れる。
　それは、まだ地下施し設せつの建設作業中と思われる巨きよ大だいな空間だった。
　地上のバベルタワーと違ちがい、地下の空間は広大だ。作業中である事から察するに、恐らく巨大な地下施設の建造が行なわれているのだろう。鬼塚は周囲をぐるりと見回し、
「ここなら……っ」
　広さに加えて、高さもある。
　全力疾走による荒あらい息を吐はきながら、そう呟つぶやいた瞬間、


「──おや、もう逃げないんですか？」


　背後から声がした。とっさに振り返れば、視線の先に立っていたのは二人の敵。
　フィル・バーネットと田中の両名だ。
「ここなら何です？　死ぬには良いという事ですか？」
　薄い笑みを浮かべながら訊たずねてくるフィルに、しかし鬼塚とティアナはもう逃げようとしなかった。これ以上、逃げる必要はなかったからだ。
「いやー……、あのまま先刻の狭せまい通路で戦っても良かったんすけどね？　下手をすると、天てん井じようが崩くずれて生いき埋うめになってしまうかもしれないので……」
　あははとティアナは笑って、種明かしをする。
「その点──ここならまあ、ちょっと位は暴れても大だい丈じよ夫うぶそうなので」
「……ただ逃げていたのではなく、こちらをここに誘さそい込んだ、と？」
　無機質な声で問うてくる田中に、ティアナは平然と、
「まあそういう事っすね……《フェニックス細さい胞ぼう》のある貴方あなた達たちはともかく、生き埋めなんかになったら、自分とケンちゃんは窒ちつ息そくしちゃうかもしれませんし」
　そう言ってから、
「（ケンちゃん、聞いて下さい……）」
　ふと鬼塚へと囁ささやき掛けてくる。
「（恐らく彼らの体内には、《フェニックス細胞》という高次生命体の一部が移植されています。先程の自分の攻撃を受けても、一いつ瞬しゆんで回復したのはそのせいです。ケンちゃんの話じゃ、捕つかまったテロリストって話ですし……移植するには都合の良い人達だったんじゃないですかね。ちなみに、実は今回自分がここへ来たのは、その細胞を回収するためだったりしまして……）」
「（今はテメエの都合は良い。《フェニックス細胞》って言う位だ。アイツらの回復力は、ほとんど不死身に近いんだろうが。そんな奴ら、一体どうやって倒たおすつもりだ？）」
　小声で問い返す鬼塚に、
「（凄まじい回復力があるとはいっても、それはあくまで《フェニックス細胞》頼だのみです。それに、たとえ相手が不死身だろうと勝つ方法はあります。──ただ、あの回復力の敵を二人同時に相手にするのは、自分だけではちょっと……）」
「（何だ……お前でも倒せないのか？）」
「（いえ、やろうと思えばできるんすけど……）」
　ティアナは周囲をチラっと見て、
「（……ここではちょっと避けたいというか）」
　どうやら何か、ここでは力を出し切れない理由があるらしい。だから、
「（解った……一人は俺おれが引き受ける）」
　と鬼塚。
「（たとえ倒すのは無理でも、お前が向こうの一人を倒すまでの時間稼かせぎ位なら、何とかできるかもしれねえ）」
　と、それぞれの動きを確かく認にんしたところで、
「──作戦は立てられましたか？　でしたら、そろそろ始めるとしましょう」
　フィルが薄い笑みを浮かべて、右の手を一いつ閃せんした。
　するとＡＤが反応し、フィルの手に長ちよ剣うけんが具現化される。
　そして、
「貴方あなたは、あの彼の始末をお願いします……先程の反応だと、どうやら知り合いのようですし」
　と隣となりの田中へと告げた。ふっと笑いながら、
「まあ僕も知らない顔ではないんですけどね……、でも僕はやはり、彼かの女じよとやらせて貰もらいますよ。先程の肋ろつ骨こつと内臓のお礼もまだできていませんしね」
「……了りよ解うかいした」
　そんなフィルの言葉に、田中は無表情のまま頷うなずいて。
　そして二人は、ゆっくりと鬼塚達へと向かって歩を進めてくる。
「ご指名とあれば、仕方ないですね……それじゃあケンちゃん、自分はあのニヤけ男さんを何とかしますので、ムッツリ男さんの相手をお願いします」
　対するティアナはそう言うなり、いきなり前へ出た。
　そして次の瞬しゆ間んかん、
　ガキィィィッ！
　大きな激げき突とつ音と共に、ティアナとフィルの戦せん闘とうが始まった。
　その戦いを視線の端はしに捉とらえながら、鬼塚剣哉はゆっくりと田中と対たい峙じした。
　それは避ける事のできない、己おのれの過去との相対だ。
「田中……」
　苦い表情で名を呼ぶ鬼塚に対し、
「そんな顔をする必要はない……何かを悔くやむ必要も」
　田中は、機械のように無機質な声と表情で、
「かつても今も、自分にとってお前は何か感情を抱いだくような対象ではない」
「……けど、俺は……っ！」
　鬼塚は声を振り絞しぼる。たとえ田中がそうであろうと、鬼塚にはあるのだ。
　田中に対して、確かな負い目というものが。
　だが、
「どうしても何かを悔やみたいというなら、好きにすれば良い……」
　田中はただ無機質に、
「──たとえ何を思ったところで、どうせお前はここで死ぬ」
　そう言うと同時、その周囲に魔法陣が一いつ斉せいに展開した。
　そして、
「────っ！」
　とっさに身構えた鬼塚に対し、同時に無数の衝撃波が襲い掛かる。
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　浴室で意識を飛ばしてやった遥を、暁月は自分の部屋へと運んだ。
「流石さすがに裸はだかのままだと風か邪ぜを引いちまうからな……」
　遥の身体に自分のバスタオルを巻くと、ベッドへ寝ねかせて上から布ふ団とんを掛けてやる。
　そして暁月は、眠っている遥を見た。
　その寝ね顔がおは穏やかで。暁月は思う。取りあえず、これで遥は大丈夫だろうと。
　だから──凰沢暁月は行動を開始する。
　昨夜、遥が持ってきた新しい制服に袖そでを通しながら、
「精神感応石オリハルコンの繊せん維いを織り込んだ制服、ね……」
　自分はこれから京也を倒しに行くというのに。
　バベルの支給品を身にまとうというのは、何とも妙みような気がする。
　……まあ良いか。
　暁月は小さく苦くし笑ようした。勝つために必要であれば、使えるものは何だって使うのが暁月の信条である。それにこれは、遥がわざわざ自分達のために持ち出してくれたものだ。
　ならば彼女を泣かせた京也を倒すのに、これ以上の服はあるまい。
　最後に新型のＡＤを右みぎ腕うでに通した暁月は、
「──行って来るぜ、遥」
　眠る遥に短く告げると、そっと自分の部屋を後にした。
　そして玄げん関かんから外へ出てガレージへ向かうと、スレイプニルの傍そばに佇む人ひと影かげを見つける。
　それは初めて見る格好。
　ＪＰＮバベルの制服に身を包つつんだリスティだ。
「早いなおい……女ってのは、支し度たくに時間がかかるモンだと思ってたんだがな」
　フッと笑いながら言う暁月に、
「今回だけは置いていかれる訳にはいかないもの──絶対にね」
「……ひょっとしなくても付いてくる気だな」
「当然でしょ」
　とリスティ。
「私と美兎ちゃんは昨日の晩、これから運命を共にしていくと誓ちかい合った仲間なのよ」
「その気持ちは解るけどな……」
　暁月は、どうしたものかと考える。
　敵はあの氷神京也だ。美兎と遥の二人でも、手も足も出なかった相手。
　そしてリスティの実力は、美兎や遥とそう大して変わらない。
　はっきりいって、連れて行くのは危険すぎる。
　しかし、
「お願いよ、アカツキ……」
　リスティは泣きそうな声で、
「美兎ちゃんは、私を守るために行って捕まったの。なら、今度は私があの娘を助ける番だわ……そうでしょう？」
　真しん剣けんな表情。その瞳ひとみに、決して譲ゆずる事のない決意を見た暁月は、
「…………ったく、仕方ねえな」
　やれやれと嘆たん息そく。
「解ったよ。一いつ緒しよに付いて来い」
「本当に……？」
　表情を明るくしたリスティに、
「ここでお前にまで泣かれちまったら困るし。駄だ目めだって言っても、どうせ付いてくるんだろうしな」
　ただし、と暁月。
「その代わり、俺の指示には従って貰うぜ。勝手な行動は一切ナシだ──良いな？」
「足手まといになるような真似はするなって事でしょ？」
　解ってるわ、とリスティは頷く。
「さて、そうとなったら──あの二人も呼んでやらないとな」
　暁月は懐から携けい帯たい電話を取り出した。
「あの二人って……千ち影かげと葛くず葉はの事？」
「ああ。アイツらにも勝手に動かれるとマズイし、あの二人が居ればお前も無む茶ちやしないだろうからな」
　一人なら無茶な行動も取れるが、仲間がいるとそうはいかない。
　自分の勝手な行動が、時に仲間を危険に晒さらす事に繋つながるからだ。
　……まあ、それは俺も同じか。
　暁月は心の中で苦笑する。
　リスティ達が付いてくる事になれば、暁月もまた無茶な真似はできない。だが、いざという時に守らなくてはならない存在を、足あし枷かせとするか、力に変えるかは自分次し第だいだ。
　──さあ行こう。
　自分を待っている少女の所へ。そして、どうしても叩き潰つぶさなきゃいけない男の所へ。
　たった一つの譲れない美学が、自分にはあるから。
　凰沢暁月は告げる。
「アイツを攫さらい、遥を泣かせた……そのツケを払はらわせてやるぜ、氷神京也」
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　千影と葛葉に連れん絡らくを取り、ＪＰＮバベルで落ち合う事に決めた後。
　スレイプニルに跨またがった暁月の後ろ、タンデムシートへとリスティは腰こしを下ろした。
「飛ばすからな……しっかり掴まってろよ」
「ええ……」
　暁月の言葉に、リスティは暁月の腰へ腕うでを回そうとして、
　……あ……。
　ふと胸を切なくした。一瞬だけだが、暁月の横顔を見てしまったからだ。いつもとは異なる真剣な顔。それは付き合いの長いリスティでも、数える程ほどしか見た事のない表情で。
「行くぜ……！」
　そして、スレイプニルが発進した。まるで主の感情を理解しているかの如く、漆しつ黒こくのマシンはあっという間に暁月とリスティを風にする。
　……こんな時に私、何を……。
　暁月にしがみ付きながら、リスティは広い背中に額を置いて俯うつむいた。
　自分の中に、静かに湧わき上あがる後ろめたい感情がある。それはきっと小さな嫉しつ妬と心しん。
　──かつてアレイザードで、一度はガリウスに奪うばわれたシェルフィードの王都エルディアを解放するために戦った時。
　暁月は、リスティ達の危機に戦場へと駆けつけてくれた。
　リスティ・シェルフィードは思う。
　あの時──自分の居る戦場へと向かう途中。
　暁月は、今と同じ顔をしてくれていただろうかと。
[image: 画像]
第２章《黄たそ昏がれの領域》
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　心ここ地ちの良い旋せん律りつが流れていた。
　上品に夜を楽しむためのその空間は、商業地区にあるシティホテルのバーラウンジだ。
　窓から極ごく上じようの夜景を楽しめる名店として知られ、いつもは多くの客に利用されている。
　──だが、この日だけは違っていた。
　現在、店内に居るのはカウンターに女性客が一人だけ。他に客の姿はない。
　まるで貸し切り。しかし、店の入口にそんな表記はなかった。
　あるのは、通常営業を報しらせる『ＯＰＥＮ』の看板だ。
　それでも客が全く来ない──否いや、正確には来ない訳ではなかった。店の前までは来るのだ。しかし何な故ぜか、どの客も入口の所で引き返してしまう。店は開いていて、席は空いているのにだ。その理由は、たった一人の女性客にあった。
「良い腕だなマスター……」
　グラスに注がれたカクテルを飲み終えた彼女は、ふっと笑えみを見せた。
　バーテンダーが「恐おそれ入いります……」と軽く頭を下げ、次のカクテルを作り始める。
　だが女は注文をしていない。彼女はただ、自分が飲みたいもの──否、今の自分の気分を『思った』だけだ。しかし、それで充じゆ分うぶんだった。バーテンダーはそれだけで、彼女が欲ほつする酒を作ってゆく。彼女が、ただ思うだけで、自分の飲みたい酒を作らせているのだ。
　他に客が来ないのも同じ理由である。
　彼女は今、『静かに一人で飲みたい』と思っていて。だから他の客は、自然と店の前で引き返してしまう。それだけの力が、その女性客にはあった。
　全すべてが美しい女だった。
　顔も、身体の全ての形やラインも──そして身に纏まとう雰ふん囲い気きさえも。
　これだけの美しさを誇ほこりながら、しかし彼女の名前と正体を知る者はほとんどいない。
　世界最強のテロリスト集団『朱あけの黄たそ昏がれ』の女団長。
　セシル・エンドハート──それが彼女の名前だった。
　団員である海かい堂どう元もと春はるとティアナ・ランドハウゼンが、《フェニックス細胞》奪だつ取しゆのためにＪＰＮバベルへと侵入しているこの晩。セシルは一人、バーで酒を楽しんでいた。
　──氷ひ神かみ京きよ也うやが、コクーンを裏切ってまで何かを企たくらんでいる事は解っている。
　大たい抵ていの相手ならば、その狙ねらいまである程度は見み透すかせるのだが、
　……今回は読めないな……。
　セシルは笑みを深くする。
　予想できない状況というのは、危険ながらも楽しいものだ。
　世界最強の一人であるセシルにとっては、日常のほとんどが予定調和で。思いがけもしないような事態など、滅めつ多たに起こる事はない。
　しかし今回は、珍めずらしく状況が読めない。京也の狙いが解らないのだ。
　それが危険の予兆である事をセシルは理解していた。自分が察知できない──恐らくそれは、深刻な事態が進行している事を意味する。だから、最初はこの事態に介かい入にゆうする事も考えた。最悪、海堂とティアナだけでは、状況が手に負えなくなる可能性があるからだ。
　だが──セシルは、今回の件では傍ぼう観かん者しやに徹てつする事を決めた。
　それは、先日出会った一人の青年が、セシルに『予想外』をくれたからだ。
　実力はまだ発展途とじ上よう。しかし可能性は未知数で。
「ふふ……」
　その時の事を思い出し、セシルは楽しそうに笑った。
[image: 画像]
　彼に触ふれさせた胸が高鳴る。まるで恋こいのようだ。これまで、自分より実力が上の先代や、仲間に相応ふさわしい者達たちと相対した時も、こうはならなかった。だからこそ、敢あえてこの特別自治区に残ったのだ。この状じよう況きようで、彼がどのように動くのか──それを確認するために。
　そして、
「──来たな」
　セシルが微笑びしようと共に呟いた瞬間。
　まるで一陣じんの風のように、独特の駆く動どう音おんがホテルの外を駆かけ抜ぬけた。
　速い。
　ホテルの前は一いつ般ぱん道どうである。それなのに──自分が先日、高速道路でタンデムした時よりも速度は上だった。
「随ずい分ぶんと飛ばしているな……」
　どうやら現在の状況に、彼──凰おう沢さわ暁あか月つきが積極的に介入する理由が発生しているようだ。
「しかし……少しばかり早すぎるか」
　ふむ、とセシルは考える。ティアナからの連絡はまだない。
　恐らく現時点では、《フェニックス細胞》の奪取には至っていないのだろう。暁月が場をかき回すのは大いに結構だが、こちらの邪魔をされるのは余り歓かん迎げいできない。
　だから、
「すまないな暁月……」
　セシルは、自分の胸をときめかせてくれる青年の名を呼んだ。
　楽しそうに、
「少しだけ余興に付き合って貰おうか──私が君の事をもっとよく知るためにも」
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　スレイプニルを駆り、夜の特別自治区の街を暁月とリスティは疾しつ走そうした。
　どんな信号も、何者の制止も、今の暁月を止める事はできない。
　途中で交通保安隊に追おい掛かけられる一幕もあったが、それも強ごう引いんに振ふり切きって。
　ひたすらに走り続ける事しばし、
「──っしゃあ、見えたぜ！」
　スレイプニルを走らせる道の先に、目的地が見えてくる。
　ＪＰＮバベルの正門だ。
「アカツキ、この先はどうするつもりなの？」
　後ろのシートから作戦を問い掛けてくるリスティに、
「へっ……んなもん、決まってんだろ」
　暁月はニヤッと振り返かえると、
「遠回りは好きじゃねえ。真ん前からだ──蹴け散ちらすぜ」
　さらにアクセルを開け、一気に加速。正面ゲートの突とつ破ぱを試みる。
　しかし、
「──何だ？」
　ふと暁月は、異様な事態に気が付いた。この距きよ離りで減速していないというのに、警備員の制止が来ないのだ。というか、警備員そのものの姿がなかった。
　──ＪＰＮバベルはつい先日、フィル・バーネットの侵しん入にゆうを許したばかりである。
　よって不ふ審しん者しや対策として、あれからゲート前に最低でも六人、横の詰つめ所しよに十人は常に待機している筈はずなのに、
　……久く保ぼ田たのオッサンが言ってた、システムの一いつ斉せい更こう新しんのせいか？
　そのせいで、今夜は構内から人がほとんどいなくなると聞いている。
　しかしそうなれば、外から侵入が容易たやすくなってしまうのは必然で。
　よって、セキュリティレベルはむしろ上がっていてもおかしくない筈だ。
　……【守ガー護デイ獣アンシステム】って奴も働いているらしいしな。
　遥はるかから現在のＪＰＮバベルの状態についてはある程度聞いている。とはいえ、正門に人を全く置かないというのは不用心すぎるだろう。もしあるとしたら、
　……罠わなか。
　こちらが遥から事情を聞いてやって来る事を、予あらかじめ想定しての対応という可能性はある。
　だとしたら、あの門を潜くぐった瞬間からどうなるか解わからない。
　すると、
「アカツキ……」
　後ろのリスティが、そっと呼よび掛けて来る。
「──怖こわいか？」
「まさか……」
　ギュッとこちらの腰に回された手の力が強くなった。
「このまま行って……蹴散らして」
「ああ──任せとけ」
　リスティの言葉に、暁月は応こたえた。
　そのまま一気に正門ゲートを突破し、速度を落とさずに構内へと侵入する。
　その時だった。暁月は、アスファルトの地面に転がる、無数の黒い影を見た。
　夜の闇やみが下りた構内。さらにスレイプニルを高速で運転しているため、はっきりと確認まではできなかったが、
「アカツキ、今の──」
　後ろを振り返ったリスティに、「ああ」と暁月も同じ方を見ながら、
「あそこに倒れていたのは、恐らくバベルの警備員だ……」
　だとしたら、一体何者の仕し業わざだろう。ひょっとして、これも罠なのだろうか。
　だが──脳のう裏りに浮うかんだその疑問に結論を出す事はできなかった。
　突とつ如じよ、暁月とリスティを激しい衝しよ撃うげきが襲おそったからだ。
　それまで高速で走っていたスレイプニルが、まるで見えない何かに引ひっ掛かったかのように急停止し、暁月とリスティは前方へと投げ出だされる。
「ちぃ……っ！」
　突とつ然ぜんの事態に、それでも暁月は反応。まず自分と同じように宙に投げ出されたリスティを抱き寄よせると、そのまま身体を捻ひねって足あし下もとから着地しようとして、
「──任せて！」
　腕の中のリスティが叫さけぶと同時、魔ま法ほう陣じんが展開。
　風の飛行魔ま法ほうが発動し、暁月とリスティはふわりと地面に降り立った。
「やっぱり敵の罠だったわね……氷神って男の仕業かしら」
「いいや、違うな」
　暁月はリスティが口にした可能性を否定した。
　自分もそれは考えたが、もし京也の罠だとしたら、警備員を気絶させる理由がない。
　……それに。
　スレイプニルが引っ掛かった見えない何か。その正体に、暁月は一つの心当たりを持っていた。すると、どこからか、


「……あっれー、今の不意打ちに完全対応とか、反応良すぎじゃねえ？」


　その場の空気にそぐわない、呑のん気きな声がした。暁月とリスティの知っている声だ。
「今の声……もしかして」
　慌あわてた動きでこちらを見るリスティに対し、
「……やっぱりな」
　暁月は自分の心当たりが間違っていなかった事に、フッと笑った。
　そして背後を振り返り、視線の先──照明の当たらない一角にある闇を見み据すえる。
　すると闇の向こう側から、一人の青年が姿を現した。
　暁月は不敵な笑みを浮かべながら告げる。
「悪いた戯ずらにしちゃ、ちょっとタチが悪いな……何の真ま似ねだよ海堂」
「いやー、俺もそう思ったんだけどよ……」
　対する海堂元春は、ヘラヘラと笑いながら、
「実はちょっと今、色々と取り込んでいる最中でよ。悪いんだけど──ここから先に、アッキーを行かせる訳にはいかなくてさ」
　瞳の奥おくに冷たい色を宿して告げてくる。
「…………っ」
　思わず気け圧おされるリスティの肩かたに、暁月は手を置くと、
「……奇き遇ぐうだな。実は俺も今、外せねえ野や暮ぼ用ようがあってよ」
　ゆっくりと、海堂へ向かって歩き出しながら、
「だから──どうしてもこの先に行かなきゃいけねえんだ」
「マジかよ？　そいつは弱ったな……どうしたもんかよ？」
　わざとらしく海堂は言って、
「まさかアッキー、腕ずくで通るとか言うつもりかよ」
「馬ば鹿か野や郎ろう、俺おれ達たちは親友だぜ。そんな真似する訳ねえだろ」
　と暁月はニッコリ笑って。
　一息。
「撥はねろ──スレイプニル」
　ＡＤを通してそう告げた瞬間。
　音速を超こえた鋼鉄の塊かたまりが、衝撃と共に問答無用で海堂へと突っ込んだ。
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　ソニックウェーブの発生で、白い砂すな埃ぼこりが舞まい上がる。
　周囲に生まれた突とつ風ぷうを受けたリスティが、
「ちょ、ちょっと！　いきなりそんな乱暴な真似……良かったのアカツキ？」
　思わず驚きよ愕うがくの声を上げる中、当の暁月は平然と、
「ああ。手っ取り早くて良いだろ？　今はコイツに関かかわっている時間はねえんだしな」
　久保田がしてくれたＡＤとスレイプニルとの同期が、こんなに早く役に立つとは。
　暁月がハッと笑みを虚こ空くうに捨て、リスティの方へと戻もどろうとした時だった。
　キィン！　と甲かん高だかい音がした。
　と同時、
「な、何これ……？」
　眼めの前のリスティが困こん惑わくの声を上げた。
　突如、暁月とリスティを隔へだてるように、透とう明めいな壁かべが生まれたからだ。
「…………結界か」
　ポツリと呟つぶやくように言った暁月の背後、砂すな煙けむりの中から、
「──行かせねえって言っただろ？」
　笑みを含ふくんだ声がした。だから暁月は、もう一度ＡＤに意識を集中する。
「──────」
　しかし、それはスレイプニルへの命令ではない。制服を戦闘衣服へと切り替かえたのだ。
　そして振り返ると、そこにはこちらと同じく戦闘衣服を身に纏った海堂が立っていて。
「俺も言った筈だぜ、海堂──どうしてもこの先に行かなきゃいけねえってな」
　静かにそう告げると同時。凰沢暁月は弾はじかれたように前へ出た。
　自分がたった今口にした言葉を、現実にするために。
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　暁月からの連絡を受けた五い泉ずみ千ち影かげと桐どう元もと葛くず葉はは、ＪＰＮバベルへ向かう途とち中ゆうで合流した。
　そして同時に敷しき地ちの中へと足を踏ふみ入れて。
　そこで二人が目まの当あたりにしたのは、地面に倒れ伏ふした警備スタッフ達だった。
「これは……」
　意識を奪われているだけで、全員生きている。だが、かなりの腕がないとこんな真似はできない。一いつ瞬しゆん、美み兎うを取とり戻そうと先に到とう着ちやくしていた暁月が、立たち塞ふさがる警備スタッフを蹴散らかしたのかと思ったが、
「……妙だね」
「ええ……凰沢君がやったにしては綺き麗れいすぎるわ」
　千影と葛葉は短く言葉を交かわしながら、抱いた違い和わ感かんを口にする。
　暁月は、自分の前に立ち塞がる相手に容よう赦しやをしない。さらに今は、美兎が捕とらえられている状況である。時間も惜おしいため、暁月ならば問答無用で乱暴に吹ふっ飛とばしてさっさと先へ進んだ筈だ。しかし気絶している警備スタッフ達に、目立った外傷はなかった。それどころか、衣服に乱れすらない。まるで背後から不意に襲われ、意識だけを刈かり取られたかのように。間ま違ちがいない──これは暁月以外の誰だれかの仕業だ。
　──だが、だとすると妙な事があった。
　もし氷神京也が、美兎を取り戻しに来た暁月を悪役に仕立てて陥おとしいれるため、暁月がＪＰＮバベルに敵対したように偽ぎ装そうするなら。
　もっと暁月の仕業らしく見せかける筈だ。しかし、それをしていないという事は、
「まさか……他に何者かが侵入しているのかしら」
「それも、このタイミングでね……」
　葛葉の言葉に、千影は表情を堅かたくした。
　正体不明の凄すご腕うで。だとしたらそれが敵か味方かで、自分達の状況は大きく左右される。
　だが──その答えを導くための糸口を、二人は唐とう突とつに得た。
　突如、少し離はなれた場所から連続した轟ごう音おんが鳴なり響ひびいたからだ。
「──っ!?」
　まるで空間が破は裂れつしたかのような、身体の芯しんまで揺ゆさぶる重低音。
　その正体が何なのかを、五泉千影と桐元葛葉は知っている。
　戦闘が生む激突音だ。
「──────」
　よって言葉は要いらなかった。互たがいの意思の確かく認にんもだ。
　葛葉が地面に手を付いて魔法陣を展開し、獅し子しのゴーレムを生み出したのも。
　千影が葛葉の後ろ──獅子の背に跨ったのも。全てが自然で、そして当然のように。
　──そして、弾かれたように獅子が駆け出した。
　低い姿勢で大地を蹴ければ、生み出されるのは肉にくし食よく獣じゆうの全力疾走だ。
　一瞬でトップスピード。空気を切り裂さくようにして、獅子は葛葉と千影を運んでゆく。
　轟音の止やむ事のない、戦場へと向かって。
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　リスティ・シェルフィードの身体を揺らすものがあった。
　それは大気を震ふるわせる重低音。
　リスティの視線の先で繰くり広ひろげられている戦闘──その激げき突とつで生じる衝撃の余波だ。
「…………っ」
　大地を踏みしめる足に力を込め、リスティは百ｍ程前方の空間を見つめ続ける。
　戦っているのは暁月と、そして海堂の二人だ。
　戦闘が始まって既すでに数分。暁月と海堂の攻こう防ぼうは止まる事なく続いていた。
「完全に互ご角かくね……」
　リスティは呟きながら、その事実に驚おどろきを得る。
　──暁月は今、黒の魔ま剣けんを具現化せずに素す手でで戦っている。
　しかし錬環勁氣功を使う暁月にとって、武器の有う無むは大きな問題にならない。
　暁月自身の肉体こそが最大の武器であり、剣けんの攻こう撃げきはその肉体から繰り出される──言わば、肉体攻撃の延長のようなもので。
　……むしろ動きだけなら、徒と手しゆ空くう拳けんの方が速いのに……。
　それでも海堂は、暁月の動きに完全に対応していた。
　リスティの眼から見て、暁月が手を抜いているとは思えない。
　暁月が繰り出している拳撃と蹴撃は、そのどれもが一いち撃げき必殺クラスだった。もしリスティが何の防護障しよ壁うへきも展開せずにあれを喰くらえば、間違いなく一撃で意識が飛んでしまうような攻撃で。
　……でも。
　そんな攻撃を繰り出す暁月に対し、海堂は真っ向から渡わたり合あっていた。腕や脚あしを使って暁月の攻撃を防ぼう御ぎよし、あるものは回かい避ひしながら、自らも拳こぶしと蹴りを繰り出してゆく。
　……あの海堂っていう彼かれが、まさかあそこまで強かったなんて……。
　リスティは、海堂元春という青年について、まだそれなりにしか知らない。
　本人は暁月の親友だとふざけ半分に言っているらしいが、リスティ自身はまだ少ししか会話をした事がないのだ。
　──無論、海堂が相当の実力の持ち主である事はリスティも理解していた。
　暁月と共にアレイザードを訪おとずれた際、和平交こう渉しようから戦争終結に至るまでの間に、海堂は陰で重要な役割を何度となく担になっていたからだ。
　暁月が、和平交渉で魔ま族の里・フォレストニウムを離れた際に留守を任せると、レオンが生み出した不死身に近い死し骸がい兵を撃げき退たいし、被ひ害がいを最小限に抑おさえた。またゴルドノ大渓谷での決戦では、海堂はシェルフィードの将軍であるゼクスとの戦いに勝利している。
　……それに、あの時に感じたプレッシャーは……。
　リスティ・シェルフィードは思い出す。
　ゴルドノ大渓谷で暁月が致ち命めい傷しようを負った際、海堂が自分達に浴びせた殺気の圧力を。
「────」
　そうだ。あれは、美兎を追ってこの世界へ赴おもむくフィルが、その身に宿したザッハークのオーラを解放した時よりも上──それどころか暁月が戦場で見せた威プレ圧ツシ感ヤーすら上回っていたかもしれない。
「海堂元春……」
　幾いく度どとなくぶつかり合う暁月と海堂を見ながら、リスティははっきりと認にん識しきする。
　今、自分と暁月の前に立ちはだかっている海堂は、暁月と同等の力を持つ強敵なのだと。
　そこへ、
「──リスティ！」
　叫ぶような呼び掛けと共に、やって来た二人の少女がいた。
　大地を駆ける獅子のゴーレムの背に跨った、桐元葛葉と五泉千影だ。
「二人共……！」
　信しん頼らいできる仲間の到着に、心強さを得たリスティは、とっさに表情を明るいものにした。
「どうして黙だまって見ているんだい、早くあたし達も──」
　獅子の背から降り立った千影が咎とがめるような口調で言いながら、振り仰あおぐように暁月達の方を見た。千影がリスティに寄よ越こしたのは、当然の疑問だ。
　──自分達は既に、暁月と共に生き、共に歩んでゆく事を決めている。
　よって暁月と海堂の戦闘の理由は解らなくとも、何をすべきかは考えるまでもない。
　たとえ共に戦った事があろうとも。こうして今、美兎を助けようとしている自分達の前に立ちはだかるというなら──海堂は倒たおすべき敵なのだ。
　だから、
「ゴメン暁月。きっと暁月は、一人で戦いたいんだろうけど──」
　そう言うなり、千影が即そく座ざにＡＤで弓を具現化した。
　そのまま弦げんをいっぱいまで引き絞しぼれば、魔法の矢が生み出される。
　しかし、
「──待って千影」
　リスティはそれを制止した。
「凰沢君が手を出すなって言ったの？」
「いいえ、そうじゃないわ」
　葛葉の問とい掛けに、リスティは首を横に振った。自分だって、気持ちは千影や葛葉と同じだ。一対一の勝負の邪じや魔まをした事で、暁月に恨うらまれる事になろうと構わない。自分達の目的は美兎の奪だつ還かん。それこそが最優先事じ項こうで。
　海堂を相手にして、時間を浪ろう費ひするのは得策ではないのだから。
　だが、
「見ていて……」
　リスティは片手を前へかざした。と同時。魔法陣が展開し、生み出された炎ほのおの塊が放たれる。それは暁月と海堂の方へ飛び──しかし、十ｍ程先で突とつ然ぜん跡あと形かたもなく弾はじけ飛んだ。
「なっ……これは？」
　霧む散さんする際、炎の塊が何かに激突したのを見た千影は、
「防護障壁──いや、結界……？」
　構えていた弓を下ろしながら呆ぼう然ぜんと呟く。リスティが放った炎の塊は、千影が撃うとうとしていた魔法の矢と同等の威いり力よくを有していたのだろう。すると葛葉がスッと眼を細めて、
「しかも今の魔法の弾かれ方……高次生命体の絶対障壁に近いわね」
「あの彼の仕業よ」
　リスティは視線を海堂へ向けた。
「アカツキと彼は、あの障壁の向こうで戦ってるわ。直接、壁の向こうで魔法を発動させようともしたんだけど、それも上う手まくいかないのよ……恐らくあの結界は、こちらからの魔まり力よくを遮しや断だんしているんだわ」
「物理攻撃は試ためしてみた？」
「勿もち論ろん。でも通じなかった……恐ろしく頑がん丈じようなのよ」
　苦い口調でリスティは告げる。自分も既に、何かできないかと幾度も加勢を試みた。
　だが、それでも海堂の生み出した結界は壊こわせなかったのだ。
　しかも、
「それだけじゃないの。あの結界は二人の周囲以外に、この先にも張られているのよ」
　リスティは、バベルタワーの方へと視線を向けた。
　同じ方へと視線を向けた千影が、
「完全に足止めされてるって訳だね……」
「ええ。恐らく彼を倒さない限り、私達は先へ進めない……」
　だから、とリスティ。正面へと向き直り、信じる眼まな差ざしと共に告げる。
「それをできるのは──今はアカツキだけなのよ」
　そして。
　リスティ達の眼の前で繰り広げられている暁月と海堂の戦いに、ふと変化が生じた。
「これは……」
　千影が短く驚きの声を漏もらしたのを、リスティは聞いた。
　暁月達の動くスピードが、さらに一段階上がったのだ。
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　暁月は地面を蹴って前へ出た。
　錬環勁氣功で氣を足に集め、初速を上げる事に主眼を置いた瞬しゆ発んぱつだ。
　その状態で大地を蹴る事を積み重ねれば、速度はさらに上がってゆく。
　広い敷地の第一総合グラウンドの地面を踏みしめて。
　高速移動で自らを風に変えながら、暁月は眼の前にいる敵へと向かう。
　そのまま一気に彼ひ我がの距離を詰め、繰り出したのは左右の拳のラッシュだ。
　狙うは顔面。当たればフルボッコ。
　しかし、
「──おっと、怖ぇ怖ぇ」
　相手の声が風と共に、こちらの背後──右後ろへと回り込んだ。
「ちっ──！」
　暁月はとっさに右のバックハンドで裏うら拳けんを繰り出し、しかしそれは相手の腕うでに防がれた。
　だがそれはこちらも予測済み。そのまま身体を右下へ巻き込むように捻り、暁月は振り下おろす軌き道どうで左蹴りを放つ。しかし、暁月の蹴りは虚空を薙ないだだけで終わった。
　見れば背後に居た筈の海堂の姿が数ｍ先にある。こちらが連撃を繋つなぐ僅わずかな隙すきに、バックステップを一つ入れられたのだ。
「逃にがすかっ！」
　暁月は再び前へ出て、相手を──海堂元春を追い掛ける。
　拳撃と蹴撃を織り交ぜた攻撃。目にも留とまらぬ暁月の連撃に、しかし海堂は対応してみせた。体捌さばきを行ない、自らの両手での受け流しも交えつつ、こちらの攻撃を防いでゆく。
　……おいおい、これでもまだ入らねえのかよ……！
　暁月が使用している錬環勁氣功は、その名の通り氣を操あやつる技わざである。
　それは己おのれの体内に留まらず、触れた相手の氣も操る事が可能で。それなりに時間が経過しているこの戦せん闘とうにおいて、既に暁月は何度となく海堂に触れていた。
　だが海堂のスピードは落ちない。それどころか、こちらの動きに合わせて上じよう昇しようしている。
　……「崩くずし」を入れられているからな。
　相手の氣を操るには、対象の呼吸や鼓こ動どう、氣の流れる速さに合わせて、最適の強さで狙った場所に氣を叩たたき込む必要がある。それを狙って繰り出そうとする暁月の攻撃に対し、海堂はフットワークや体捌きを行ない、タイミングや軌道をずらして来るのだ。
「随分な自信だとは思っていたが……やっぱり力を隠かくしていたな」
　これまで海堂と本格的に戦った事はない。初めてＪＰＮバベルの第〇二屋上で出で逢あった時に、軽く拳を交えた事があった位だ。しかしあの時は、互いに本気ではなかった。海堂が言っていた「握あく手しゆ」という言葉が相応しいだろう。それでもランキング戦での暗あん躍やくや、付いて来たアレイザードでの戦いぶりから、その力を推おし量はかる事はできる。
　これまではいつも、「結果の見えている勝負はしない」とはぐらかされてばかりだった。
　だがもう間違いない。暁月はニヤッと笑いながら、
「何だよ海堂……やっぱりお前、こんなに強かったんじゃねえかよ！」
　そう言って繰り出した右の拳が空を穿うがった。避よけられたのだ。
　しかしその拳を引くより先に、ぐっと手首を掴つかまれる。
「受け身取れよ、アッキー」
　振り払はらう間もなく、暁月は思い切り投げられた。
　しかし──海堂の投げは、暁月を地面に叩き付つけるものではなかった。
　その身を遠くへ飛ばす、文字通りの投げだ。そして宙に足場は存在しない。
　吹っ飛ぶ。暁月は背中から、グラウンドに隣りん接せつしている森の中へと突っ込んだ。
　そこは、ランキング戦の舞ぶ台たいにもなったバトルフィールドの森だ。
「があああああああっ！」
　勢いが付いていたため、茂しげみを突つき破やぶり、ぶつかった木の枝を折り、
「くっ……──このっ！」
　辛かろうじて空中で体を捻り、暁月は右みぎ腕うでを上へ。逆手の状態で木の枝を掴むと、そこを支点にぐるりと回転。飛ばされた勢いを完全に殺し、枝の上に着地した。
「追つい撃げきは──……ねえよな」
　やはり、と暁月は呟いた。海堂の目的は時間稼かせぎだ。よって少しでも長く暁月をこの場に足止めできるよう、不要な攻撃は仕し掛かけてこない。
　……まあ、氷神京也に協力している訳じゃねえんだろうが。
　しかし、いつまでも海堂の時間稼ぎに付き合っている訳にはいかない。
　美兎が捕つかまっているのだ。
　……だが。
　暁月は思う。少なくとも、美兎の安全は保障されているだろうと。
　遥が言っていたからだ。京也は美兎を利用して、何かをしようとしていると。
　その際、京也は「理想郷を作る」という言葉を口にしたらしい。
　幾いくつかの可能性が考えられるが、そのどれもが美兎の精神状態が重要になってくる。
　美兎の扱あつかいは恐らく丁てい重ちような筈だ……そこに、彼かの女じよの自由はないだろうが。
　──とはいえ、余り悠ゆう長ちようにもしていられない。
　時間を掛ければ掛けるだけ、京也がこちらに対応できる猶ゆう予よを与あたえてしまう。
　それに何より。
　……早く、アイツを助けてやらねえとな。
　凰沢暁月は行かなくてはならない。彼女が涙なみだを流してしまうその前に。
　だから、ギュッと右の拳を握にぎり締しめた。海堂は強敵だ。恐らく実力はこちらよりも上。
　そしてこれまでの自分では、きっと敵かなわなかっただろう。
　だが──今はもう違ちがう。
　……久保田のオッサンに感謝だな。
　昼間の鍛たん錬れんプログラムで、暁月は既に自分よりも強い相手との戦い方を学んでいる。
　勝負とは、勝ち負けを争あらそうものだ。強さを競きそうものではない。
　それに海堂の目的が時間稼ぎだというならば、やりようがある。
　だから、
「行くぜ……！」
　凰沢暁月は不敵に笑い、再び前へと向かって走り出した。
　風よりも速く森の中を駆け抜け、
「おおおおおおおおっ！」
　気合の咆ほう哮こうと共に放ったのは、両の手に集めていた氣の奔ほん流りゆう。
　氣弾だ。二つの氣の塊は、左右から曲がる軌道で海堂へと迫せまり、
「おいおい、こんなの避けてくれと言わんばかりだぜアッキー」
　しかしあっさりと避けられた。軽く後方へと飛ばれたのだ。
　攻撃対象に逃げられた氣弾は地面に激突し、轟音と共に土ど砂しやを巻き上げる。
　それは砂煙のブラインドを海堂の前に生み出し、
「そういう事か──」
「──そういう事だ」
　視界を奪うばわれ、納なつ得とくの呟きを漏らした海堂に、右から背後へと回りながら暁月は告げた。
　──左右からの攻撃に対し、逃げ場ばは前後か上しかない。
　だが上に跳とべば次の回避行動が取れないし、時間稼ぎが目的なら前に出る事はない。暁月は左右から攻撃する事で、海堂の逃げ道みちを一つに絞らせたのだ。
　一気に肉にく薄はくしようとする暁月に対し、それでも海堂の反転が間に合った。
　しかし、凰沢暁月は止まらない。
　そのまま駆け抜けるようにして、海堂へ右の拳を放つ。それは肩から水平の軌道で発射する、最速のストレートだ。対する海堂も、右の拳をカウンターで放ってきて、
「「──────っ！」」
　互いの拳と回避が、刹せつ那なの内に交こう錯さくする。
　それでも暁月は、さらに前へ出た。
　そして、
「おらあああぁぁぁぁぁぁっ！」
　交差した状態の右腕をそのまま下に振ふり下ろし、海堂を背中から地面へ叩き付ける。
「がは──っ！」
　衝撃に肺の酸素を吐はき出した海堂に対し、暁月はさらに身体を左へと捻った。
「──喰らえっ！」
　そのまま左の肘ひじを、海堂の顔面目め掛がけて振り下ろす。
「おおおおっ？」
　対する海堂は、慌てて横へ転がり回避。暁月の肘はそのまま地面を穿ち、
　ズゥゥン！
　大地を震わす重低音と共に、グラウンドにクレーターが穿たれた。
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「ちっ……外したか」
　地面を転がった海堂は、暁月の舌打ちを聞いた。
　横へ転がった勢いでそのまま起き上がり、
「何が『喰らえ！』だアッキー！　そんなん喰らったら、俺おれの大切なお顔が跡あと形かたもなく吹っ飛ぶだろうが！」
　すると暁月はしれっと、
「馬～鹿、そこまでは行かねえよ──グシャグシャに潰つぶれる位だ」
「悲ひ惨さんすぎる！　しかも、そっちも大して救いがねえ！」
「うるせえな──」
　全力で抗こう議ぎの声を上げる海堂に対し、暁月の姿が掻かき消えた。
「おっと！」
　海堂はとっさに、右の貫ぬき手を下へと放った。
　月明かりが照らすグラウンドに、自分へと向かって地を這はう影が見えたからだ。
　しかし、暁月の左手が払う動きでこちらの貫手を捌き、代わりに斜ななめに振り上あげる動きで拳が来る。
「──危ねっ！」
　慌てて海堂は後ろへと跳び──しかし胴どうに衝撃を受けた。
「ゴハッ──なっ!?」
　後方へ吹っ飛びながら、海堂は見る。
　暁月の拳は間違いなく届いていなかった。
　しかし、それでも距きよ離りを取った自分が攻撃を受けたという事は、
　……っ、遠当てかよ！
　振ふりぬいた拳の衝撃が空中を駆かけ抜ぬけ、こちらを打だ撃げきしたのだろう。
　暁月の攻撃を避けるなら、攻撃の延長線上は危険という訳だ。
「くっ……！」
　空中で体勢を整え、海堂が足から着地するタイミングで、
「悪いが──一発当てて終わりにする程ほど、俺は甘あまくないぜ」
　距離を詰めてきた暁月が、拳撃と蹴撃を駆く使しした連撃を放ってくる。
　海堂はとっさに捌こうとして、
「グッ……、っ──!?」
　回避した筈の、最初の一撃目を被ひ弾だんした。
　理由は明快。暁月の攻撃が、先刻までとは比べ物にならない程速くなっていたからだ。
　……これは……っ。
　海堂は驚きを露あらわにする。暁月が現在、自分に対して繰り出しているのは、それまでとは全く別種の攻撃。今まであった無む駄だな力み、無駄な動作、無駄な思考が暁月から消えていて。最短距離を最速で来るのは、あらゆる無駄を省き、一つ一つの動作が極限まで研とぎ澄すまされた、必然ともいうべき打撃の連打だ。
「ちっ……！」
　堪たまらず背後に大きく跳ぶと、
「──逃がさねえよ」
　ほぼ同じタイミングで、暁月がこちらを追って地面を蹴った。
　一気に宙で海堂へ追いつき、左の飛び蹴げりを放ってくる。
　狙ねらわれたのは側頭部だ。海堂は反射的に右腕を上げ、
「────っ！」
　辛うじてガードが間に合う。しかし重い衝撃が叩き込まれ、右腕全体が痺しびれた。
　それでも海堂は暁月の左ひだ脚りあしを掴み、そのまま地面へ叩き付けようとして、
「──遅えよ」
　だが暁月の動きの方が早かった。とっさに右足を振り上げ、踵かかとを振り下ろしてくる。
　手が塞がっている状態の海堂に、防ぐのは不可能だ。
　だから海堂は回避を選せん択たく。
　掴んでいた暁月の左足を手前へ引き、自分は体勢を低くして前へ出た。
　暁月の背中の下を、潜くぐるように抜けて着地。
　すると背後で大地を打つ轟音が響いた。海堂が避けた暁月の踵落としだ。
　……おいおい。
　恐おそらく背後には、新たなクレーターが出来ている事だろう。
　そんなに暁月は、こちらの顔を潰したいのだろうか。
　だったらお返しだ。海堂は左足の踵を軸じくに回転。そのまま肘を暁月の顔面に叩き込む。
　ガキィ！
　肉を通して骨を打つ衝しよ撃うげきが、海堂へと返ってきた。
　だが──海堂の肘が捉とらえたのは、暁月の顔ではなかった。
　こちらへカウンターで放ってきていた、暁月の肘だ。
　……マジかよ。
　恐らく、踵落としで着地したのと同時に繰り出だしていたのだろう。
「どうするよ海堂。そんな時間稼ぎ狙いの消極的な戦い方じゃ、動きが読めちまうぜ」
　眼前で不敵な笑えみを浮かべる暁月の言葉に、海堂は思う。
　……さーて、どうっすっかよ。
　自分の仕事は、ティアナが《フェニックス細さい胞ぼう》を手に入れるまでの陽動だ。
　そこに先さき程ほどセシルから連れん絡らくが入り、もう一つ仕事が増えた。
　それが、今こうして行なっている暁月の足止めだった。
　目的は、現在ＪＰＮバベルの最深部に潜っているティアナと鉢はち合あわせにさせないため。
　それはティアナがより仕事をしやすくする面もあるのだろうが、
　……団長は随ずい分ぶんとアッキーが気に入ったみたいだからな。
　色々と試してみたくなったのだろう。
　しかし、陽動をやらされた挙句、暁月の相手までさせられるとは。
　何だこの激しい貧びん乏ぼうクジ。帰りたい。面めん倒どう臭くさすぎる。
　などと、微びみ妙ようにやる気を失い始めていると、
「……つーか、もうここまで来ちまったんだから、そろそろ諦あきらめたらどうだ」
　苦くし笑ようを含んだ声が、海堂の意識を思考から正面へと戻した。
「？　諦めるって、一体何をだよ？」
　海堂が問い返すと、暁月はニヤっと笑って。
　そして──決定的な一言を口にする。


「決まってるだろ。諦めて本気を出せって事だよ──『朱あけの黄たそ昏がれ』としてのな」
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　暁月が発した言葉を、結界によって隔てられた場所で五泉千影は聞いていた。
「そうか……そういう事だったんだね」
　表情を厳しいものにする。
　……道理で。
　海堂の戦闘能力は高すぎるとは思っていたが、これで納得がいった。
「『朱の黄昏』って、確か……」
　こちらの世界に来たばかりで、まだ大まかにしか事情を知らないリスティの呟きに、隣となりの葛葉が頷うなずきながら、
「ええ……この世界の管理者であるコクーンと同等の戦せん闘とう力りよくを持つと言われている、世界最強のテロリスト集団よ」
　コクーンと真っ向から対立している朱の黄昏が、何な故ぜＪＰＮバベルへ通っていたのかは解わからない。恐らく、それを深く想おもう意味はないのだろう。
　暁月が口にした事が真実だとしたら、問題なのは過去ではなく今。
　今、眼の前に海堂が立ちはだかっているという現状だ。
　だから、
「──もしも、海堂が『朱の黄昏』だというなら」
　五泉千影は声を硬かたくした。前を見つめる。
「恐らく──本当の戦いはこれからだよ」


９


「あーあ……」
　暁月が発した言葉に、海堂元春はやれやれと嘆たん息そくした。
　参ったな、と思う。アレイザードでも、冗じよう談だん半分にカマを掛かけたりしてきた位だ。
　切れ者の暁月が、ある程度こちらの正体に気が付いている事は承知していた。
　──それでもこれまでは、敢あえてお互いに核かく心しんに触ふれて来なかった。
　暁月の思おも惑わくがどうだったのかは知らない。だが少なくとも海堂自身は、そうする事で暁月の友人という立場を保ってきた。今もそうだ。セシルの命令でやっている時間稼ぎとはいえ、ここまで海堂は『朱の黄昏』の一員としてではなく、暁月の友人として彼を自分達たちの領域へ入らせないようにしていたのである。
　しかし、
　……やれやれ、潮時かよ。
　海堂は僅かに俯うつむき、自じち嘲ようめいた笑みを浮うかべる。
　少しばかり名な残ごり惜おしいがだが、致いたし方かたないだろう。
「時間稼ぎで終わるつもりだったんだけどな……」
　海堂は呟くと、ゆっくりと顔を上げた。
　そこにあったのは残ざん忍にんな笑み。『朱の黄昏』としての本ほん性しようだ。
　踏み込んだのはお前だ──凰沢暁月。
　だからもう保証はできない。お前の安全も命も、何もかも。
「……アッキーが悪いんだぜ？」
　そして海堂元春は、己の力を解放した。
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「おや……」
　概がい念ねん防ぼう壁へきに守られた空間で、事の成り行きを見守っていた京也は小さな驚きを得た。
　まさか、ここで海堂が自分の能力を使う気になるとは。
　最後まで昼ひる行あん灯どんに徹てつするとばかり思っていたのに、
「君の──人をその気にさせる才能は、天性のものかもね凰沢君」
　京也は楽しそうに笑みを浮かべながら、
「しかし、ここで万一の事があると困るな……」
　暁月にはまだ、やって貰もらわなくてはならない事がある。
　……そう……大事な役目がね。
　だから京也は、背後を振り返かえった。そして祭さい壇だんで眠ねむり続ける美兎を見つめて。
　冷たく笑う。
「さあ、そろそろ準備に入ろうか──ここからは僕ぼくの趣しゆ向こうで行かせて貰うよ」
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　海堂から発せられるプレッシャーが一気に膨ふくれ上がった。
　大気が張はり詰つめて、ビリビリと暁月の肌はだを刺さす。
　……へっ、こいつは……！
　気を抜けば押おし潰されそうな圧力に晒さらされながら、それでも凰沢暁月は笑っていた。
　これで良い。いつまでも、のらりくらりとかわされていては進めないからだ。この先へも──そして暁月が目指す領域へも。
　目標はコクーンの実動隊トップの兄と、朱の黄昏の創設者の父。ならばここで氷神京也と、そして海堂元春を超こえる位でなくては──凰沢暁月は、永遠に己が目指す場所へと辿たどり着つけない。
　ではどうするか。そんなものは決まっている。
「──行くぜ」
　暁月は弾はじかれたように、一気に前へ出た。
　海堂の本当の武器は知っている。鎖くさりだ。それも恐らく、不可視の鎖。ランキング戦ではフィル＝ザッハークの動きを止め、アレイザードではゼクス・ドルトレイクを圧倒した。
　正確な間合いは解らないが、離れていてはこちらが不利だ。
　だから行く。
「────っ！」
　海堂へと駆けながら、暁月は右手のＡＤへと意識を集中した。
　具現化された黒の魔剣──レーヴァテインは、海堂元春という敵を前に、今の暁月にとって相応ふさわしい形を取っていた。それはフィル＝ザッハークからレオン・エスペリオまで、立ちはだかる敵を全すべて倒してきた第二形態。
　ＡＤが告げているのだ。この相手には最初から全力で行けと。
　……言われるまでもねえ！
　元より手加減などするつもりはない。
「おおおおおおおおおおおおおおぉぉっ！」
　気合と共に暁月が繰り出したのは、大上段からの剣撃だった。
　あらゆる強敵を倒してきた斬撃。その一撃が海堂へと吸い込まれ、
　ギィィィィィィィィィン！
　金属音と共に受け止められた。
「──────」
　海堂は、両の拳を前に突き出していた。
　肩かた幅はばよりやや広い間かん隔かく。そこに、サァァァっと一筋の光が伸のびる。
　それが形を紡つむぎ出した──鎖だ。
「やっと見せたな……」
　海堂の本当の武器を目まの当あたりにした暁月は、ニヤッと笑った。
「でも良いのかよ──ゼクスを倒した時みたいに、見えなくしておいたままの方が良かったんじゃねえのか？」
　すると、
「そうかもしれないけど……まあ、どっちでも同じだと思うぜ？」
　海堂もまた、フッと笑みを見せて言い放つ。
「──アッキー程度の相手ならよ」
「面おも白しろえ……、っ──オラアアアァァっ！」
　ならばとばかりに、暁月は連続で斬撃を繰り出した。
　それは第二形態で行なう、斬撃の乱れ打ち。
　魔ま剣けんの軌道が円を描えがき、一ひと振ふりする毎に速度と威力が上がってゆく。
　しかし、
「おお……結構やるじゃんかよアッキー」
　その全てを海堂は受け捌いてゆく。
　両手の暁月に対し、海堂は片手だった。高速で右の肘から先を振り、さらに手首のスナップによって鎖を宙に舞まわせ、暁月の斬撃を弾いてゆく。
「アレイザードの赤毛の剣将軍より、重さは勿論、速さも上かもな」
「ちっ──！」
　押し切きれない。そう判断した暁月は、すぐに作戦を変へん更こう。
　とっさに後ろへ飛び退すさり、
「──だったら！」
　宙にいる間に四連の斬撃を放つ。
　空気の刃やいばが生じ、海堂へ向かい──さらに暁月は着地と同時に、
「ついでにこっちも喰らっとけえぇぇぇぇ！」
　高速でレーヴァテインを逆手に持もち替かえ、下から二連で斬きり上げた。
　その剣閃は、土砂を巻き上げる激しい衝しよ撃うげ波きはとなって海堂を襲おそう。
　迫り来る空気の刃と、全てを呑のみ込む様な土砂の奔流に対し、
「──おっと」
　海堂の手が高速で振られた。鎖が宙を駆け抜けた軌道はクロウリーの六芒星。
　すると透とう明めいの壁かべが海堂の前方に出現し──迫っていた全ての攻撃を撥はね返した。
　……ランキング戦の時のあれか！
　暁月は思い出す。生徒会メンバーと対たい峙じした際、暁月が繰くり出した斬撃の衝撃波を撥ね返した障壁だ。暁月が今繰り出した攻撃は、あの時とは比ひ較かくにならない強さだったのだが、
「どっちでも同じって訳か──良いね、そうこなくちゃな！」
　暁月は腰こし溜ためにレーヴァテインを構え、下から切り上げるように一いつ閃せん。
　全てを縦に断たち切ると、左右に分かれて暁月の横から背後へと抜けてゆく。
　一息。後方で爆ばく音おんが生じた。海堂の結界に、衝撃波がぶつかったのだろう。
　……さて、ここからだぜ！
　ランキング戦ではお流れになった、自分と海堂の戦いの続きは。
　すると、
「それじゃあ、まあ──今度はこっちから行くとするかよ」
　海堂の声が聞こえたと同時、
「──っ？」
　暁月はとっさに背後へ飛とび退のいていた。
　──直後、それまで暁月が立っていた地面が衝撃と共に吹ふき飛んだ。
　さらに、まるで鞭むちのようにしなる鎖が、変へん幻げん自じ在ざいに暁月を追ってきて。
　攻こう守しゆが入いれ替わる。
　……この鎖は……っ！
　想像以上に厄やつ介かいだ。一いち撃げき一いち撃げきが重く、それ以上に速い。こちらの斬撃と同等かそれ以上。
　しかも下手に剣で受ければ、そこから巻きつかれてしまうだろう。最低でも剣を奪われ、最悪身動きを封ふうじられる。だとしたら、全て避けるしかない。
　だから、
「──おおおおオォォォォォォっ！」
　暁月は錬環勁氣功で一気に体内の氣を練り上げ、それをレーヴァテインへと通した。
　そしてあらゆる方向から迫る海堂の鎖に対し、カウンターの斬撃で迎むかえ撃つ。
　すると、振りぬかなければ発生しない空気の刃の代わりに、氣の刃が発生。
　迫る海堂の鎖を、全て弾いて行く。
　そんなこちらを見て、
「へえ……！」
　正面──向こうに立つ海堂が感かん嘆たんの声を上げた。対する暁月は、当然だとばかりに、
「こんな厄介なモンには捕まりたくねえんでな」
　一いち撃げき目よりも二撃目。二撃目より三撃目と、弾いた分だけ迎げい撃げきの余よ裕ゆうが生まれてゆく。
　押されていた状じよう況きようを徐じよ々じよに盛り返し、逆に押し返してゆく。
　そして、
　……今だ！
　再び距離を詰め、己の間合いで戦おうとして、斜めの斬り上げで海堂の鎖を大きく弾こうとした時だった。
「なっ──？」
　暁月は驚きよ愕うがくの声を漏らした。斬撃で生み出した氣の刃が、鎖を弾く事に失敗したのだ。
　……まさか……！
　刹那、暁月は何故その現象が起きたかを理解した。鎖を引かれたのだ。こちらの氣の刃が弾くギリギリのタイミングで。恐らく、高速で手首を返すスナップを入れられたに違いない。そして鎖は暁月の氣の刃そのものへと巻き付き、一気に締め付け霧散させた。
　さらに鎖はそのまま暁月へと迫ってきて、
「──ちっ！」
　こちらは駆け出そうとしていたタイミングだ。既に身体は、回避ではなく前へと向かっていて。それでもとっさに身を捻ひねって避けようとするが、
「遅えよ、アッキー」
　海堂が笑みと共に、こちらの動きに合わせて鎖の軌道を操作。まるで意思を持っているかのように、海堂の鎖が暁月の胴へと巻きついた。
　絡からめ取とられる。
「くっ……こ、の……っ！」
　とっさに全身に力を込めて引き千切ろうとするが、巻きついた鎖はビクともしなかった。
「ああ、無む駄だ無む駄だ……そいつはただの鎖じゃないからよ」
　海堂が笑いながら告げてくる。
「その鎖はＡＤで生み出された精神感応石オリハルコンの武器じゃない。俺だけの能力で生み出した、特別製の鎖なんでよ」
「……お前だけの能力？」
　オウム返しに問う暁月に、海堂は「ああ、そうか」と笑いながら、
「アッキーは知らねえんだな。俺おれ達たちやコクーンは、他の奴やつらみたいな元素系や物理系魔ま法ほうの他に、それぞれ自分だけのオリジナルの概がい念ねん能力を持ってるんだよ」
　ゆっくりと暁月へと歩み寄ってくる。
「俺の能力は『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』って言ってな。捕とらえられないモノはねえよ」
「自由を縛しばる鎖、か……」
　最も早はや眼前に立った海堂に対し、それでも暁月は余裕を失わずに告げる。
「お前にしては、随分とらしくねえ能力を使ってるんだな……誰だれよりも奔ほん放ぽうなクセによ」
「いいや、そんな事はないさ」
　と海堂は肩かたを竦すくめて、
「何ものにも縛られねえためには──自分以外の全てを縛れば良いんだからよ」
　こんな風にな、と言って腕を振り上げた。
　次の瞬しゆ間んかん──鎖に巻かれた暁月は宙を舞った。
　己の身体が大気を切り裂さく音を強制的に聞かされながら、ふと、
「──今度は受身は取れないぜ」
　風が鳴る隙すき間まに、海堂の呟つぶやきを耳にしたと同時。
　暁月は轟ごう音おんと共に、地面へと叩きつけられていた。
「──ガッ、ハ……ぁっ！」
　暁月の全身を、激しい衝撃が襲った。
　とっさに氣を背面に集めて防ぼう御ぎよを高めたものの、激げき突とつのダメージが内臓まで響ひびく。
　……こいつは……っ！
　想像以上にダメージが大きい。こんなものを何発も喰くらったらお終しまいだ。
　硬氣功を使うか？　否いや、あの技は打撃や衝撃にもある程度は有効だが、本来は斬撃を防ぐためのものだ。それに下手に身を硬くしたら、余計に多くの衝撃を受ける事になる。
　かといって全身に力を込めてみるが、
「クソっ……マジで切れねえ……っ！」
「言っただろ、実体がある鎖じゃねえってよ……」
　海堂は苦笑しながら、
「周囲の結界と同じだ。俺の概念でこの辺りの空間を縛っているからな、五泉達の魔法やアッキーの攻こう撃げき程度じゃ、ビクともしねえよ」
　そう言って、地面に転がった状態の暁月に対して蹴けりを見み舞まった。
　ケンカキックの名で呼ばれるそれは、単純ながらも威いり力よくは絶大で。
「がああああああああああっ！」
　シュートされたサッカーボールよろしく、暁月は森の中へと吹っ飛ばされた。
「おー、無回転」
　楽しげな海堂の声が一気に遠のく。先程投げ飛ばされた時とは、比較にならない勢い。
　受け身を取る事もままならず、吹っ飛んだ勢いそのままに暁月は木々を次々と薙ぎ倒し、
「──ぐっ……っ！」
　巨きよ大だいな岩に背中から激突して、ようやく止まった。
　それでも海堂の鎖は切れる事なく巻きついたままで。
　激痛に視界が歪ゆがむ中、
　……ヤベえ……っ！
　ふと暁月は、自分が居る場所を理解して戦せん慄りつした。
　周囲にあるのは無数の木々と岩。その全てが、今の暁月にとっては自然の凶きよ器うきだ。
　他に障害物がないグラウンドですら、あれ程のダメージを受けたというのに。
　こんな所で振り回まわされでもしたら、最も早はや致ち命めい傷しようは避けられない。
　すると何ど処こからか、
「さあアッキー……ジェットコースターの時間だぜ」
　海堂の声が聞こえてきた。
「テメエ……っ！」
「おいおい楽しいアトラクションだぜ──笑えよ」
　そう冷れい酷こくに告げられると同時──暁月の全身を、森という空間そのものが打撃した。
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　自由縛鎖で掴んだ暁月を振り回し、海堂元春は思う。
　良い音だ、と。まるで森がオーケストラを奏かなでているかのようだ。
　思考がつい詩的になるのは、やはり楽器が良いからだろう。
「さてクライマックスだ、盛り上がって行こうぜ──」
　気分はマエストロ。まるで指揮棒を振るかのように、海堂は鎖を振り回した。
　その先に暁月を縛り付けたまま、一気にテンポを上げる。
　すると木々を薙ぎ倒し、岩を打うち砕くだく感かん触しよくが絶え間なく手へと返ってきて、
　……そろそろ終わりにするかよ。
　その感触に、もう充じゆ分うぶんだろうと海堂は判断。これだけやれば、良い感じにボロ雑ぞう巾きんの頃ころ合あいだ。あまりオーケストラをやりすぎると、あの辺りの森を綺き麗れいに耕してしまう。
　余り自然を破は壊かいするのは良くないだろう。
　だから海堂は、
「それじゃあ止とどめに、フリーフォールと行くか」
　一息。
「まあ──ブレーキないけどな」
　まずは、と腕うでを振り上げて──ふと鎖を通して伝わってきた異状を感じ取った。
　暁月の身体に巻きついていた鎖が、一いつ瞬しゆんだけ内側から押し広ひろげられたのだ。
　まるで、暁月の身体が一回り膨れ上がったかのように。
　そして次の瞬間、
「──お？」
　鎖の先から今まであった手て応ごたえが消えた。それは暁月の存在を伝える重みだ。
　……おいおい。
　自由縛鎖は海堂の概念能力だ。一度縛れば隙間なく巻き付き、相手の自由を奪う。
　よって、まず押し広げられるような事態は起こらない。もしそうなったとしても、抜け出すような隙すきは与えない。余よ程ほどの実力差がある相手でもない限り、脱だつ出しゆつは不可能な筈はずだ。
「まさか──」
　抱いだいた疑念を海堂が漏もらしたのと、


「──やってくれたな」


　背後から暁月の声がしたのは同時だった。
「──っ!?」
　とっさに振り返るより先に、海堂は真下からの衝撃を胴に喰らった。
「が、は……っ！」
　背後から声がしたのに、前から攻こう撃げきを受けた。
　宙を上へと吹っ飛びながら、自分に起きたあり得ない現象を海堂は思う。
　理り屈くつは解る。あの森の中から一瞬で海堂の背後へと回り、こちらが振り向むこうとした動作の起点を作るより先に今度は前へと回りこみ、何らかの打撃を与えてきたのだ。
　そして、それで終わらない。不可視の衝撃が、あらゆる方向から海堂を襲った。
　防御や回かい避ひという概念が無意味となる程の速さと威力。一呼吸する間に、数え切れない程の打撃を喰らう。森の中を振り回して与えた暁月へのダメージ──そのアドバンテージが一気になくなった。それ程の連撃。
「くっ──！」
　暁月の姿は見えない。しかし海堂は反射的に鎖を操作して防御を行なった。
　己の周囲を攻撃を弾く障しよ壁うへきで覆おおう。すると、連続する轟音と共に結界の壁が真っ白に染まった。連続攻撃の衝撃が、全方向から絶え間なく重ねられているのだ。
「マジかよ……」
　海堂は呆ぼう然ぜんを声にした。衝撃がまるで豪ごう雨うのように、視界を遮さえぎっていた。
　だが、これで一いつ旦たんは態勢を整えられる筈──そう思い、
「──甘えよ」
　真上から声がした。そして次の瞬間、
「っ、おおおおおおぉっ!?」
　周囲を覆っていた障壁もろとも、海堂は地面へと叩たたきつけられていた。
　轟音と共に大輪のクレーターが咲さく。
　それでも、
「…………ったく、勘かん弁べんしてくれよ」
　どうにか落下衝しよ突うとつのダメージから逃のがれた海堂は身を起こした。ふと前を見れば、離はなれた空間が陽かげ炎ろうのように揺ゆらめいて。そして──暁月がゆらりとその姿を現した。
「──────」
　その瞳ひとみが、自分とは異なる世界を見ている事に気が付いた海堂は、
「成なる程、そういうカラクリか……」
　合が点てんがいったとばかりに呟いた。道理で急激にあそこまで動きが変わった訳だ。
　海堂元春は思う。あの状態へ入れるのは、『朱の黄昏』の中でもごく一ひと握にぎりしかいないというのに──やはり暁月は侮あなどれないと。
　苦笑混じりに呟く。
「恐れ入るぜ……ここへ来て、まさか領域ゾーンに入るとはよ」
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「……ふう」
　暁月は、極限の集中状態を解いた。行なっていたのは、脳への錬環勁氣功の使用だ。
　これにより身体能力だけでなく、飛ひ躍やく的てきに反射速度も上げられるのだが、
　……ちょっと長時間は使えねえな。
　自分の身体の状態を感じ取りながら暁月は思う。この技は消しよ耗うもうが激しすぎると。
　──錬環勁氣功の奥おう義ぎの一つに、肉体の限界を超えて氣を練り上げるものがある。
　あちらが身体的な負ふ荷かであるのに対し、この技が消費するのは精神力だ。痛みの様に解りやすいサインがないため、気が付いた時にはもう動けないなんて事にもなりかねない。
　……だが、こっちの本命は別だからな。
　忘れてはならない。海堂との勝負で終わりではないのだ。
　すると、
「────」
　ふと正面の海堂もまた、自身の周囲から透明の壁を消した。
　防御を固めたままでは回避や反はん撃げきが難しいと判断し、障壁を解いたのだろう。
　だがそれは、この戦いの終わりが近い事を意味していて、
「楽しかったぜ海堂……だが、この後にちょっくら大事な約束があるんでな」
　暁月は告げる。
「悪いが行かせて貰う──テメエを潰して結界を解き、俺は先へ進む」
　すると、海堂は笑って、
「俺は楽しくなかったけどな……あちこち痛いし、何より疲つかれたし」
　まあ、
「最後に勝つ気満々のアッキーをブチのめせば、少しは気が晴れそうだから良いけどよ」
　そう言って、海堂は顔を真しん剣けんなものにした。
　暁月も表情を引ひき締しめ、レーヴァテインを具現化して構える。
「────────」
「────────」
　すると周囲の大気が急速に緊きん張ちようを始めた。息も許さぬ程に張り詰めてゆく。
　そして次の瞬間──暁月と海堂の姿が掻き消えた。
　全く同時に動いたのだ。
　繰り出すのは勝敗を決める一撃。それを相手より先に叩き込んだ方が勝利する。
　だからそうしようとして──その刹せつ那な。


　──それは突とつ然ぜん、横からやって来た。


　高速移動の中に身を置きながら、暁月は意識だけで見る。
「何──」
　それは巨大な光の塊かたまりだった。完全に不意を突つかれた格好。
　互たがいの決着を付けるための一撃に意識を集中していた、暁月と海堂は避けられない。
「──────っ！」
　二人同時に光の渦うずへと呑み込まれ──全てが白一色に染まった。
第３章《どうして……》
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　夜の空を行く風がある。
　気圧差によって吹く自然現象ではなく、確かな意思を持つ風だ。
　向かう先はＪＰＮバベル。そして──その風の名は七なな瀬せは遥るか。
「待っていて……」
　最速の風をその身に纏まといながら、遥は確かな声で呟いた。
　ただ暁あか月つき達の帰りを待つ事などできない。だから遥は、自ら戦場へと飛んでいた。
　着ている服は、凰おう沢さわ家に転送された際に、一度は濡ぬれてしまった制服だ。
　遥はギュッと握にぎった右の拳こぶしを、自らの胸へと押し付つけた。
　遥が己おのれの心を決め立ち上がった時、既すでに制服は洗せん濯たく機きの中で乾かん燥そうが済んでいた。
　恐らくリスティがしてくれたのだろう。こちらが立ち上がると信じて貰えていた──その事を遥は嬉うれしく思う。
　──数時間前、美み兎うと交かわした約束を、遥は忘れてはいない。
　誓ちかったからだ。たとえ何があろうと守ってみせると。
　だが遥は、その誓いを果たす事はできなかった。交わした約束を、美兎を、守る事ができなかった。上うえ崎さき遼りよ平うへいと哀あい原はら美み奈な巳み、二人の親友の死に動どう揺ようした隙を突かれ、氷ひ神かみ京きよ也うやになす術すべなく美兎を捕えられてしまったのだ。
　挙句の果てに自分だけが助かった──暁月のお陰かげで。
　最悪どうにかして逃にげ延のび、美兎の危機を報しらせなくてはいけなかったというのに。
　それが最低限、自分に課せられた使命だったというのに。
　京也の凄すさまじい力の前に、ただ屈くつする事しかできなかったのだ。
　……みっともない話ですわね……。
　情けない己を思い出し、遥は強く唇くちびるを噛かみ締める。
　──だが己の不ふ甲が斐いなさに泣く事しかできなかった遥を、それでも暁月は慰なぐさめてくれた。
　京也に刻まれた圧あつ倒とう的てきな恐きよ怖うふを、暁月は自らの温ぬくもりと熱によって上書きしてくれて。
　遥を落ち着かせるために、暁月の事しか考えられなくしてくれた。
　美兎を守りきれなかった遥を、それでも暁月は許し、慰め──彼の優しさで包んでくれたのだ。
　まだ気が動転していて、上う手まく素す直なおになれない……否、素直になる方法が解らなかった遥も、リスティに手伝って貰った事でようやく暁月を受け入れる事ができた。
　アレイザードの娼館で、解げ毒どくされた時とは違う。
　自分から、自分の全てを暁月に委ゆだね、預ける事ができたのだ。
　反発ばかりして、頑かたくなだった頃ころの自分はもうそこにはいなくて。
　暁月によって心と身体を解きほぐされた遥は、新たな己を自覚した。
　……コレだったんですのね、きっと……。
　今ならば解る。まだ心のどこかで京也や世界を敵に回す事への迷いを消しきれなかった自分と。何の迷いもなく、暁月を信じ、遥を信じると言ってくれた美兎との差が、一体何だったのかを。
　暁月の事を想うだけで、仲間の事を想うだけで、限りなく溢あふれてくる感情。
　本当に大切な存在を想う気持ちがくれる力。
　強い確信。
　それはきっと、美兎やリスティ、千ち影かげや葛くず葉はらが既に持っているものと同じ筈だ。
　……ええ。
　やっと理解できた。
　己の価値観や倫りん理りすら二の次に、たとえ世界を敵に回す事になろうとも。
　人は──誰かのために己の全てを懸かけても良いのだ。
　それは自分勝手な思い込みなのかもしれない。
　それで他人を傷付ける事があるかもしれない。
　だけど。
　それでも守りたいものが──譲ゆずれないものが自分にはあるから。
　身体の奥おくに残っている、暁月がくれた温もりと、そこから湧わき上がる熱のような感情。
　こんなにも自分を、前へ前へと進ませようと駆り立たてる力を、きっとこう呼ぶのだろう。
　──勇気と。
　だからもう迷わない。
「待っていて……」
　遥は同じ言葉を繰り返す。想いの強さがそうさせる。
　自分は交わした約束を果たせなかった。
　だがまだ間に合う。まだ取り戻もどせる筈だ。
　だから今度こそ果たしに行こう。
　泣く事しかできなかった、弱い自分を過去にして。
　現在の七瀬遥が行く。
　こんなにも自分を強くしてくれる──大切な仲間を助けるために。
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　ＪＰＮバベルの最下層エリアの巨大空間では、二対二の戦せん闘とうが続いていた。
　フィルを相手に優勢に戦いを進めるティアナに対し、田た中なかを相手にしている鬼おに塚づかは終始劣れつ勢せいを強しいられていた。前後と左右、あらゆる方向から襲い来る衝撃波に対し、
「っ……！」
　鬼塚は周囲に展開した火の粉の揺らぎを見て回避を行いつつ、避よけきれないものは両の手に具現化したチャクラムの斬撃で防いでゆく。
　田中が使用している風系魔法による不可視の衝撃波は、中ちゆ距うき離より攻こう撃げきだ。必死に逃げ回っている鬼塚に対し、田中は少し離れた場所に立ち、平然と攻撃を続けていた。
　これではまるで弄なぶり殺しである。無論、鬼塚も時折、田中の攻撃の合間に生じる少ない機を見つけて攻撃を試みてはいる。とっさに具現化するチャクラムの数を八枚に増やし、
「おおおおおっ！」
　両りよ腕ううでを交差する動きで一いつ斉せいに放つのだが、
「──無む駄だだ」
　四方八方から飛来するチャクラムを、田中は風の衝撃波でいともたやすく吹き飛ばす。
「諦めろ……俺の風の魔法に死角はない」
　そして一瞬で攻守が逆転してしまう。
「くっ……」
　連続の衝撃波に対し、鬼塚は再び回避と防御を強いられる。
　……クソっ！
　これでは蜃しん気き楼ろうを利用した分身を使っても、一気に消しよ滅うめつさせられてしまう。
　田中の攻撃は同時に何発も行なえる。対する鬼塚が操あやつる蜃気楼は、本体の動きを模も倣ほうする分身だ。よって、一体一体がそれぞれの攻撃に対処する事はできない。
　攻撃をそのまま受け、すぐに掻かき消けされてしまうのである。
　──相あい性しようが悪すぎる。鬼塚は内心、臍ほぞを噛んだ。
　戦闘が始まってからこれまで、ほとんど防戦一方だ。
　互いが使用する魔法や攻撃の相性も悪いのだが、それ以上に問題なのは、
　……しっかりしやがれ！
　鬼塚は心の中で、己を激しく叱しつ咤たした。
　眼めの前の相手は、かつてのクラスメイトではない。自分を殺そうとしている敵なのだ。
　そして実力は鬼塚よりも上。全力で戦っても、勝利を掴つかめるか解らないというのに。
　だが──それでも鬼塚の心の中には決して消えない迷いがあった。
　それは躊ちゆ躇うちよだ。己が過去にした行動に対する、決して消える事のない悔かい恨こん。
　過去の過あやまちを悔くやむ。確かにそれは尊い精神なのかもしれない。
　しかし──戦闘の最中に要いらぬ迷いを持てば、それは死へと繋つながる。
　……忘れろ、今だけは！
　迷いを振ふり払はらうように、鬼塚は歯を食くい縛った。
　そして、
「うおおおおおぉぉぉっ！」
　一気に田中へと向かって駆かけ出した。それは半ば、破れかぶれの特とつ攻こうだ。
「愚おろかだな……」
　すると田中は、こちらに対してスッと手の平をかざして──しかし次の瞬間、
「──何!?」
　それまで無機質だった表情に、初めて驚おどろきの色を浮かべた。
　……掛かった！
　鬼塚は、自分の作戦が嵌はまった事を確信する。
　使用したのは魔法による蜃気楼。だが鬼塚は、己の分身を生み出した訳ではなかった。
　蜃気楼を利用して、自分の姿を周囲の風景に溶け込ませたのだ。田中の眼には、鬼塚が消えたように見えただろう。その隙に──鬼塚は一気に田中との距きよ離りを詰める。
　だが、
「それならば──」
　田中が自身を中心に、全方位へと衝撃波を放とうとする。
　このままではあと数歩届かない──だから。
　……今だっ！
　鬼塚は本体の姿を消したまま、蜃気楼の分身だけを出現させた。
「っ──？」
　突然現れた鬼塚の姿に、田中の意識は反射的にそちらを向く。
　だが、それは幻まぼろしだ。本体の消去と、分身の作成──二段構えの蜃気楼を利用して。
　鬼塚剣けん哉やは、そのままでは届く事のなかった数歩を埋うめる。
　地を這はうような全力疾しつ走そうをしながら、鬼塚は右の手のチャクラムを握り締めた。
　相手は不死身だ。狙うは首元。
　一撃で決める。
　そして鬼塚と田中との距離がゼロになり、


「──────っ！」


　しかし。
　鬼塚のチャクラムが、田中の首を切り裂く事はなかった。
　あともう少しという所で、止められていたからだ。
　だがそれは田中の仕し業わざではなかった。鬼塚自身が止めたのだ。
「……クソ……やっぱりできねえ……」
　呻うめくような声で鬼塚は呟いた。
　田中が敵だという事は解っている。それでも鬼塚には、田中を殺す事はできなかった。
「……何の真ま似ねだ？」
「……………………」
　正面から来た田中の問とい掛けに、鬼塚は無言を返した。
　何の真似か。そんなものは決まっている。
　過去の清算が、まだできていないからだ。
　鬼塚は思う。それをせずに田中を倒たおしたら、自分は一生前には進めないと。
　たとえそれが、自己満足でしかなかったとしてもだ。
　だから、
「…………済まなかった」
　鬼塚剣哉は、謝罪の言葉を口にする。
　心から、
「たとえお前がテロリストだったとしても、俺おれを隠かくれ蓑みのに利用していたとしても、俺がお前にした事は許されるものじゃねえ。それを謝あやまりたかった……」
「……………………」
　鬼塚の言葉に田中は無言だった。
　そして、
「言った筈だ……何かを悔やむ必要はないと」
　静かな声が来た。だが、それは許しの言葉ではなかった。
　田中は魔ま法ほう陣じんを展開した右の手を、鬼塚の顔へとかざして、
「お前のした事は無意味だ。たとえ何を思ったところで──どうせお前はここで死ぬ」
　そして衝撃波が鬼塚の顔面を吹き飛ばそうとした瞬間、


「ええ──確かにどうせ死にますよ、貴方あなたがね」


　突とつ如じよ、横から飛び込んできたティアナが、田中の顔面へ飛び蹴げりをぶち込んだ。
　激音が響き渡わたる。それは肉と骨を殴おう打だした激しい衝しよ撃うげ音きおん。
　ティアナの蹴りをモロに喰らった田中は、そのまま一気に十ｍ以上吹っ飛んだ。
「………………」
　思わず呆然となる鬼塚に、
「あのですねえ、ケンちゃん……敵の眼の前で棒立ちとか、何を考えてるんすか」
　ティアナは呆あきれたとばかりに、
「今の話だとあの人、どうやら前にファミレスで言っていた、ケンちゃんがいたぶってた相手みたいですけど……同情や後こう悔かいで敵に情けをかけてどうするんです？　あんまり良い人すぎると、長生きできませんよ？」
「…………うるせえ。俺の勝手だ。大体、良い人ぶったつもりなんざねえよ」
　フンと視線を逸そらす鬼塚に、
「ですね。ケンちゃんは、そうやってすぐ悪ぶるんすよ。面めん倒どう臭くさいキャラですよねー」
「やかましい。──それより、そっちは片付いたのか？」
　軽口を叩くティアナに対し、彼かの女じよの勝利を確かく認にんする。
　すると、
「いいえ、まだです」
　あっさりとした答えが返って来た。
「もう少しだったんすけど、ケンちゃんが死に掛けてたのでこっちに来ちゃいました」
「……何だと？　それじゃあ──」
　と鬼塚が言い掛けたところで、
「──おっと」
　ティアナが強ごう引いんに鬼塚を突き飛ばした。と同時、鬼塚とティアナの間の地面に赤い光球が着ちや弾くだんする。激しい爆ばく発はつが生じ、その衝しよ撃うげきで砂すな煙けむりが舞い上あがった。
　そして、
「……困りますね、浮うわ気きなどされては。貴女あなたの相手は、この僕だというのに……」
　砂煙の向こうから響いてきたのはフィルの声だ。ティアナの話では、あと少しという所まで追おい詰めていたらしいが、既に《フェニックス細さい胞ぼう》で回復しているのだろう。
　その声は、まるでダメージを感じさせない平然としたものだった。
　だから、
「……仕方ないっすね」
　ティアナが嘆息を一つして、
「それじゃあ──ちょっと作戦を変えるとしましょうか」
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　自分とした事が不覚を取った。
　あと一歩の所で鬼塚を仕留め損そこなった田中は、ゆっくりと立ち上がる。
　……とはいえ。
　田中は見る。こちらの不意を突いた少女の相手をしていたフィルは、当然ながら健在で。
　薄うすい笑みを浮かべながら、視線の先の砂煙を見つめている。
　あそこに、鬼塚とあの少女が居るのだろう。
「──ならば」
　自分ももう、《フェニックス細胞》のお陰でダメージはない。
　だから田中もまた魔法陣を展開し、一気にそちらへ衝撃波を叩き込もうとした。
　その時だった。砂煙を突き破やぶり、例の少女がこちらへ向かって突っ込んできたのは。
「何っ……？」
　思わず驚きを声にしたのは、想像以上に少女の動きが速かったからだ。
　こちらが魔法の詠えい唱しようを終わるよりも先に、
「──ちょっと場所を変えさせて貰もらいます」
　田中の眼前で、少女は地面へ向かって拳を振り下おろした。
　その瞬間──轟音と共に、田中の周囲の地面が崩ほう落らくした。
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「おや──これは本格的に振られてしまいましたかね」
　自分が相手をしていた少女が、田中と共に落下していったのを見て。
　フィル・バーネットはやれやれと嘆たん息そくした。
「さて、困りましたね……」
　そう言って──次の瞬間、右の手を無造作にブンと振った。
　と同時。フィルへと迫せまっていた炎塊が吹き飛ばされる。
　フィルは無言で、攻撃が来た方向──己の左の方へと視線を向けた。
　それは先さき程ほど、フィルが魔法の光球をブチ込んだ場所。
　爆発の衝撃で舞い上がっていた砂煙は、いつの間にか晴れていて。
　そして、そこに一人の青年が立っている。野の良ら犬いぬのような眼をした青年が。
　ランキング戦の時にこちらの前へと立ちはだかった時と同じく、敵意を込めた眼まな差ざしで。
「本当に困りますね……」
　だからフィルは、同じ言葉を口にして笑った。
　青年へと向かって歩き始めながら、残ざん忍にんな笑みを浮うかべて、
「弱い者いじめは──余り僕ぼくの趣しゆ味みじゃないんですけどね」
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　瓦が礫れきと共に下へ落ちた田中は、深い闇やみの中にいた。
　まだ手付かずだった場所だからだろうか。恐らく、一気に二階層は落下した筈だ。
　だが、風系統の魔法を操れる田中は、柔やわらかな風を生み出し着地に成功していた。
「………………」
　まだ完全に暗くら闇やみに眼が慣れておらず、周囲がどうなっているかを視し認にんする事はできない。
　当然、一いつ緒しよに落ちた少女の姿を確認する事も不可能だ。だが、僅わずかにある大気の流れによって、田中は自分が今どんな空間に居るのかを理解していた。
　一定の広さを持っている、岩がん壁ぺきに囲まれた空くう洞どうだ。
　そして──田中は、敵の少女が今どこに居るのかも把は握あくしている。
　だから、
「……判断を間ま違ちがえたな」
　田中は、正面の闇へと向かって語り掛けた。
「鬼塚と自分を分断したかったのだろうが、向こうに残っているフィル・バーネットの力は自分よりも上だ──殺されるぞ」
　すると、
「…………心配はいらないっすよ。ケンちゃんは、貴方やケンちゃん自身が思っているよりも強いですから」
　闇の向こうから、笑えみを含ふくんだ声が来る。
「それより貴方を攻撃しているところを見られて、ケンちゃんの気が散ってしまう方がマズイので。だからわざわざ、こんな回りくどい真似をさせて貰ったんですよ。これで、何の躊躇ためらいもなく貴方を倒せますからね」
「大層な自信だな……」
　田中は無機質な声で、
「フィルとの戦いは見させて貰っていた。貴様の攻撃は、いずれも手足を使った直接攻撃ばかり。だが素す手での攻撃では、フェニックス細胞を移植された俺を倒す事はできない。しかも、この暗闇に眼がなれるまでにはしばらく掛かる筈だ」
　しかし、
「対するこちらは、大気の流れから貴様がどこにいるか完全に解わかっている。俺の風系魔法に死角はない。お前がどれだけ気配を消そうと、そこに攻撃を叩き込める」
　冷静に事実だけを口にする田中に対し、しかし闇は笑った。
「心配はいらないと言ったでしょう。自分が先刻まで、あの場所であんな戦い方をしていたのは、あそこじゃ見られてしまう心配があったからですよ──自分の本当の能力をね」
「何……？」
　眉まゆを顰しかめる田中に、少女は笑う。楽しそうに、
「あそこは既に人の手が入っていた場所っすからね。どこかに監かん視しカメラがあってもおかしくはありません。システムの一いつ斉せい更こう新しんが行なわれているとはいえ、貴方あなた達たちが派手に攻撃をしてくれたお陰で、非常回線が生き返った可能性もありますしね。念には念を入れさせて貰いました。でも、もっちゃんの送ってくれた資料じゃ、ここはまだ手付かずです。カメラは絶対に存在しない。それに加えてこの暗闇。もし万一、ケンちゃん達が後を追ってきたとしても、見られる心配はありません」
　一息。
「たとえ──貴方がどんな姿になろうとも」
「────っ！」
　田中は一気に風の魔法を解き放った。
　眼の前の闇の向こうで、不気味な気配が一気に膨ふくれ上がったからだ。
　豪ごう風ふうを吹かせる。そして風が目標に触ふれたのを感じ取り、そこへ一斉に不可視の衝撃波を叩き込んだ。これなら、大気の揺らぎでこちらの攻撃を読む事は不可能な筈。
　だが、
「何、だと……？」
　田中は驚愕を露あらわにした。深い暗闇のため、少女がどうなったかを見る事はできない。
　だが一つの確信があった。自分が放った攻撃が、全て避けられたのだ。
　そして、


「それじゃあ──今度はこっちの番っすね」


　その声は、田中のすぐ耳元でした。
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　暁月と海かい堂どうを呑のみこんだ光は、その圧倒的な威力を衝撃によって証明した。
　大気を震ふるわせる轟音と、大地を揺らす震しん動どうだ。
　光の塊はあらゆるものを薙なぎ払う。ＪＰＮバベルの森の木々を吹き飛ばし、山さん岳がく地帯の地面を深く抉えぐって。その衝撃が駆け抜ぬけた後には、最も早はや何も残らない。
　だが、
「…………く、……っ」
　破壊の爪つめ痕あとが刻まれた地面に、ゆっくりと動く存在があった。
　異世界の魔ま王おうの戦闘衣服を身に纏った青年──暁月だ。
　それまで戦っていた場所から一気に離れた所まで吹っ飛ばされたものの、どうにか無事を拾った暁月は、
「何だ、今のは一体……」
　そう言いながら、光が来た方角を振り返かえって──そして見た。
　そこにあった筈の森と山が吹き飛び、地面を半円状に抉った巨大な道が生まれていた。
　暁月は理解する。自分達を呑みこんだあの光が、何もかもを吹き飛ばしたのだと。
　……そうだ。
　ふと思い出す。自分と戦っていた青年の存在を。
「──海堂！」
　急ぎ周囲を見回すように呼よび掛かけると、
「…………こっちだ、アッキー」
　こちらに応こたえる声が来た。見れば少し離れた場所で、衝撃で薙ぎ倒された木に凭もたれ掛かるようにしている海堂が居る。
「無事か……」
「ああ……どうにかな」
　歩み寄りながら訊たずねる暁月に、海堂は頷うなずきを返してくる。
「しかし何なんだ、今の光は……俺の結界をブチ抜いて来るなんてよ」
「確かお前の鎖くさりと同じで、概念結界だって話だったよな？」
「ああ。しかもあれは、通常の元素系魔法や物理系魔法なんかよりもかなり高位でよ。現に、絶対障壁を発動させたアッキーが触れても壊こわれなかっただろ？」
　暁月の絶対障壁は、フィル＝ザッハークを倒した時に手に入れたものだ。という事は、
「あの光は、それよりも高次の攻撃だったって事か……」
　ザッハークよりも高位の攻撃が可能で、朱あけの黄たそ昏がれの海堂が張った結界をも破れる者。
　……まさか。
　暁月の脳のう裏りに真っ先に思おもい浮かんだのは、己が倒すと決めた存在。
　コクーンである氷神京也だ。
　だが、その直後──凰沢暁月は己の予想とは異なる現実を目まの当あたりにする。
　暁月と海堂から少し離れた先に、ふわりと舞まい降おりた存在があった。
「………………」
　一人の少女だった。暁月の良く知る少女だ。
　ランキング戦の時に、一度だけ見た事がある戦闘衣服を身に纏い。
　手にはＡＤによって具現化された、赤の宝玉を金の装そう飾しよくで包つつんだ聖錫。
　しかし、少女の表情は見えなかった。俯うつむいていたからだ。
　まるでこちらと視線を合わせる事を、避けるようにして。
「お前……」
　だから、暁月は思わず呟いていた。
　視線の先──そこに。
　膝ひざまである長いツインテールを、緩ゆるやかに流れる風に靡なびかせて。
　──静かに、凰沢美兎が佇たたずんでいた。
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　……そういう事か。
　凰沢暁月は今こそ、氷神京也の狙ねらいを理解した。
　先程の光が美兎の仕業だとしたら、全すべての説明がつくからだ。
　京也が美兎を拉ら致ちした理由も。美兎を使って理想郷を作ると言っていた理由も。
　その全ての答えが眼の前にあった。
　……ザッハークよりも、上位の高次生命体だったって訳だ。
　この世界より上位次元にある異世界アレイザードの住人だから、などという単純な理由ではないだろう。
　もしそうだとしたら、リスティも条件は同じ筈で。しかしリスティは、海堂の作った結界はおろか、暁月が展開したザッハークの絶対障壁を破る事もできなかった。
　だがそれは不思議な事ではない。ザッハークは、アレイザードの高次生命体なのだから。
　──しかし美兎は、あっさりと海堂の結界を破ってみせた。
　ならば考えられる可能性は一つしかない。美兎が、特別な存在なのだ。
　恐おそらく京也は、どこかでその事実に気が付いたのだろう。
　それはきっと、あの京也にここまで強引な手段を取らせる程ほどの価値があって。
　そして今──この状況があるという訳だ。
「………………」
　暁月は、視線の先に立つ美兎を見た。
　俯いているため前まえ髪がみで目元が隠れており、その表情を窺うかがう事はできない。
　……さて、どうしたもんかな。
　思考を巡めぐらせる。本来ならば、自分が何をすべきか考えるまでもない。
　暁月がここに居るのは、美兎を助け出すためだ。氷神京也を倒すのは、あくまでそのついで。絶対に見み逃のがしはしないが、それでも優先順位は二番目で。
　一番は美兎だ。それだけは、決して揺らぐ事はない──だから。
　このまま駆け寄よって、抱き締めて。そして無事を喜べば、後は京也を倒すだけなのだが、
「……アッキー」
「ああ、解ってる」
　海堂の呼び掛けに、暁月は背中ごしに頷いた。
「そんな単純な話じゃねえよな、やっぱ……」
　自分と海堂の戦いを止めるために、森と山を吹っ飛ばしたとは考えられない。
　暁月はやれやれと苦くし笑ようして、しかし美兎へ向かって歩を進めた。
　これ以上、海堂を巻き込まないためだ。
「幾いくら感動の再会にしたって、ちと派手すぎるぜ……どういうつもりだ？」
「……………………」
　暁月の問いに対し、しかし美兎は無言だった。その反応に、暁月は己の中で推測を深いものにする──やはり操られているようだ、と。
　しかし、あと十数歩という距離まで来た時だった。ふと美兎の口が小さく動いた。
「…………どういうつもり、って？」
　紡つむがれたのは、こちらへ返す問い掛けだ。反応があった事に足を止めた暁月に、
「それはこっちの台詞せりふだよ……どういうつもりなのさ？」
　そこまでを言った美兎は、キッと顔を上げた。そして、しっかりとした瞳でこちらを睨にらみ──暁月の時を止める言葉を口にした。


「お父さんとお兄さんを倒したら……死ぬつもりってどういう事？」


　不意に投げかけられた美兎の問い掛けに、
「…………！」
　凰沢暁月は、とっさに判断を迷わせた。
　京也に何かを吹き込まれた可能性はある。それを嘘うそだと言う事もできる。
　だが今の美兎は、言わば超ちよう高こう次じ生命体ともいうべき状態でもあるのだ。
　ならば可能かもしれない……こちらの深層意識を読むなどという真似が。
　だとしたら、もしそれを嘘だと否定すれば。
　その瞬間に美兎の信しん頼らいを失ってしまう──それこそ決定的なまでに。
　……どうする……っ。
　その逡しゆん巡じゆんが、暁月に沈ちん黙もくを生んだ。


　──だが、それで充分だった。
　美兎にとっても──そして、氷神京也にとっても。


８


　暁月と美兎のやり取りを、離れた場所で視みていた京也は、
「──駄だ目めだよ凰沢君、そこで黙だまってしまっては」
　そう言って、冷れい笑しようを深いものにした。
　暁月が異世界アレイザードで何を成し遂とげたかを、京也は知っている。
　暁月がこの世界へ戻ってきたのは、父と兄を止めるためだ。
　だがその一方で、魔王ガリウスを倒した事で、己が新たな争いの火種とならぬよう、世界を救った英えい雄ゆうとしての立場を捨てて姿を消したという面もある。
[image: 画像]
　ならば同じ事をこの世界で成し遂げたら──その後、暁月はどうするつもりだったのか。
　もし暁月がこの先、本当に世界のトップに立つ父と兄を倒したら。
　──その瞬間、暁月はこの世界の頂点に君臨する事になる。
　しかし誰だれよりも支配を嫌きらい、自由を望む暁月はそんな己自身を許しはしないだろう。
「だから君は、死にゆく魔王から彼女を託たくされた時に思いついた筈だよ。アレイザードでの居場所を失くし、この世界でも異世界人として好こう奇きと忌き避ひの目で見られるであろう彼女に、唯ゆい一いつの居場所を作る方法をね」
　京也は笑いながら、自分の推論を口にした。
「父親と兄を倒し、新たな世界の脅きよ威ういとなった自分を殺させる──そのために君は彼女を傍そばに置いているんじゃないのかい？　そして君を殺した彼女は、英雄としてこの世界に居場所を得る。親友を作らせたのは、彼女だけにその功績が集中するのを防ぐためと、自分が居なくなった後に、支え合えるようにするため……といったところかな？」
　だが、と京也は笑いながら、離れた場所にいる暁月へと告げる。
「知らないままなのは可か哀わい想そうだからね……伝えさせて貰ったよ。大事にしている彼女に対する、君の優やさしくも残ざん酷こくな心ここ遣ろづかいをね」
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「……どうして答えてくれないの？」
　沈黙する暁月に、美兎が問い掛けを重ねてくる。
「やっぱり……ボクが言った事が本当だから……？」
「……………………」
　対する暁月は無言を返した。
　暁月は思う。恐らく美兎は、こちらの心理を読んでいる訳ではないだろうと。
　もし美兎が本当にこちらの心理を読んでいたら。
　未来の選せん択たく肢しの一つより、美兎を想おもう暁月の気持ちの方がずっと強く伝わっている筈だ。
　……恐らく、何かを吹ふき込まれたな。
　そして、意識を都合の良いように操られてしまった。
　──だが、暁月がそれを指し摘てきしたところで美兎は聞き入れはしないだろう。
　そんな簡単に説得できる位なら、始めからあんな攻撃を放ってきたりはしない。
　よって今は何も言えなかった。
　たとえ何を口にしても、美兎の耳には言い訳に聞こえてしまうからだ──だから。
　凰沢暁月は、美兎を大事に想っているからこそ、敢あえて言葉を封ふう印いんする。
　しかしそんな暁月の想いを、今の美兎に理解しろというのは残酷で、
「どうして……」
　絶望を思わせる口調で、美兎が呟いた。
「『お前の居場所は俺だ』って、そう言ってくれたのに……」
　それは震える声で、
「……全部嘘だったの？」
「────」
　その言葉を否定する事は簡単だった。
　だが──暁月はそれをしなかった。今の美兎に伝えるべきなのは、言葉ではない。
　求めに応じて何か言葉を返しても、こちらを信じようとはしないだろう。
　疑ぎ心しん暗あん鬼きに拍はく車しやを掛けるだけだ。
　しかし沈黙は、時として相手の眼に雄ゆう弁べんな肯こう定ていとして映る。
　だから美兎は、
「…………そう」
　それだけを短く言うと、俯き肩を震わせ始める。
　対する暁月が、そんな美兎へと歩み寄ろうとした時だった。


「嘘つき……っ、嘘つきぃぃぃぃぃっ！」


　美兎が感情を爆発させた。
　と同時、美兎のＡＤが反応する。聖錫が、一ひと振ふりの剣けんへと姿を変えたのだ。
「────っ！」
　そして美兎が、こちらへと駆け出だした。剣の切っ先を、暁月へ向けながら。
　しかし、対する暁月は、
「………………」
　その場で動く事を止めた。棒立ちになったのだ。
　そしてゆっくりと眼を瞑つぶる。美兎の剣を受け入れるかのように──まるで贖しよ罪くざいのように。
　しかし美兎は止まらなかった。激情によって具現化された剣が、暁月へと吸い込まれ、


「──させないわ」


　強い想いを含んだ声がした直後、ギィィィンという金属音と共に弾はじかれた。
　それが誰の仕業か、暁月は眼を開けるまでもなく理解していた。
　自分の良く知る氣の反応が三つ、手を伸のばせば届く距離にあったからだ。
「──────」
　だから──ゆっくりと瞳を開け、そして見る。
　リスティ・シェルフィード。五い泉ずみ千影。桐どう元もと葛葉。
　彼かの女じよ達たち三人の背中が、自分を守るようにして眼の前に立つその光景を。
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　凰沢美兎は、とっさに背後へと飛とび退のいていた。
　距離を取って着地をし、正面に見み据すえるのは自分が良く知る少女達たちだ。
　こちらに対し、暁月を庇かばうようにして立っている。
　だから、
「……退いてよ、みんな」
　美兎は冷たい口調で告げる。すると──リスティ・千影・葛葉の三人が動きを見せた。
　スッと眼を瞑ったのだ。そして、
『──────』
　彼女達の周囲に光の粒りゆ子うしが生まれた。
　それは、新しい制服に新型のＡＤが反応した輝かがやきで。
　三人の衣服が切きり替かわる。
　バベルの制服から、戦うための衣装へ──戦闘衣服へと。
「お前ら……」
　何かを言おうとした暁月に対し、
「……しかし、参ったね」
　まず口を開いたのは千影だ。どこか笑みを含んだ声で、
「海堂の結界が破られたんで、急いで後を追って来たんだけど……まさかこんな事になっていたとはね」
「どうせまた凰沢君がスケベな事でもしたんでしょ」
「おいおい……信用ねえな」
　苦笑する暁月に、葛葉は「冗じよ談うだんよ」と言うと、静かな瞳で美兎を見据えながら、
「結界を破ったのも凰沢君達を攻撃したのも美兎だというなら、それだけでおおよその事態は推測できるもの」
　そして、
「美兎ちゃん……」
　こちらの剣を受け止めた魔法杖を下ろして、リスティが呼び掛けて来る。
　美兎を見つめるリスティの瞳は切なげで。
　……何でそんな眼で見るの？
　それはこちらを咎とがめつつも、寂さびしさを含んだ眼差しだった。
　凰沢美兎は思う。自分は今、リスティに同情されているのだろうかと。
　心の底から信じていた暁月に裏切られていた自分を──哀あわれだと。
「退いてよ……」
　だから美兎は再び告げる。
「その人はボクを騙だましてたの……ううん、もしかしたらみんなの事も騙していたのかもしれない。だからお願い、そこを退いて」
　しかし、
「……違ちがうよ、美兎ちゃん」
　ゆっくりとリスティが、首を横に振った。
「アカツキは誰も騙してなんかいないわ。美兎ちゃんの事も、それに私達の事も……」
「嘘だよ。ボクもリスティさんも知らなかっただけ。その人が、本当は何を考えていたのかを」
　だから、と美兎。
「そこを通してくれないなら──たとえみんなでも許さないよ」
　すると、告げるこちらに千影が肩かたを竦すくめて苦笑した。やれやれと、
「駄目だね……やっぱり聞く耳持たないよ。美兎みたいな真ま面じ目めなタイプって、こうと決めたら思い込みが激しいから。多分そこを利用されたんだろうね」
「まあ、私達で説得できる位なら、とっくに凰沢君が何とかしていたでしょうし……仕方ないわよ」
「…………そうね」
　そう言うなり、リスティ達の表情が真剣なものへと変わった。
「──どうするつもりだ？」
　向こうで三人に問い掛ける暁月に、
「言葉で言っても駄目なら、他の方法しかないでしょ。凰沢君は手を出さないで。あの分からず屋は、私達が何とかするから」
「まあ……あたし達の友情をもっと確かなものにするためにも、一度ぐらいは派手にケンカしておくのも悪くないしね。これも良い機会だよ」
　こちらをしっかりと見据えながら、葛葉と千影が告げる。
　そして、
「もしも忘れてしまったのなら、思い出させてあげるね……美兎ちゃん」
　リスティが語り掛けてくる。真しん摯しな眼差しで、
「貴女が──どれだけアカツキを信じていたのかを」
　そして。リスティ達三人が、美兎へと向かって歩き始めた。
　だから、
「………………そう」
　美兎はポツリと呟つぶやいた。既に忠告はした。
　だが、ここまで言っても平行線ならば仕方がないだろう。
　向こうがその気なら、こちらも遠えん慮りよはしない。
「──────」
　凰沢美兎は手の剣を一振りし、再び聖錫へと戻すと、
「──行くよ」
　呟きを虚こ空くうへ捨て──自分も一気に前へ出た。
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　フィルとの戦闘に突とつ入にゆうした鬼塚は、距離を取って戦う事を選せん択たくしていた。
　先日のランキング戦での対決で、既に相手の実力は解っている。
　それにこちらの武器がチャクラムなのに対し、向こうは長ちよ剣うけんだ。
　おまけにフェニックス細胞による不死身化まで果たしている以上、近接戦闘でやり合うには余りにも分が悪すぎる。よって、それは最も可能性のある戦い方の筈だった。
　だが、
「ハァ……、ハァ……っ」
　戦闘が始まって十数分。鬼塚は、傷だらけになっていた。
　その原因は、圧倒的なフィルとの実力差だ。痛みに霞かすむ視界の中、
「どうしました？　もうお終しまいですか？」
　鬼塚の正面、数ｍ先に悠ゆう然ぜんと佇むフィルから、嘲ちよう笑しようとも取れる問い掛けが来た。
　……クソっ！
　全身を襲おそう激痛に耐たえながら、鬼塚は湧き上がる悔くやしさに歯は噛がみする。
　──ランキング戦があったのはつい先日。あの時にあった絶望的な差が、そんなに都合良く埋まるとは鬼塚も思ってはいなかった。とはいえ、ここまで相手にならないとは。鬼塚は思う。やはり今の自分では、どう足あ掻がいてもフィルに勝つ事はできないと。
　しかし、この戦闘での鬼塚の目的は勝利ではない。
　時間稼かせぎだ。だから、
　……やってやる……。
　鬼塚剣哉は、微み塵じんも戦意を失わない。フィルの実力は、恐らく田中よりも上だろう。
　だが、田中を相手にした時にあった迷いは、今の鬼塚にはなかった。フィル・バーネットは、間違いなく敵と認にん識しきして良い相手で。そこに負い目は存在しない。だから何の気き兼がねもなく、思う存分戦える。
　──確かに、先日のランキング戦ではまるで歯が立たなかった。
　あそこで鬼塚が目指したのは、暁月が到とう着ちやくするまでフィルを押おし止とどめる事だ。
　しかしそれは成なし遂げられず、自分を倒したフィルは再び美兎の後を追っていった。
　それでも暁月が美兎の下へ間に合う、小さな助けになる事はできたと聞いている。
　……だが。
　鬼塚は思う。敗北は敗北だ。その事実が覆くつがえる事はないと。よって、今回はもう負ける訳にはいかない。今度こそ、ティアナが田中を倒すまで保たせてみせる。
　それが自分の──鬼塚剣哉の戦いなのだから。
　──それに。あの時の惨ざん敗ぱいが、鬼塚へ僅かな勝機を与あたえてくれていた。
　何な故ぜなら田中と違い、フィルは戦闘が始まってからずっと遊んでいたからだ。
　そして鬼塚に一定以上のダメージを与えると、途と端たんに鬼塚の攻撃をのらりくらりと避け続けるようになった。たまにこちらとの距離を詰つめて攻撃を繰くり出してくるものの、鬼塚が回かい避ひして再び距離を取ると、積極的に追ってくる事はしない。
　……完全に舐なめていやがる。
　フィルからしてみれば、きっと鬼塚は取るに足らない存在なのだろう。
　だが仕方がない、と鬼塚は思う。己の弱さから眼を逸らしても、何の意味もないからだ。
　……ああそうだ。
　自分の弱さを見つめ、思い知り、それでも鬼塚は前を向く。
　逃げない。フィルからも──そして自分の弱さからも。
「行くぜ……！」
　だから鬼塚は精神を集中して魔法陣を展開し、同時に無数の炎ほのおの槍やりを生み出した。
　それらを一斉に、フィルへと向かって解き放つ。
　しかし、
「またそれですか……芸がないですね」
　フィルは鬼塚の攻撃を一いつ笑しように付した。
　軽いステップで回避を行いつつ、手に持った剣で次々に炎の槍を斬きり落としてゆく。
　だが鬼塚は構わない。この程度の魔ま法ほうが通じる相手ではない事は解っている。
「おおおおおおっ！」
　鬼塚は意識の集中を高めた。フィルは芸がないと笑ったが、この炎の槍はランキング戦の時に見せたものと同じではない。その証しよ拠うこに──迫っていた炎の槍を斬り落とそうとしたフィルの剣が空を薙いだ。炎の槍が、フィルの剣を避けて背後へと回り込んだのだ。
「これは──」
　フィルはとっさに大きく背後へと飛び退すさった。しかし、
「──逃がすか！」
　鬼塚の叫さけびに応えるかのように、炎の槍は避けたフィルを追つい尾びしてゆく。
　残った炎の槍は八本。それは、鬼塚が同時に放てるチャクラムと同じ数だ。精神を集中する事で、鬼塚は炎の槍を完全に制せい御ぎよ。軌き道どう変へん更こうによる追尾と、相手が繰り出す迎げい撃げきを回避する炎の槍が、一斉にフィルを襲う。八本同時だ。全ての回避と迎撃は不可能。
「喰くらいやがれっ！」
　不規則な軌き道どうで迫る複数の炎の槍に対し、
「こんな小手先の魔法で──」
　余よ裕ゆうの笑みと共にフィルが取った行動を鬼塚は見た。手に持っていた剣を、足あし下もとの地面へと突つき立たてたのだ。轟ごう音おんと共に、巻き上げられた土ど砂しやがフィルの周囲を覆おおう防ぼう壁へきとなり、衝しよ突うとつした鬼塚の炎の槍が全て爆発、霧む散さんする。
　そして、
「──お返しです」
　舞い上がった砂煙を突き破り、赤い光球が次々に鬼塚を襲った。
「ちっ──！」
　鬼塚が横へ駆けて回避を図はかるも、光球は軌道を曲げて鬼塚を追ってくる。
　向こうも魔法に追尾効果を付加してきたのだ。だから鬼塚は、自身も両の手の平に炎の塊かたまりを生み出した。それを後ろ手に解き放ち、
「弾はじけろ！」
　グッと拳こぶしを握にぎり締しめると、炎の塊が弾け飛んだ。生じた無数の炎はチャフとなり、ぶつかったフィルの光球が次々に誘ゆう爆ばくする。
　だが、
「後ろに気を取られすぎですよ」
　いつの間にか、鬼塚の前にフィルが立ちはだかっていた。
「こちらは遊んでいたというのに──それで調子に乗られては目め障ざわりです」
　手の剣は、既に右薙ぎの状態に入っていて。
　薄うす闇やみの中に煌く白はく刃じんが、まるで吸い込まれるように鬼塚の胴どうへと迫ってくる。
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　その瞬しゆ間んかん──フィルは己の勝利を確信した。
　完全に相手の不意を突いた斬撃だ。今からでは避けられない。
　このまま振ふりぬけば、間違いなく鬼塚の上半身と下半身を切断できるだろう。
　だからそうした。
　フィルが繰り出した右薙ぎの剣撃が、鬼塚の脇わき腹ばらを右から左へ一いつ瞬しゆんで抜けてゆく。
　しかし、
「これは──」
　フィルは俄にわかに表情を驚きへと変えた。相手を斬った手て応ごたえがまるでなかったからだ。
　……蜃しん気き楼ろうによる分身ですか。
　この一瞬で生み出し、こちらの不意打ちに対処してくるとは悪くない反応だ。
　とはいえ鬼塚にできるのは、離れた距離からの牽けん制せいにしかならない攻撃だけ。
　こちらがその気になれば、いつでも止めを刺さす事ができる。そう思った瞬間、
「──がっ？」
　フィルは突如、呼吸困難に陥おちいった。背後から首を絞しめられたのだ。
　……まさか!?

　フィルは思わず驚きよ愕うがくした。具現化した武器を振るい、魔法を駆く使しして行なう異能者同士の戦闘において、こんな原始的な攻撃を仕し掛かけてくるとは思ってもいなかったからだ。
　だが、背後の鬼塚が告げてくる。こちらにバックチョークを決めた状態で、
「確かに今のお前は不死身かもしれねえ……どんな傷でもすぐに治るんだろうよ」
　でもな、という声をフィルは聞く。
「それでもお前は人間だ──なら、人体の反射からは逃げられねえ」
　そして首を絞める力が一層強まった。
　……いけない、これは……！
　鬼塚が狙っているのは窒ちつ息そくではない。
　頚けいど動うみ脈やく洞どう反射──こちらを「落として」失神状態へと持ち込む気だ。
　フェニックス細胞は傷を癒いやす事はできるが、意識の喪そう失しつを防ぐ事はできない。
　盲もう点てんを突かれた。下手をすれば、十秒足らずで失神させられる。
　……ですが！
　フィルはとっさに剣を逆手に持もち替えると、
「ぐっ、おおおおおお──っ！」
　一気に自らの腹を貫つらぬいた。ズッ、という鈍にぶい感かん触しよくがフィルの手に返る。それは己おのれの肉と内臓を貫いた感触だ。激痛が生じ、身体から力が抜ける。だがフィルは構わない。自分にはフェニックス細胞がある。これで背後の鬼塚もろとも串くし刺ざしにできれば、勝つのは自分だ。
　そして──真後ろでこちらの首を絞めていた鬼塚に、こちらの剣を避ける術はない。
　それなのに、
「な……に……？」
　フィル・バーネットは、呆ぼう然ぜんという感覚を得た。
　自分の手に、鬼塚を貫いた感触がなかったのだ。
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「そう来ると思っていたぜ……」
　フィルを背後から絞めながら、鬼塚は確信にも似た口調で呟いた。
　相手はフェニックス細胞を移植された不死身の存在。普ふ通つうなら道連れになる攻こう撃げきも、フィルならば助かる事が可能だ。よって、バックチョークを行なうこちらに対し、己ごと剣で貫いて殺そうとしてくる事は充じゆ分うぶんに考えられた。
　だからフィルが剣を突き入れるその瞬間──鬼塚は己の体を横へ向けたのである。
　それは半身の体勢だ。フィルの剣は今、鬼塚の胸の前を抜けていた。
　しかし鬼塚は絞めを続行していた。右みぎ肘ひじの内側の関節で、フィルの喉のどを前からロックし、
「落ちろぉぉぉぉぉぉ──っ！」
　頚けい動どう脈みや洞くどうを激しく締め上げる。しかし、不死身となったフィルの抵てい抗こうは止まらない。
「ぐっ……ぬぁぁぁぁぁっ！」
　身体を強引に動かして暴れる。すると剣が左右へと振られ、鬼塚の胴を浅く薙いだ。
「……っぅ、……っ！」
　しかし鬼塚も手を緩めない。ここで手を離はなしたら終わりな事は、鬼塚が誰よりも理解していた。やっと訪おとずれた千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。自分が勝つにはここしかない。
　決める。
「こ……の……っ！」
　するとフィルは剣から手を離して具現化を止めると、空いた手で鬼塚の腕うでを掴んだ。
　その途端、鬼塚の右みぎ腕うでに激痛が走る。ミシミシと骨までもが軋きしむ、凄すさまじい握あく力りよくだった。
　……くそっ、このままじゃ……！
　別に骨折するのは構わない。右腕一本の犠ぎ牲せいで、フィルを倒せるなら安いものだ。
　だが、折れた腕で絞め技わざを続けるのは難しい。どうしても力が入らなくなり、フィルに脱だつ出しゆつを許してしまうだろう。もしそうなれば──自分は確実にまた負けてしまう。
　そう思った瞬間、


「う、お……おおおおおあああああぁぁぁぁぁっ！」


　鬼塚剣哉は叫んでいた。まるで本能が敗北を拒きよ否ひしたかのように。
　その先は形なり振ふりなど構う事のない、ただがむしゃらの行動だった。
「があぁっ！」
　鬼塚は右の頭ず突つきを、フィルの後頭部へとブチ込んだ。そして右腕を掴んでいたフィルの手の力が弱まった隙すきに、右へ巻き込むようにフィルの足を払って共に地面へと転がる。
　しかし、それでも鬼塚はフィルの首から己の右腕を離さなかった。
　フィルもまた、抵抗を止める事はなかった。己の中にある力を根こそぎ振り絞しぼる──それは、鬼塚剣哉とフィル・バーネットの、互たがいの本能のぶつかり合いだった。
　──そして。永遠とも思える十数秒が経たった後。
　二人の戦いに、静かな決着が訪れた。


　折り重なるようにして倒れていた二人の内。
　弾かれるようにして立ち上がったのは──フィル・バーネットだった。
「……………………」
　だがフィルは無言だった。それどころか意識すらなかった。
　プライドの高い彼かれの肉体は、意識を失っても己の敗北を認めなかったのだ。
　しかし、気絶した状態で立ち続ける事はできず、やがてゆっくりと前へと倒れた。
　そして。
「……っ、ハァ……、ハァ……ぐっ」
　ゆっくりと、もう一人の青年が身を起こした。それはこの壮そう絶ぜつな戦いを制した勝者だ。
　肩でする荒あらい呼吸から、激げき闘とうの興奮が未いまだ冷めやらぬ事が窺える。
「………………」
　鬼塚は、呆然と自分の両手を見下ろした。まだどこか信じられなかった。
　二本の手は、小さく震えていた。弱い者を傷付け続けてきた手。何度となく己を裏切り続けてきた力のない腕。それが今、ようやく鬼塚に応えてくれて。
「っ……」
　ふと──鬼塚の口から声が零こぼれ落おちた。
　お、で始まる長い叫びは、抑える事のできない感情の奔ほん流りゆうだ。
　両手を硬かたく握り締め、ぐぐと身体を折って縮めると、
「──────」
　天を振ふり仰あおぐように、鬼塚剣哉は咆ほう哮こうを爆ばく発はつさせた。
　叫ぶ。叫び続ける。こんな自分でも成し遂げられる事があるのだと。
　掴める勝利があるのだと。あの日なりたかった自分にようやくなれたのだと。
　自分自身に──そう強く教えるかのように。
第４章《誰よりも君を信じて》
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　美み兎うに己を取とり戻させるための戦いは、地上を舞ぶ台たいに繰り広ひろげられていた。
　三対一の格好になるが、五い泉ずみ千ち影かげは構わない。
　何せ今の美兎は、自分達では手も足も出なかった海かい堂どうの結界を破った程なのだ。
　よって一いつ斉せいにかからなければ、あっという間に押し切られてしまう。
　否──ひょっとしたら三人でも相手にするのは厳しいかもしれない。
　だが、
　……引かないよ。
　千影は思う。これは自分達の戦いでもあると。
　コクーンである京きよ也うやを倒したいというのは、暁あか月つきの目的であり目標である。
　無論、暁月に付いていくと決めた自分達は、あらゆる協力を惜おしまない。
　しかし、それはあくまで暁月個人の戦いだ。
　──でも、これは違う。
　五泉千影は前を見た。その目に映るのは、自分達が絶対に取り戻すと決めた親友だ。
　これから一緒に生きてゆくと誓ちかった仲間を取り戻す。
　それだけは譲ゆずれない。たとえ何があろうとも。
「──さあ、取り戻しにいこうか」
　こちらの言葉に、動きの中にあるリスティと葛くず葉はが頷きを返したのが見えた。
　千影は改めて自分に言い聞かせる。
　これは暁月を信じられずに苦しむ美兎と、暁月を信じる自分達との戦い。
　……いいや。
　暁月を信じられずに苦しむ美兎と、そんな美兎をそれでも信じている自分達との戦いだ。
　目的は倒す事ではなく、取り戻す事。
　自分達の親友と、そして彼女の笑え顔がおを取り戻すために。
「行くよ──美兎っ！」
　五泉千影は魔法の詠えい唱しようを行ないながら、美兎を目指して前へ出た。
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　千影が前へ出たのを見たリスティは、自分もまた走り出した。
　そして葛葉もまた動き出す。
　……行くわよ。
　リスティは、己の思考を迷わせなかった。
　千影や葛葉との付き合いは、自分が一番短い。
　彼女達が暁月や美兎と共にアレイザードへ来ていた時は、話をする機会はなかった。
　きちんと会話ができたのは、こちらの世界へ連れて来て貰ってからだ。
　無論。昨日の決起集会のような一夜を経へて、自分達の心はまとまっている。
　存在が足手まといになるかもしれない自分を、それでもみんなは受け入れてくれた。
　暁月を想う事で、自分達は確かに想いを一つにする事ができたのだ。
　だが──感情はまとまっても、まだ戦闘での連れん係けいなどは試ためした事はない。
　それこそ、ちゃんとした打ち合わせすらできていないのが現状で。
　戦闘におけるチームワークは、まだ確立できていない。
　──しかし、リスティは迷わなかった。
　未熟な連係を、それでも補う事ができるものが一つだけあったからだ。
　それは、
　……信頼だわ。
　ええ、とリスティは思う。互いに仲間を想い、信じる事で生まれる連帯感。
　それこそが、最も大切なチームワークで。
　信じているからこそ理解できる──否、信じているからこそ信じられるのだ。
　千影と葛葉がどう動き、そして自分がどう動くべきかを、リスティ・シェルフィードは確信する。
　そして、
「──まずは私からね」
　最初に仕掛けたのは葛葉だった。地面に小さな左手を付き、魔ま法ほう陣じんを展開。
　と同時、美兎の足下が沈しずみ始める。
　動きを封ふうじる土の足あし枷かせだ。安全な足場を失った美兎は、
「こんなもので……」
　呟くように言って、宙へと跳とんだ。風の飛行魔法で上空へ退たい避ひする。
　そんな美兎の全身を、突とつ如じよ巨きよ大だいな水の塊が覆った。
　千影だ。
　空中に生み出された球体状のプールが、水の牢ろう獄ごくとなり美兎を捕とらえる。
　しかし、
『────』
　水中の美兎の口が僅わずかに動いたのをリスティは見た。
　唇くちびるの動きが紡ぎ出した言葉は、
　──甘いよ。
　そして、先せん端たんに魔法陣を展開させた聖錫を水平に一いつ閃せんした。
　それだけだ。それだけで、
　ズバンッ！
　低い破は裂れつ音おんと共に、千影の水の牢獄が弾け飛んだ。
　それを見た千影が、声を上げた。しかし、それは動どう揺ようからではなく、
「リスティ！」
　こちらを呼ぶ声だ。
　だから、
「──任せて！」
　リスティは唱え終えていた魔法を解放した。
　それは閃せん光こうと共に天上から降り注ぐ雷らい撃げき。
　しかし、狙ったのは美兎ではなかった。
　美兎の周囲の空間だ。
　そこには、弾け飛んだ千影の魔法水牢ろうの残ざん滓しが舞っていて。
　電気を通す場が生み出され、その中心に美兎がいるのだ。
　自らも水に濡ぬれた状態の美兎が。
　だからリスティは、自分達の連係の結果を見る。
　落らく雷らいの炸さく裂れつ音おんと共に、宙に浮かぶ美兎の周囲一帯が電流空間と化した。
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　閃光とスパークする電流の衝しよ撃うげきが美兎の全身を襲った。
　痛みはない。
　代わりに、己の身体の感覚が失われていって、
　……成る程ね。
　これがリスティ達の狙いだったらしい。
　どうやら三人は、こちらの動きを封じようとしているようだ。
　葛葉の土の足枷に千影の魔法水牢。
　さらにリスティの雷撃と来れば、最も早はや間ま違ちがいないだろう。
　そして身動きができなくなったこちらに、説得を試みるつもりに違いない。
　暁月を信じろと、同じ言葉を繰り返して。
　だが、
　……駄目だよ。
　こちらを傷つけようとしない、足止め狙いの攻撃などで、今の美兎は止まらない。
　だから美兎は意識を集中する。しかしそれは、新たな魔法の詠唱ではなかった。
「──────」
　美兎が行なったのは、自分の身体と周囲の空間に走る電流への介かい入にゆうだ。
　無数に舞った水の飛沫しぶきは、千影の魔法が生み出したものの残滓。
　よってそこに電位差は生じず、美兎以外の空間を走る電流は並列化される。
　──ならば。己を中心に、全てをコントロールできる筈はずだと美兎は判断。
　かつてザッハークに使用した、雷かみなりを一定の形状に留とどめる技を応用して。
　凰おう沢さわ美兎は全ての電気を聖錫へと集中。さらに自分の魔法を上乗せして増ぞう幅ふくすると、
「返すよ──リスティさん」
　地上のリスティへと向かって、聖錫を振り下おろした。
　スパーク音と共に、雷撃が一気にリスティへと降り注ぎ、
「────っ！」
　それでもリスティが厳しい表情と共に、とっさの行動を起こしたのが見えた。
　僅かに帯電させた自分の魔法杖を地面に突き刺し、大きく背後へ跳んだのだ。
　それは即そく席せきの避ひ雷らい針しん。雷撃はリスティではなく、魔法杖へと落ちる。
　良い判断だ。だが、
「──まだだよ」
　美兎は、リスティに態勢を整える隙を与えない。
　そのまま風の刃やいばを解き放ち、一気に追い詰めようとして、
　……え？
　こちらを見上げるリスティの表情を見て、刹せつ那なに美兎は疑問を得た。
　追い詰められている筈の向こうの顔に、笑みがあったからだ。
　──その時だった。
　美兎は一瞬、己の背後──夜の空が僅かに暗くなったと錯さつ覚かくした。
　……月が雲に隠かくれた？
　違う。今夜の空に、月の光を遮さえぎる程の厚さの雲はない。
　ならばと美兎は振り返る。そこに──一人の少女の姿があった。
「────」
　最初に美兎へ攻撃した時と同じ体勢。左手はまだ地面に付いたままで。
　しかし──少女の周囲だけが足場となって、この上空まで隆りゆ起うきしていた。
　そして。少女は右の手に、既すでに己の武器の具現化を終えていた。
　それは巨きよ大だいな鋼鉄の塊。彼かの女じよが愛用する特大のハンマーだ。
「葛葉……」
　呆然の思いで少女の名を呼ぶ美兎に、
「──名前で呼ばないでよ、凰沢さん」
　フンと冷たい口調で少女は言った。
「生あい憎にくだけど、私を名前で呼んで良いのは、私が好きな美兎だけなの」
　でもそれは貴女じゃない。
「だから、さっさと眼めを覚ましなさい」
　葛葉はハンマーを大きく振りかぶり、
「このおっぱい女──！」
　全力の振り下ろしが、美兎へと激げき突とつした。
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「っ────!?」
　美兎は地面へと吹っ飛ばされた。
　とっさに両手を交差して防ぼう御ぎよしたが、葛葉の一いち撃げきは凄まじい重さと威いり力よくを持っていて。
　受けた腕が痺しびれ、衝撃が美兎の全身を貫いた。
「──くっ！」
　それでもどうにか風の魔法を背面に発動し、急降下を減速。
　辛かろうじて地面への激突を回避し、片かた膝ひざを着くようにして着地する。
　そして後を追うようにして葛葉が地面へと降り立つと、リスティと千影の二人もまたこちらを取り囲むようにして立った。
　美兎を中心に、等とう距きよ離りが生み出す包囲の正三角形。
　しかし、それでも凰沢美兎は怯ひるまない。むしろその顔に悲しげな表情を浮かべて、
「どうしても退いてくれないんだね……」
　そっと呟く。悲しい真実を知って苦しむのは自分だけで良いと思っていた。
　暁月が自分達を裏切っていたなど、彼を慕したう自分達にとっては余りにも残酷すぎて。
　だから──自分だけが抱かかえればそれで良いと思っていたのに。
　どうしても退いてくれないというならば仕方がない。告げるしかない。
　だから、
「どうしてボクが、あの人を許せないか教えてあげるね」
　凰沢美兎は告白する。
「あの人はね──自分の目的を達成したら、ボク達を置いて一人で死ぬつもりなんだよ」
『──────』
　美兎の言葉を聞いて、リスティ達は言葉を失くして黙り込んだ。
　──自分がこの真実を知った時は、他には誰も居なかった。
　たった一人だったのだ。だから、美兎は今のリスティ達以上の絶望に襲われて。
　そして気がついた時にはもう、暁月を許せなくなっていた。
　しかし、
「……どう、して……？」
　真実を告げた美兎の方が驚おどろきを得た。
　眼の前のリスティ達の顔に、動揺の色はなかった。
「何で──」
　呆然と問う美兎に、
「──信じているからよ」
　確かな口調でリスティが言った。
「私達は、アカツキを信じて付いて行くと決めたもの。女の涙なみだを止めるためなら、どんな事でもするアイツと一いつ緒しよにね。そんなアカツキが、美兎ちゃんの言うような真ま似ねをして、私達を泣かせるような事をする筈がない」
　そう言って、こちらを見るリスティの瞳ひとみは、揺ゆるぎなくて。
　千影と葛葉の眼にも同じ物を見た美兎は問う。
「……何で、そんなに信じられるの？」
「何があっても信じるって決めたからだよ」
「そうするって私達より先に決めたのは、美兎……貴女じゃない」
　千影と葛葉が、こちらに言い聞かせる口調で教えてきた。
　まるで──大切な何かを忘れてしまったこちらに、それを思い出させるように。
　そしてリスティが、
「──不安だった私に美兎ちゃんが言ってくれた言葉を、今度は私が言うわ」
　穏おだやかな表情で告げる。
「大だい丈じよ夫うぶだから。美兎ちゃんも、私も。千影も、葛葉も、遥はるかも──そしてアカツキも。だってアカツキが居て、私達が一緒に居るんだから」
　そうでしょう？
「──だって私達は、これからずっと一緒なんだから」
　かつて自分が告げた言葉。心の底から抱いだいていた想いを耳にした美兎は、
「────っ」
　ギリっと歯を噛かむと、弾かれたように動いていた。
　自分の言葉を口にした、リスティへと向かって。
　そして一気に距きよ離りを詰め、大上段から聖錫を振り下ろす。
「くっ……！」
　対するリスティは、とっさに魔力杖でこちらの聖錫を受け止めた。
　乾かわいた激突音が響ひびき、互いの力が拮きつ抗こうする。
「何を……っ、何を言ってるのさっ！」
　眼の前のリスティへ向かって、言葉を叩たたき付つける。
「っ…………？」
　驚いたような表情を浮うかべるリスティに、美兎の心に湧わき上あがったのは苛いら立だち。
　どうして解らないのだ。
　自分だって……自分だって暁月を信じていた。
　信じて。信じて。誰よりも信じて、信じ抜いて。
　なのに、
「それでも……っ、裏切られたんじゃないかあぁっ！」
　叫び、そのまま強ごう引いんに聖錫を振り切った。
「────っ」
　たまらずリスティが後方へと吹っ飛ぶ。
　しかし──そのまま地面に叩き付けられる事はなかった。
　その直前で、リスティの背中を受け止めた者がいたからだ。
　だからリスティが呆然と背後を見て、
「……アカツキ」
[image: 画像]
　呟くようにその名を呼んだ。
「………………」
　暁月はリスティを支えながら、美兎を見つめてくる。
　それはどこか悲しげな表情で、
「……ズルいよ、そんな顔……っ」
　表情を苦しいものにしながら、それでも美兎が聖錫を振り上げ、
「──駄目だよ、美兎！」「馬ば鹿かな真似は止めて！」
　千影と葛葉の手が、背後から美兎を掴つかんだ。
　だから、
「…………してよ……っ」
　溢あふれる想いを止められず、美兎は声を振り絞った。
　叫ぶ。
「────離してよぉっ！」
　そして次の瞬間。
　眩まばゆい閃光と共に、衝撃が美兎を中心にして駆け抜けた。
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　轟音と共に世界が真っ白に染まった後──辺りはしばし無音だった。
　完全な静せい寂じやく。しかし、世界は次し第だいに音という概がい念ねんを思い出す。
　──そして、世界が元の状態を取り戻もどした時。
　凰沢美兎は、一人でその場に立ち尽つくしていた。
「………………」
　ふと見れば、先刻まで自分を掴んでいた千影と葛葉の姿が少し離れた場所にあった。
　倒たおれてはいるが、死んではいない。
　美兎が行なったのは、己の意思を衝撃として放つというもので。
　恐らく二人は、それに当てられた状態なのだろう。
　肉体的なダメージはないが、しかし精神力を大きく削けずった。
　もうこちらの邪じや魔まはできない筈だ。
　……二人は……？
　残る暁月とリスティはどうなったかを確かく認にんしようと、美兎は顔を上げて前を見る。
　すると正面、少し離れた場所に立つリスティの姿があった。
「──────」
　美兎は僅かな驚きを得る。リスティは、こちらの意思の衝しよ撃うげ波きはの射程内に居た筈だ。
　……あの人が守ったのかな。
　ならばと美兎は暁月の姿を探そうとして、
「あ──」
　ふと、背後から強引に右の腕を引かれた。
　それは一瞬の事だった。
　自分の背後に居るのが誰なのかを理解するより先に、身体が反転させられて。
　気が付いた時にはもう、美兎は良く知る腕の中に居た。
　凰沢暁月の腕の中に。
「…………！」
　だから美兎は、自分が抱き締められている事を理解して、
「は、離して……っ！」
　声を上げ、必死になって抵抗する。
　しかし美兎がどれだけ暴れても、暁月はビクともしなかった。
「………………」
　暁月は何も言わない。ただ黙だまって、美兎を抱き締め続ける。
　力強い抱ほう擁よう。
　だがそれは温ぬくもりと共に、暁月の想おもいを伝えてくる。
　絶対に離さないと。お前の居場所はここだからと。
　ひたすらに抱き締め続ける事で、美兎に教えてくれる。
　痛い位に。
「うううぅぅ……っ！」
　それでも美兎は抵抗を止めなかった。
　許せなかったからだ。
　暁月はずっと自分を騙していた。
　だってそうだろう。
　……自分の目的を達成したら、死ぬつもりだったなんて……っ。
　ずっと一緒だと思っていたのに。
　この世界に君臨する者達を倒したら、自分も死ぬ事で──それも美兎に殺される事で、異世界からやって来た美兎の居場所を、この世界に作ろうとしていたなんて。
　そんな事──許せる訳がないではないか。
「ううぅっ────っ！」
　美兎は叫ぶように声を上げると、ギュッと眼を瞑つぶって自分を抱き締める暁月の腕へと噛み付いた。
「っ──」
　微かすかにこちらを抱く暁月の身体が震える。
　そして、美兎の口の中にじんわりと鉄の味が広がり始めた。
　暁月の血の味だ。
　その味を──凰沢美兎は知っていた。否、忘れられる訳がない。
　すると、
「──覚えてるか」
　抵抗する美兎を抱き締めたままの状態で、ようやく暁月が口を開いた。
「あの時もこうやって、お前の事を抱きしめたよな……」
「…………っ！」
　美兎は思わず噛むのを止めた。
　暁月が何を言っているのか、美兎は解っている。
　それは凰沢美兎にとって、最も大切な記き憶おくだったからだ。
　──あれは、ランキング戦初日の夜。
　もうどこにも自分の居場所はないとフィルから言われ、美兎は心の底から絶望した。
　だから、もうこれ以上暁月達を自分の事情に巻き込まないように。
　そして、アレイザードへ残してきた魔ま族を助けるために。
　美兎が選んだのは、自ら命を絶つ事だった。
　だから暁月の見ている前で、巨大な滝たきの上うえから身を投げたのだ。
　今でも思う。あの時、あの場所で、自分は死んだ筈だったと。
　しかし──そうはならなかった。
　美兎は助かった。否、助けられたのだ。
　暁月の手によって。
「っ……」
　凰沢美兎は思い出す。
　あの日、暁月が自分にくれた言葉を。
　暁月は教えてくれた。美兎はガリウスが生きた証あかしだと。
　美兎が生きる事だけが、それを証明できるのだと。
　そして──それでも暁月の言葉を受け入れられなかった自分に、彼は言ってくれたのだ。
　美兎の居場所はなくなってはいないと。自分こそが美兎の居場所だと。
　そう言って、そして暁月は唇を重ねてくれたのである。
　それは美兎がした初めてのキスで。
　──あの時、暁月の唇と舌を受け入れながら、凰沢美兎は己の未来を決めたのだ。
　自分は──暁月と共に生きてゆくと。
　だから、暁月を睨にらむように見上げて、
「あの時に、キミがボクにくれた言葉を──してくれたキスを……どれだけボクが大切にしてきたか知ってるクセに……っ！」
　言った美兎の声に震えが混じった。
　泣いていたからだ。
「ずっと一緒だって思ってたのに……信じてたのに……っ！」
　美兎は髪かみを振り乱みだして叫ぶ。
「キミを殺してできるボクの居場所なんかに、意味なんてある訳ないじゃないかあっ！」
　叩き付けたのは、言葉にした己の激情。
　だからもう我が慢まんできなかった。
「うあああぁ……っ！」
　美兎は泣いた。暁月の胸を、握った拳で何度も叩く。
　許せなかった。
　残ざん酷こくすぎると思った。
　それならせめて、一緒に死んでくれと言って欲ほしかった。
　凰沢暁月は──凰沢美兎に残された、最後の居場所なのだから。
　すると、


「生きてる俺おれがこうして眼の前に居るってのに……勝手に未来で殺すなよ」


　苦くし笑ようとも取れる口調で、暁月がそう言ったのを美兎は聞いた。
「言った筈だぜ。たとえお前が信じられなくても──お前にとっての最善を、俺が実現してみせると」
　忘れたのか、と暁月。
「この世界の脅きよ威ういとなった俺をお前に殺させて、それでこの世界にお前の居場所を作る──確かに、そいつは最悪な話だと思うぜ」
　だがな、と言葉を続ける。
「──何だってお前は、俺がそんな最悪な真似をすると思ったんだ？」
　暁月の言葉に、泣きじゃくっていた美兎は、
「っ……何でって……それは……──？」
　そこまで言って、ふとおかしな事に気が付いた。
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「っ……？」
　そうだ、と美兎は思い至る。
　それは全く気付かなかった疑問。
　──なぜ今、自分はこんなにも暁月の事を疑っているのだろう？
　あれだけ想いを寄せて、信じると決めた男性。
　運命を共にすると心に誓った相手だというのに。
　否、そもそも──と美兎は思う。
　自分はいつでも暁月の傍そばに居た。暁月の手の届く範はん囲い内ないが自分の定位置だった。凰沢暁月が──凰沢美兎の唯ゆい一いつの居場所だった筈だ。
　そこを離れる理由など、美兎には考えられないというのに。
　一体なぜ、先刻まで自分は暁月と離れ離ばなれになっていたのだろうか？
　さらには暁月と海堂を攻撃し、リスティ達とまで戦って──皆みんなを傷付けて。
「ボク……どうして……」
　思わず呆然となる。おかしかった。自分の思考も、行動も、何もかもが。
　その原因を思い出そうとして、
　……そんな……思い出せない……何で……っ？
　そこで美兎は、自分の記憶が混乱している事を悟さとった。
　自分が今、ここでこうしている理由が思い出せない。
　遥と一緒にＪＰＮバベルへ来て、生徒会室に入ったところまでは覚えている。
　だが、そこから先の記憶がないのだ。
　……でも。
　ふと気が付いたら、暁月に対する狂くるおしい程の不安に襲われていて。
　次第にそれが怒いかりに変わって。騙だまされたと思った途端──もう許せなくなっていた。
　誰よりも信じていたからこそ、裏切られたと思ったのだ。
「で、でも仕方ないじゃない。だって、キミがお兄さんとお父さんを止めた後、もし新たな世界の脅威となってしまった時は、死ぬつもりだったんでしょ……」
　と美兎。
「お兄さんが『コクーン』で、お父さんが『朱あけの黄たそ昏がれ』だから……アレイザードでボクの父さんを倒した時みたいに、自分が争いの種にならないようにって──」
　そこまで言った時だった。
「その話……誰に聞いた？」
　暁月にそう問とい掛けられたのは。
「え……？」
「俺は一度も言ってないぜ。兄貴が『コクーン』で、親おや父じが『朱の黄昏』だなんて事はな……お前だけじゃない、その話はまだ誰にもしていない」
　一息。


「そんな話を──一体お前はいつどこで、誰から聞かされたんだ？」


　その問いに、
「いつ……どこで、誰だれから……」
　美兎はオウム返しに呟いた。言われてみれば確かにそうだ。
　聞きたいとは思っていたが、暁月はまだ、自身の家族について話してくれてはいない。
　寝ね惚ぼけている時に、妹が亡なくなってしまっているような事を言っていた位だ。
　無論──不在の家族との間に何らかの確かく執しつがある事は美兎も知っていた。
　コクーンに対する過かじ剰ような反応や、先日のショッピングモールでの話からも、そこに何らかの因果関係がある事は推察できるが、
　……でも。
　それ以上の詳くわしい事情は、自分はまだ何も知らなかった筈。
　それなのに、暁月の兄が世界の管理者たる『コクーン』の一員で、父が世界最強のテロリスト集団の『朱の黄昏』の創設者だったなんて話を、自分は一体どこで知ったのだ？
　しかも、普通ならそんな話を聞かされれば驚く筈なのに。
　どうして自分は、その事実を当然の事のように受け入れていたのだろう？
　それに。
　……ボク、何で……。
　これまでずっと傍で見てきたのだ。暁月がどういう性格なのかはよく知っている。
　だからこそ、暁月が自ら死のうとするだなんて、とてもじゃないが考えられない事だ。
　ならば──どうして自分は、そんな風に考えるようになったのだろうか。
　凰沢美兎は考える。しかし、どこまで考えても答えが出る事はなかった。
「まあ……お前にある事ない事吹き込んだ奴やつは解わかっているが」
　と暁月。
「それより今は、お前の涙をどうにかしないとな」
「え──？」
　呆然と問い返すと、暁月に顎あごを持ち上げられた。
　見つめられる。
「理由はどうあれ、俺が不安にさせて泣かせちまったんだからな……。もう一度やるよ、お前に──たとえ何があっても信じられるものを」
　そして次の瞬しゆ間んかん、あの日してくれたのと同じように。
　暁月の唇くちびるが、美兎の唇へと重ねられた。
「っ!?　んーっ、……んぅっ！」
　不意のキスに、美兎は暁月の腕うでの中で必死に暴れた。
　握にぎった両の拳こぶしで暁月の胸を叩たたき、手で押おして何とか距きよ離りを取ろうとした。
　でも無む駄だだった。暁月に、こちらの腰こしを強く抱だかれていて。
　逃にげられない。
　暁月の唇は、美兎の唇を自由にはしてくれなかった。
　それどころか、こちらの口に舌をもぐり込ませようとしてきて、
「っ！」
　こんなもので誤ご魔ま化かされて堪たまるものか。これ以上はさせないと歯を閉じると、
「──開けろよ」
　次の瞬間──こちらの戦せん闘とう衣服のブラの横から、暁月の手が中へと滑すべり込んだ。
　止める間もなく胸を揉もまれる。
「っ、ふあぁっ!?　んむぅっ──」
　思わず感じて甘あまい嬌きよ声うせいを上げてしまい、その隙すきにあっさりと舌を入れられた。
　……嘘うそ、こんな簡単に……っ。
　美兎はギュッと眼めを瞑つぶった。
　何て正直な躰からだだろう。改めて思い知る。
　凰沢美兎の躰はもう──凰沢暁月には逆らえないのだ。
「ふぁっ……あ、ちゅ……ん、は……っ」
　むにむにと胸を揉まれながら舌を重ねられると、とろけそうになるほど気持ち良い。
　敏びん感かんな上うわ顎あごを舐なめ上げられると、おかしくなりそうな程ほどに感じて。
　舌を吸われると、その快感と共に酸欠になった胸の奥おくがじんっと痺しびれた。
　少し離はなれていただけなのに──美兎の心と躰は、どうしようもなく暁月を欲ほつしていて、
　……さ、させない……っ。
　それでも必死に抵てい抗こうしようとするのに、
「やっ……んっ、ちゅぷ……んうぅっ、ふあぁ、ちゅっ……」
　逆らえない程ほど強ごう引いんに、それ以上に激しく、舌で口の中を犯おかされた。
　美兎の口の中に、どんどん暁月が入ってくる。
　それはランキング戦の時にした、初めての優やさしいキスとは真逆で。
　丹たん念ねんに氣を送り込まれ、徹てつ底てい的てきに感じさせられる。
　こちらに一いつ切さいの抵抗を許してくれない。
　……こんなキス……あったの……？
　美兎は意識を朦もう朧ろうとさせる。
　そして──美兎は唇を奪うばわれながら、自分の躰が時折ピクンピクンと震ふるえるのを感じた。
　……嘘、もしかしてボク……。
　ぼんやりとその正体を理解する。
　その震えは、一つ一つが軽い絶頂だった。快感に快感を重ねられているのだ。
　だが、滅め茶ちや苦く茶ちやに感じてしまっているのに、不思議と美兎に不安はなかった。
　アレイザードの娼館で過ごしたあの一夜で、既すでに美兎の心と躰は徹底的に暁月による快楽の味を刻まれていたからだ。
　それなのに、モノレールの中でリスティと一いつ緒しよにされた時──暁月がこちらを想おもって与あたえてくれる快感は、恥はずかしくても受け入れて良いだなんて思っていた。だが、
　……そうじゃないんだ……。
　美兎は思い知る。自分は根本から間ま違ちがっていたのだと。
　暁月がくれる温ぬくもりと快楽を、自分には拒こばむ権利などなかったのだ。
「ちゅるっ……れろ、はぁ……んちゅっ」
　まるでこちらを快感で躾しつけるように、甘い陵りよう辱じよくは続いてゆく。
　凰沢美兎は女なのだと──徹底的に教えるように。
　そして終わらない暁月のキスに、美兎は己おのれを奪われ続けた。
　舌の絡からまり合ういやらしい音が、はっきりと教えてくれる。
　自分とは違ちがう舌と粘ねん膜まくの感かん触しよく。それは暁月の舌と粘膜で。
　その熱を感じて、それだけで意識が飛んでしまいそうになる。
　腰はとっくに抜ぬけていた。膝ひざも力が入らない。今の美兎は、いつの間にか暁月に尻しりを鷲わし掴づかみにされていたお陰かげで、どうにか立つ事ができていて、
　……ボク、この人に胸とお尻を触さわられていないと、立ってもいられないんだ……。
　そう思ったら、
「あんっ……ちゅっ、は……ちゅぷ、ふあぁっ……んぁ」
　自分でも驚おどろいてしまう程、美兎の躰は柔やわらかくなっていった。
　胸も尻も、全すべてが熱と共にとろけてゆく。
　それはあらゆる抵抗を奪われ、快楽に堕おちた女の躰の柔らかさだ。
　そして、
　……あ、これ……。
　いつしか美兎は、暁月のキスの中に、快楽以外のものを感じた。
　唇を通して流れ込んでくるのは、こちらを想う暁月の感情だ。
　そこに言葉はないのに、伝わってくる確かな想い。
　どれだけ強ごう引いんなキスをされていても解わかる。
　人は嘘を付ける。だが唇は嘘を付けない。
　自分は大事にされていた──暁月に大切に想われていた。
　一度は暁月に裏切られたと思い、何を信じれば良いのか解らなかった。
　だけど、暁月が先さき程ほどこちらへ告げてきた言葉を美兎は思い出す。
　……たとえ、何があっても信じられるもの……。
　キスをしている暁月は何も言わない。
　それでも今こうして感じている暁月のキスと、暁月の温もりは間違いなく真実で。
「んっ、ちゅっ……ああっ、ふぁ──」
　いつしか美兎は、自分から暁月の背中に両りよ腕ううでを回していた。
　夢中になって、ただ暁月だけを求める。
　凰沢暁月の腕の中が、凰沢美兎の居場所だった。
　すると、
「あっ……んぅ、んんっ……」
　最後にたっぷりと、暁月の唾だ液えきを口の中に流し込まれた。
　口の中が、トロリとした液体で満たされる。
　そして──美兎の反応が完全に変わった事を理解したのだろう。
　暁月はゆっくりと美兎から唇を離した。すると、
　……あ……。
　美兎は顎あごをクイっと持ち上げられ──言われた。
　眼の前の暁月に吸い込まれそうな瞳ひとみで、しっかりとこちらの目を見つめられながら。
　有う無むを言わさぬ口調で。
「──全部飲めよ」
　その言葉に、
「は、い……──んっ」
　美兎は一切迷う事なく従った。
　コクンと喉のどを鳴らして、溜たまった唾液を飲み込んでゆく。
　トロトロとした液体の感触が喉の奥を通り、食道をくすぐるように垂れて落ちていく。
　その甘かん美びな感覚に全身が震えた。
　さらに二度、三度と喉を鳴らし、完全に暁月の唾液を飲み干した美兎は、
「はぁ、ふ……はあぁ……ぁ」
　絶頂の残ざん滓しを躰の奥に残しながら、熱く甘い吐と息いきを漏もらした。
　そして、トロンとした瞳で暁月を見上げると、
「……解ったか？」
　こちらの腰を抱きながら、いつもの不敵な笑えみを浮うかべて暁月が言った。
[image: 画像]
　だから、
「………………」
　美兎は黙だまって暁月の胸に頬ほおを寄せた。
　抱き締しめると彼は確かにそこに居て。
　……信じて、良いんだよね？
　ギュッと眼を瞑り、美兎は完全に暁月を受け入れようとした。


　──その時だった。
　頭の中で誰だれかが囁ささやいた。凍いてつくように冷たい声で。
　確かに笑いながら。


『──待っていたよ、この時を』
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　そして──次の瞬間、暁月の腕の中から美兎の温もりが消え去った。
　眼を開けると、そこにいる筈の美兎の姿はどこにもなくて。
　まるで全すべてが幻まぼろしだったかのように、暁月の両手は虚空を抱いていた。
「っ──美兎ちゃんっ？」
　視界の端はしで、リスティが焦あせりを帯びた声を上げる。
　突とつ然ぜんの事態に、一体何が起こったのか理解できずに居るのだろう。
　それは千影と葛葉も同様で、
「……そんな」
「一体何が……」
　まだダメージの残る身体を起こし、呆然とこちらを見ている。
　無理もない。やっと美兎を助け出だせたと思ったのだから。
　しかし──そんな中、一人だけ何が起きたのか、察しを付けている者がいた。
　暁月だ。
　空っぽになった両手に視線を落としながら、
「やってくれやがる……」
　暁月は低い声で呟く。
　京也が美兎を拉ら致ちしたのは、恐らく美兎の中に眠ねむる高こう次じ生命体の力を利用するため。
　ならば、折せつ角かく手に入れた美兎を、みすみす取り戻されるようなリスクを冒おかす筈がない。
　だとしたら。
「……そういう事か」
　暁月は、ようやく京也の目もく論ろ見みを理解し、怒りを露あらわにした。
　視線の先にあるバベルタワーを振り仰ぐ。
「そういう事だったのかよ、氷ひ神かみ京也……！」
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「想像の通りだよ凰沢君──でも、少しばかり気付くのが遅おそかったね」
　ＪＰＮバベル内の神しん殿でんで。
　祭さい壇だんで眠る美兎を通して全てを見ていた氷神京也は、満足そうに冷たい笑えみを深くした。
「ちなみに──君達が青春ごっこをしていたのは彼女の思念体だ」
　京也は背後を振り返かえる。そこには、今も祭壇で眠り続けたままの美兎がいた。
　暁月が想像した通りだ。
　折角手に入れた美兎を、むざむざ暁月の下へ向かわせるような真似を京也はしない。
「大切なものは、最後まで手放してはいけないんだよ」
　そして──ふと、祭壇の美兎に変化が生まれた。
　美兎から発せられていた輝きが、白から金へと変わったのだ。
　その変化を確認し、
「どうやら、完全に彼女の精神を支配する事ができたみたいだね……」
　感かん慨がい深ぶかそうに京也は言う。
　超高次生命体としての美兎の力を封ふう印いんしていたのは、生物としての美兎の自じ我がだ。
　人とダークエルフのハーフで、外見はほぼ人間と同じ。だが、そんな『器』に自我が収められているままの状態では、超高次生命体の力を発揮する事はできない。
　かつてフィル・バーネットが、ザッハークの超高次生命体としての力を半分も発揮できなかったのと同じように。
　何より思念体の美兎は、自分が超高次生命体だと自覚していなかった。だからこれまで同様、自分が得意としている風の魔法を使っていたのだろう。高次生命体が持つ絶対障しよう壁へきが展開されていなかったのも、己の存在と力を自覚していなかったからだ。
　よって、超高次生命体としての力が安定していなかった。
　しかし──かといって強引に美兎の自我を崩ほう壊かいさせてしまう訳にもいかなかった。
　精神が乱れた状態では、下手をすればコントロールが不可能になってしまう。
　それでは何の意味もない。美兎の超高次生命体としての力を操あやつれてこそ、京也はこの世界の頂点に立てるのだから。そのため、美兎の精神を完全に支配する必要があった。
　では──人の心を支配するにはどうすれば良いか？
　……簡単な事だよ。
　まずは絶望の淵ふちまで精神を追おい詰める。
　ギリギリの所まで心を弱らせて──そこで今度は、一転して安あん堵どを与あたえるのだ。
　ボロボロになるまで張はり詰めていた精神に、救いのように差さし伸のべられる希望。
　それが、心に最大の隙を生むのである。深層心理の奥おく底そこにまで入り込めるだけの隙を。
　だからこそ京也は、美兎に暁月の情報と考えを教えたのだ。
　意識を失っている状態のため、記憶の植え付けは造作もない事だった。
　それに、
「彼女は他の娘達に対して、『大丈夫』と繰り返していた。凰沢君を信じていれば、自分達は大丈夫だと。それこそ、呪じゆ文もんのように何度もね……」
　そしてリスティや遥、千影や葛葉らを安心させ、互いの絆きずなを深める事に成功していた。
「──でも、それは優やさしさや信しん頼らいだけが理由じゃない。彼女自身がそう思い込みたかったからだよ」
　そう美兎も不安だったのだ。京也はそんな、美兎の心の隙を突いたのである。
　そして──最愛の暁月に、最悪の裏切られ方をしたと思い込ませる事に成功した。意識を失った状態の美兎は、既に超高次生命体としての力の封印を解きつつあって。案の定、彼女は自身の思念体を生み出し、暁月の下へと向かった──暁月の事を糾きゆ弾うだんするために。
　想いは強ければ強い程、裏切られた時のショックは大きいものだ。
　誰よりも愛し、信じていた暁月に、美兎は「嘘うそつき」という厳しい言葉を叩き付けた。
　それは凰沢美兎にとって、魂たましいの慟どう哭こくだったに違いない。
　京也の目論見通り、美兎は絶望へと足を踏み入いれていた。
　だが。


「……そんな彼女の狂った心を、それでも君なら救えると思っていたよ」


　氷神京也は、凰沢暁月の影えいき響よう力りよくを評価している。
　朱の黄昏の創設者を父に持ち、兄はコクーンの実動メンバーのトップ。
　あの二人と同じ血を引いているのだ。
　暁月自身にも、相当のカリスマ性がある事は疑いようがない。
　──現に、暁月の周囲には多くの人間が集まってきている。
　それこそ中には、運命を共にし、世界を敵に回す事すら厭いとわない者もいる程だ。
　そんな暁月だからこそ、異世界アレイザードでも勇者となり得たのだろう。
　さらには、倒した魔ま王おうから娘むすめを託たくされるまでの人間に成長して。今では、父親を倒された美兎までもが、暁月を心から信頼している。
　そして京也の期待通り、暁月は絶望にくれる美兎の心を救ってみせたのだ。
　それにより、美兎は再び暁月に心を開いた。
　それが──自分の心を完全に支配される隙になるとも知らないで。
「ありがとう凰沢君……僕ぼくの計算通りに動いてくれて」
　そう。何もかもが京也のシナリオだった。
　美兎の心に絶望を与えたのも。そんな美兎の心を暁月が助けるのも。
　そのどれもが織り込み済みの策。
　全ては──美兎の心を支配するため。
　超高次生命体としての力を完全に解放させ、コントロールできるようにするためだった。
「それじゃあ……いよいよ最後の段階に進ませて貰もらうとしようか」
　京也がそう呟くのと同時。
　壁かべや天てん井じようから何本もの赤い紐ひもが生じ、部屋の中央の祭壇で眠る美兎へと伸びた。
　そして腕や身体に巻きつくと、ゆっくりと宙へと吊つり上げる。
　すると、美兎の身体が発する金色の輝きが、紐を通して室内全体へと行いき渡わたり、
　ヴゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥン
　低い稼か動どう音と共に、幾き何か学がく模様の立体型魔法陣が幾いく重えにも展開を始める。
　超高次生命体とのリンクが始まったのだ。
　それを見て、
「……さて。完かん璧ぺきなリンクが確立できるまでは、まだ少し時間があるね。なら、先に邪魔な連中を始末しておくかな？」
　氷神京也はゆっくりと歩き出した。部屋の外へと向かって。
　絶対零れい度どの冷れい笑しようを浮かべながら。
「この世界の神になる前に──一人残らずね」
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　最下層エリアの広い空間に、動く一つの影があった。
　視界の悪い薄うす闇やみの中。赤色の誘ゆう導どう灯とうが微かに照らし出しているのは、フィルとの戦せん闘とうを終えた鬼おに塚づかだ。
「こんなもんか……」
　腰こしを落とした体勢だった鬼塚が、気を失っているフィルから一歩離れた。
　鬼塚が行なっていたのは、フィルの身動きを封じるための拘こう束そくだ。
　その辺にあった鋼鉄製のワイヤーを使い、まず身体の後ろで両の手首を。次に両足首を縛しばり、最後により身動きが取れないように両りよ膝うひざを縛って。
　絶対に解けないようにと、拘束は何重にもワイヤーを巻いて行なった。
　……もう一度やって、勝てる相手じゃねえからな。
　鬼塚剣けん哉やは理解している。自分が勝利を収められたのは、相手の意表を上う手まく突く事ができたからだと。だが、もう二度と同じ手は通じないだろう。
　次はフィルも、油断せずに最初から全力で来る筈だ。しかも相手は、ほぼ不死身ときている。これでは命が幾いくらあっても足りない。
　それに何より、
「こんなイカれた奴と、二度と関かかわってたまるか……」
　冗じよ談うだんじゃないとばかりに、鬼塚は吐はき捨すてた。そして立ち上がろうとして、
「くっ……！」
　体中に痛みが走り、思わず膝ひざを着いた。
　恐おそらくフィルの拘束を終えた事で、張り詰めていた緊きん張ちようが緩ゆるんだせいだ。
　それまで身体が認にん識しきしていなかった痛みが、一気に表に出てきたのだろう。
「クソったれ……ようやく退院したばかりだってのに、同じ奴にやられてまた入院なんざしてたまるか」
　身体のあちこちが上げる悲鳴に、それでも鬼塚はどうにか立ち上がる。
　鬼塚には、行かなければならない所があった。それは、戦闘の途とち中ゆうで離れ離れになってしまったティアナの所だ。
　……あの馬鹿が負けるとは思えねえが……。
　恐らくティアナの戦闘能力は、田た中なかやフィルなどよりも上の筈。余よ程ほどの事でもない限り、不覚を取りはしないだろう。
　──しかし、戦いに『絶対』というものは存在しない。
　現に、鬼塚自身がフィルに勝利できているのだ。考えたくはないが、万が一という事もある。少なくともティアナと田中──あちらの二人がこっちへ来ていないという事は。
　向こうはまだ、戦いが続いているかもしれないのだ。
　ならば、鬼塚が行く事で何かできるかもしれない。
「──チッ、どうかしてやがる……」
　鬼塚は苛いら立だたしげに舌打ちした。以前の自分では信じられないような思考だ。
　他人を心配して、自ら面めん倒どう事に首を突っ込もうとするなど。
　それも命いの懸ちがけで……正気の沙さ汰たとは思えない。
　しかし。それでも、どうしても気になってしまうのだ。
　だったら仕方がないだろう。
　……さてどうする。
　鬼塚は思考を巡めぐらせる。
　本音を言えば、すぐにでもティアナの所へ向かいたい所ではあった。
　しかし、このままフィルを放置してしまうのは危険すぎる。
　鬼塚の腕わん力りよくでの絞しめが通用した事を考えると、ここまでしっかりと拘束しておけばまず問題はないと思う。だが、もし眼を離した隙に逃にげられでもしたら──否いや、逃げられるならまだしも、もしもう一度襲い掛かかってなど来られたら。
　それこそ面倒どころの騒さわぎではない。
　だとしたらこの場合の最善は、
「……背せ負おって行くしかねえか」
　諦あきらめにも似た口調で鬼塚は呟いた。
　どこまで行けるか解らないが、行ける所まで行く事にする。
　ティアナが開けた穴の底は見えない。飛び下りるにはリスクが高すぎる。
　とはいえ下に落ちたという事は、フロアを下りれば合流できるかもしれない。
「問題は、ここがどこだかよく解らねえ事だが……」
　まあ良いか……と鬼塚は思う。ここでこうしてあれこれ考えていても仕方がない。
　取り敢あえず前へ進もう。
　そして、フィルを背負って歩き出そうとした時だった。
「……あれー、こっちももう終わってるんすか？」
　鬼塚の右手──通路の入口から、ティアナが姿を現した。
　その片手は、気絶していると思おぼしき田中の襟えり首くびを掴んでいて。しかし、その重さをまるで苦にしていないかのように、ズルズルと引ひき摺ずっていた。鬼塚もよく知る馬ば鹿か力ぢからで。
「心配だったので結構急いで来たんですが……やりますねーケンちゃん」
　ティアナは、あははと笑う。命懸けの戦いをして、ようやく勝利を掴んだボロボロのこちらに対し。ティアナは全くの無傷だった。
　その笑顔は、余りにも無む邪じや気きで。
「ま、そりゃそうだろうな……」
　そうそう起きないから万が一の事態なのだ。鬼塚は苦笑しながら、フィルを床ゆかに下ろして壁へと凭もたれ掛けさせる。やはり自分が、ティアナを助ける必要はなかったらしい。
　……そうさ。
　鬼塚は自じち嘲ようにも似た笑みを浮かべた。
　やはり自分程度では、ティアナの力になどなれはしないのだ。
「……ん？　どうしたんですか、ケンちゃん？」
　こちらの視線に気が付いたのだろう。
　眼の前へとやって来たティアナが、鬼塚を見上げてきた。
　だから、
「いいや……何でもねえよ」
　鬼塚は首を振って、
「けど──残念だったな。お前の目的って、コイツらを不死身にしている《フェニックス細さい胞ぼう》とかいうモノだったんだろ」
　恐らくその《フェニックス細胞》は、フィルや田中と同化してしまっている。
　ティアナが手に入れる事は不可能だ。
　しかし、
「ああ……それなら全然大丈夫っすよー」
　鬼塚の言葉に、ティアナは笑った。てくてくとフィルへと歩み寄り、スッと腰を落とす。
　そして鬼塚が見ている眼の前で。
　ティアナの右手が──フィルの左胸を音もなく貫つらぬいた。
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「っ──…？」
　自分の眼の前で起きた出来事を、鬼塚は俄かに理解できなかった。
　現実感がなかったからだ。
　思わず呆ぼう然ぜんと立たち尽くす。しかし言葉を失くした鬼塚を無視して、
「あ、これっすね……よいしょっと」
　ティアナは平然と、フィルの左胸から何かを取り出した。
　強引に引き抜ぬいた──という表現の方が正しいかもしれない。
　貫いた瞬間にはしなかった骨の折れ軋きしむ音と、筋きん繊せん維いや血管が断だん裂れつする音を、鬼塚剣哉は確かに聞いた。思わず耳を塞ふさぎたくなるような、生々しい音だった。
「お前……」
　呻うめくような声が鬼塚の口から零こぼれた。だがその声は、眼の前の少女には届かない。
　ティアナは握にぎった状態の手をヒュッと勢い良く振って、付いた鮮せん血けつを振り払はらうと、
「へー、これがフェニックス細胞なんですね……」
　手に入れた朱しゆ色いろの輝かがやきをまじまじと見つめる。それは直径五㎝程の赤い結けつ晶しよ体うたいだった。
「思ったより小さいっすね。まあでも、こんなので不死身もどきになれるっていうなら、日本政府が隠れてコソコソ悪わる巧だくみしちゃう気持ちも解りますが……」
　ティアナは懐ふところから筒つつ状じようのケースを取り出し、
「とはいえ、こんなものをコクーンなんかに悪用されては困ってしまいますので、ここで自分がいただきます」
　蓋ふたを開け、その中に結晶体を入れる。と同時、フィルの身体に異変が起きた。
　まるで急速な老化現象のように、肌はだの表面が劣れつ化かを始めたのだ。
「なっ、これは……？」
「──多分、彼は元々死んでいたんですよ」
　驚愕する鬼塚に、ティアナはさらりと告げる。
「人間には元々、生命力や、自己治ち癒ゆ能力としての回復力があります。そういう生きている状態のまま、フェニックス細胞が持つ無限の回復力を与えようとすると、恐らく身体が拒きよ絶ぜつ反応を起こす筈です。臓器移植の適合の難しさと同じですよ……人間の身体は、異物を排はい除じよしようとする機能がありますからね。だから、フェニックス細胞を移植するには死んでいる人間の方が都合が良かった筈です」
　一息。
「まあ──最初から死んでいたのか、移植される前に殺されたのかまでは知りませんけどね。あれだけの回復力なら、それこそ細さい胞ぼう片へんからだって元の身体を修復できたでしょうし。ミイラ化みたいになったのは、フェニックス細胞を失った事で細胞が急速に死んでいったからでしょう」
　そう言って、ティアナはくるりと背中を向けて歩き出した。
　その先に倒れているのは、鬼塚達たちを襲おそってきたもう一人の青年。
　ティアナがここまで運んできた田中だ。
　だから、
「おい──ちょっと待てっ！」
　鬼塚は慌あわてて、ティアナの肩かたを掴んで制止した。
「へ？　どうしたんです、ケンちゃん？」
「どうした、だと……──お前っ」
　キョトンとしてこちらを振り返るティアナに、鬼塚は思わず声を荒らげる。
「あっさり人を殺しておいて、どうしたじゃねえだろうが！」
　するとティアナは眼をパチクリとして、
「いやいや何を言ってるんです。前にイジめてた後ろめたさで、おかしな同情してないっすか？　彼らは自分やケンちゃんを殺そうとした敵ですよ。因果応報ってもんじゃないですか。おまけに、こっちの目的のフェニックス細胞まで持ってるんです。倒して、いただいて、一体それの何が悪いんすか」
　苦笑にも似た表情で言ってくる。まるで、聞き分けのない子供に接する大人のように、
「勘かん弁べんして下さい……自分も遊びでこんな所まで来てる訳じゃないんですよ」
「お前の目的が、そのフェニックス細胞とやらだってのは聞いた。俺だって、伊だ達てや酔すい狂きようでここまでお前に付いて来てねえ──けどな、そのフェニックス細胞を失ったら、そいつはまた死んじまうんだぞ！」
　鬼塚は、床に倒れた状態の田中を見た。田中の身体からフェニックス細胞を取り出せば、辿たどる末路はフィルと同じだ。
　──あの訓練プログラムの暴走事件の後。
　捕つかまった田中が生きていたのか死んでいたのか鬼塚は知らない。
　だが、フェニックス細胞の移植は田中が望んだ事ではないだろう。
　そのために一度死んでいたのを、蘇よみがえらされて利用されて。
　そして今、再び殺されようとしてる。そんなのは──あんまりではないか。
　しかし、
「だから……またも何も、彼らはとっくに死んでいるんですって」
　やれやれとティアナが嘆たん息そくした。呆あきれたような口調で、
「喋しやべって動けば生きているっていうなら、ロボットだって生きてる事になります。この人達は、フェニックス細胞で動いていただけの死人ですよ。動くマネキンに気分出してどうするんすか……」
　その言い様に、思わず鬼塚はカッとなった。ティアナの肩を掴んで激しく揺さぶって。
　叫さけぶ。


「それでも──そいつはまだ俺おれ達たちと同じ人間だろうがっ！」


　鬼塚の声が辺りに響き渡った。発せられた激情は、広い空間に残ざん響きようを生んで。
　やがてそれも消え去り、周囲が静寂へと落ち着くと、
「…………やれやれ」
　底冷えするような低い声が、眼の前のティアナから発せられた。
「──っ」
　思わず身を硬かたくすると、ティアナの肩に置いていた手が払われる。
　そして、
「やっぱり連れて来るんじゃなかったすね……」
　まるで別人のように──ゾッとするような眼でティアナがこちらを見た。
「勝手に付いて来ておいて……その上自分勝手な感傷を押おし付けるとか、自分に酔ようのも大たい概がいにして下さいよ。ここまで来て、折角の獲え物ものを前に黙って帰れってんですか？」
「…………っ」
　その迫はく力りよくに鬼塚は一いつ瞬しゆ気んけ圧おされるも、
「一つは手に入れたんだ……充じゆ分うぶんだろうが。これ以上、無む闇やみに人を殺す必要はねえだろ」
「人ですか──ケンちゃんはよっぽど彼らを人間だって思いたいんすね」
　まあそれは良いですよ、とティアナ。
「なら……ここで自分が見み逃のがしたとして、この人の事はどうするつもりです。まさか、このままここに置いて行くつもりですか？　自分とケンちゃんを殺そうとした事を忘れて。それで彼が、今度は別の人を殺す事になったらどうするんです？」
「……後で、保安隊ピースアイに通報すれば……」
「保安隊？　ここをどこだと思ってるんです？　ＪＰＮバベルの最下層エリアっすよ？　自分達もここまで来るのに、警備の穴を突ついて忍しのび込んでるんです。そんな所に、捜そう査さのためとはいえ、保安隊が入る許可なんて下りる訳がないでしょう」
　ハッとティアナは笑って、
「よしんば保安隊がここまで来れたとして、それでどうするんです？　逮たい捕ほして裁判にでも掛けますか？　バベルにとって都合の悪い存在の彼は、重反逆罪で死し刑けいになるか、適当な理由を作って身み柄がらの引ひき渡わたしを要求されて、後は揉もみ消けされて終わりですよ」
「それは……っ」
　鬼塚は苦い表情になる。
　ティアナが言っているのは、そのどれもが現実的な話だった。
　むしろ保安隊を呼んで逮捕して貰おうという、鬼塚の考えの方が非現実的だ。そして、これ以上鬼塚に反論の余地を残さぬつもりなのか、さらにティアナが畳たたみ掛けてくる。
「良いっすかケンちゃん。ここに──このＪＰＮバベルの最下層エリアに彼らが居た事の意味をよく考えて下さい。彼らにフェニックス細胞を移植し、この場所に配置できるのは一体誰か」
「………………」
　ティアナの言葉に、鬼塚は黙り込んだ。
　そんな真似が可能なのは、一人しかいないのだ。
　このＪＰＮバベルを治めるコクーン──氷神京也にしか。
　そして。
　これが京也の仕し業わざだとしたら、たとえ保安隊に引き渡そうが、病院に入れて治ちり療ようさせようとしようが、ティアナの言うように全て無む駄だだ。
　氷神京也は、この特別自治区の全権を握っている。
　不都合な真実はどんな手を使ってでも揉み消すだろう。
　そもそも、田中はＪＰＮバベルの破は壊かいを目もく論ろんだテロリストだ。そんな田中を、わざわざ保安隊に引き渡すような事をする必要はない。
「それに……」
　とティアナ。
「大方、自分達がここで見逃したところで、任務に失敗した彼は恐らく処分されますよ。フェニックス細胞を取り出し、もっと良い『素材』に移植し直す筈です。どうやったところで、彼が助かる道なんてありはしないんすよ」
「っ…………だけどよ」
　それでも食い下がろうとする鬼塚に、
「見苦しいっすね。保安隊に通報して、後は他人任せっすか。それで最低限の義務を果たしたっていう免めん罪ざい符ふでも欲しいんですか。まあここで自分を止めれば、ケンちゃんは形としては善人になりますものね。でも、そうやって今眼の前の現実から目を逸そらしたところで、どうせ後でこの人は殺されるんです」
　バッサリと切り捨てる口調でティアナ。
「それとも何ですか？　捕まれば終わりのこの人を、ケンちゃんが守ってあげるとでも言うんですか？　バベルやコクーンからも、保安隊からも、永遠に守り通す……そこまでの覚かく悟ごがあるんですか？　フェニックス細胞で不老不死になった彼を、子孫代々守り続けてゆく……そんな犠牲をケンちゃんだけじゃなく、自分以外の誰かにも被かぶせる覚悟があるとでも言うんですか？」
「それは……」
「できないでしょう？　大した力もない、覚悟もない、責任も負えやしないクセに、人命だの人権だのを尊重しようだなんて正論を口にして……そういうのを何て言うか知ってますかケンちゃん？」
　一息。
「偽ぎ善ぜんって言うんすよ」
　そして、
「……………………」
　とうとう黙り込んだ鬼塚を、ティアナは一いち瞥べつすると、
「…………解ったら、これ以上自分の邪魔はしないで下さい」
　それだけを言って、田中へと向かって歩き出した。
　その小さな背中を、
「──────」
　鬼塚は、ただ黙って見ている事しかできない。
　まるで観客席から舞ぶ台たいを見るかのように。
　ティアナは遠い存在だった。
　だから──田中もフェニックス細胞を取り出されて、フィルと同じように朽くち果はてる。
　その筈だった。
　──だが、そうはならなかった。
　ティアナがふと、足を止めたからだ。
　そしてこちらを振ふり返る。
「何の真似ですか、ケンちゃん……」
　自分の肩を掴んでいる手と、その手の持ち主──鬼塚の顔とを見比べて、
「邪魔をするなと言った筈ですが」
「ああ聞いた……」
　と俯うつむきながら鬼塚。でもな、と顔を上げて。
　告げる。
「それでも、やっぱりお前にアイツは殺させねえ」
　田中が死ぬのが避さけられないのは、仕方のない事なのかもしれない。
　それだけの事を、既に田中はしてしまっていたのだから。
　だが──たとえそうでも、ティアナが止めを刺ささなくてはいけない理由はない。
　……ああそうだ。
　確かに田中やフィルは、最も早はや鬼塚とは同じ人間ではないのかもしれない。
　だが、あっさりとそう割り切って、フィルに続いて田中までやらせたら。
　ティアナまでもが、鬼塚とは違ちがう人間になってしまうような気がして。
　そうなる事だけは阻そ止ししたかった。
　──ティアナが過去に何をしてきたかは知らない。
　だが少なくとも鬼塚の知るティアナは、間ま違ちがいなく鬼塚と同じ人間だった。
　たとえそれが一時の感傷で、偽善だったとしても。
　鬼塚剣哉は、自分の眼の前でこれ以上ティアナに手を汚よごして欲しくなかった。
　するとティアナが、
「………………ケンちゃん」
　嘆息と共にこちらの名前を呼んだ瞬しゆ間んかん、
「があっ────っ!?」
　鬼塚の胴どうを、まるで自動車に突っ込まれたかのような衝撃が襲った。
　吹ふっ飛とんだ勢いそのままに、背中から壁へ激突した鬼塚は、
「ぐっ、……は……っ！」
　崩くずれるように床へと倒れ込む。思わず意識を手放しそうになる中、
「これ以上邪魔をするなら、ケンちゃんも敵とみなします」
　冷れい酷こくな声でティアナが言った。
「薄うすっぺらい正義感しかない安いヒーローごっこは、夢の中でやって下さい」
「っ……、く……っ」
　激痛に耐たえながら、鬼塚は悔くやしさに歯を食くい縛る。
　やはり自分にはティアナは止められない。
　解りきっていた事だ。
　鬼塚は弱い。力がない。
　召しよ喚うかんされた異世界でも、大した事はできなかった。
　だから何度も諦めてきた。自分の事も他人の事も。
　そして、自分より弱い相手を傷つけて、自分の弱さから眼を逸らし続けてきた。
　……そうだ。
　ティアナの言う通りだ。自分には力がない。覚悟もない。
　でも──それでも、
「……っ、……ぐ……ぬ、おお……っ！」
　ただ一つだけ、鬼塚剣哉には意地がある。
　負け犬の意地が。
　そしてそんな自分でも、成なし遂とげられるものがあるとつい先さき程ほど知った。
　それは不可能を可能にする力。
　だから必死に立ち上がり、
「待てよ…………ティアナ・ランドハウゼン！」
　鬼塚は叫んだ。遠ざかろうとする小さい背中に向かって。
　すると、
「………………」
　ゆっくりとティアナがこちらへと振り返る。
　その顔にはもう感情はなかった。向けられたのは敵を見る眼だ。
　冷酷な瞳。だが、鬼塚剣哉は構わない。
　自分は今、ティアナにとっての障害となれたのだから。
　……上等だ……っ。
　さあ行こう。観客席で眺ながめているだけの時間は終わった。
　ここからは、安いヒーローごっこの始まりだ。
[image: 画像]
　武器は、風が吹けば飛ぶような薄っぺらい正義感。
　だが、そこに決して譲ゆずれぬ意地を込めて。
　鬼塚剣哉は諦める事なく、ティアナ・ランドハウゼンへと立ち向かう。
「行くぜ……一秒でも長くテメエを止めてやる！」
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　鬼塚が叫びながら自分へと向かってくるのを、ティアナは静かな眼で見ていた。
　そこに何かの感情はない。
　だから俯きただ一言、
「…………忠告はしたっすよ」
　それだけを、小さな声で呟つぶやいた。
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　冷たい春の夜風が吹き抜ける、荒あれ果てた夜の森の中で。
　しばしの間、凰沢暁月は美兎と京也がいるであろうバベルタワーを睨んでいた。
　そして、
「さて。まずは、と……」
　ゆっくりと動きだした。
　暁月はまず、己おのれの手に白い輝きを生み出した。
　錬環勁氣功の癒いやしの技『内氣功』だ。
　それを最も回復を必要としている二人──五泉千影と桐どう元もと葛葉に使用する。
　地面に座すわった状態の二人の背中に触ふれ、体内に癒しの氣を送りながら、
「やっぱり……氣の流れがおかしくなっちまってるな」
　暁月は、千影と葛葉の状態を確認した。
　京也が美兎を拉致した理由から察するに、先程までの美兎は恐らく思念体か何かだろう。
　しかし、魔法は精神を集中するだけで使用できるが、物理攻撃はそうはいかない。
　普ふ通つうの思念体は、その名が示す通り精神だけの存在だ。本来なら触れる事はできない。
　だが、あの美兎は物理攻撃も行なっていた。
　実体化レベルの思念体──それは恐らく、尋じん常じようではない精神の塊かたまりで。
　そんな強大な精神体の、暴走した感情の波動を真っ向から食らったのだ。当然その衝撃は、受け手側の精神に強いダメージを与える。
　そのためだろう。千影と葛葉の体内の氣に、著いちじるしく乱れが生じていた。
　だから暁月は、癒しの氣を二人の体内に送り込み続ける。
　するとまず鼓こ動どうが緩やかになり、続いて呼吸も穏やかなものになって、
「ありがとう暁月、大分楽になったよ……」
「私も……もう平気よ」
　そう言って、千影と葛葉は立ち上がろうとするも、
「あ──」
「……っ」
　よろけて膝を着いてしまう。まだダメージが完全に抜けていないのだ。
「駄だ目めよ、無理をしちゃ……」
　リスティが駆かけ寄より、二人を支えた。
「まだ身体が上手く動かせないだろ。精神へのダメージってのは、抜けるまでにどうしても時間が掛かるものなんだよ」
　と暁月。
「今はまだ、アイツの精神波に当てられちまっている状態だ……回復するまで、お前らはしばらくここで休んでろ」
「……冗談。あたしも葛葉もまだ戦えるよ」
「そうよ……ここまで来て置いてきぼりだなんて」
　暁月が先に行こうとしている事に気付き、千影と葛葉はどうにかして立とうとする。
「二人共……」
　それを見たリスティが、止める言葉を口にできずにいた。二人の気持ちが痛いほど解るからだろう。だから、そんな彼かの女じよ達たちの前に暁月が腰を落とした。
　二人の肩に手を置き、眼を見て告げる。
「お前らの気持ちは解ってる。俺もリスティも──そしてきっとアイツもな」
「……………………」
「……………………」
　暁月の言葉に、千影と葛葉は無言で……しかし唇くちびるを噛かんだ。
　そして、暁月が手を置いている肩が震ふるえ出す。
　搾しぼり出す声で、
「……親友なんだ」
「誓ちかったのよ……私達たち」
　譲れぬ想い──それと同時に涙なみだが零れ落おちた。
　だから、
「ああ、解ってる……」
　凰沢暁月は、五泉千影と桐元葛葉の涙と想いを真っ向から受け止めた。
　肩に置いていた手を背中まで回し、二人同時に抱き寄せる。
　優しく──それでも確かな力をギュッと込めて。
　耳元で囁く。
「お前らのお陰かげで、思念体とはいえアイツを正気に戻せたんだ──サンキューな」
「美兎を助けたのは暁月だよ……あたし達は何も」
　否定の言葉を口にする千影に、
「そいつは違うぜ。俺がやったのは最後の一ひと押おしだけだ。俺がああする前に、お前らの想いはちゃんとアイツに届いてたよ……だからあんなにムキになったんじゃねえか」
「……本当は、私達で戻してあげたかった」
　葛葉が無念を口にする。
「美兎……あんなに苦しそうにしてたのに……っ」
「言っただろ。俺だけじゃない。アイツを戻せたのは、お前らが居たからだ。お前らの言葉と想いがちゃんと伝わっていたから、俺の言葉と想いも届いたんだ」
　それに、と暁月。二人から身体を離して、
「俺は別に、お前らを置いていく訳じゃないぜ……お前らにここを任せるんだ」
「……あたし達に」
「ここを……？」
　呆然と問い掛けてくる二人に、暁月は「ああ」と頷うなずいて、
「お前らはここに残って、いざという時のための逃とう走そうルートを確保しておいてくれ。この後、このＪＰＮバベルは俺と氷神の戦場になる。もしもの時は、お前らだけ先にアイツと一緒に逃げて貰う事になるかもしれねえ……」
「──────」
　千影と葛葉が同時に息を呑のんだ。
　こちらの瞳にある、暗い感情に気が付いたのだろう。
　遥を裏切り、リスティと千影と葛葉を悲しい戦いで傷つけた。
　それに何よりも──美兎が最も大切にしていた感情を弄もてあそび、傷付け、苦しめた。
　許さない。
　彼女達に悲しい涙を流させた事を、凰沢暁月は決して許さない。
　そうだ。この戦いはもう、美兎を取とり戻すだけでは終わらない。
　凰沢暁月のたった一つの美学に掛けて、氷神京也を潰すまでは。
　──そして暁月は、フッと表情を柔やわらかくした。
　千影と葛葉を安心させるように、いつもの不敵な笑みを浮かべて。
　凰沢暁月は断言する。
「後は任せてくれ──アイツは必ず、俺が連れて戻るからよ」
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　暁月の説得を受けて、千影と葛葉はこの場に残る事を承しよ諾うだくした。
「──っと、そうだ」
　ふと思い出したようにそう言って、暁月は葛葉に耳打ちをする。
　こちらの指示を聞いた葛葉は、
「……解ったわ、任せておいて」
　確かな頷きを返してくる。頼たのんだぜ、と暁月は告げると、
「それじゃあ次、リスティ──お前は」
「──行くわ、一いつ緒しよに」
　当然とばかりに、リスティが前へ出た。
　その瞳に揺るぎのない意志を見た暁月は、
「解ったよ……そう睨むなって」
　苦笑しながら肩を竦すくめた。
　千影や葛葉と一緒に居れば、二人の存在がリスティにとってのストッパーになるのだが、
　……まあ仕方ねえか。
　千影と葛葉にここを任せる原因となった美兎の精神波を、リスティは逃のがれている。
　ここに残るようにリスティを説得するとなると、千影と葛葉を守るように言うしかない。
　しかしそれを言えば、千影と葛葉は自分達が足手まといになったと思うだろう。
　そうなると、もっと役に立ちたいという気持ちがどうしても出てきてしまう。
　下手をすれば、リスティと三人一緒にこちらの後を追い掛けてきてしまいかねない。
「……家を出る前に、俺が言った事は覚えてるな？」
「ええ──勝手な真似は絶対にしない。約束するわ」
　どうやら忘れてはいないらしい。
「なら良いけどよ……後は、と」
　そして、暁月は背後を振り返った。
「お前はこれからどうするよ──海堂」
「ん？　俺かよ？」
　地面に胡坐を組んで座っていた海堂がキョトンとした表情を浮かべる。
「途中で邪魔が入っちまったが……どうするよ。やるか、先刻の続き？」
　ニヤリと笑いながら告げると、海堂はパタパタと手を振って、
「流石さすがにもう良いだろ。何だかヤバイ事態になってるみたいだしよ……」
　美兎の思念体から受けた不意打ちなどなかったかのように、まるでダメージを感じさせない素そ振ぶりで、
「これ以上、ここでアッキーを足止めなんかするより、早いとこ氷神京也を何とかして貰わないとな」
「他人事みたいな言い方だな、おい……『朱の黄昏』としては、コクーンの暴走は見過ごせないんじゃねえのか？」
「よく見ろアッキー、俺がそんな熱血タイプに見えるかよ？」
「よく言うぜ……笑いながら俺を人間ジェットコースターにしやがったクセに」
「アッキーだって、笑え顔がおで人の顔面潰そうとしてただろ。お返しだ」
　互たがいに軽口を叩き合あうと、僅わずかに声を低くして、
「なら──この後、俺の邪魔をするつもりは？」
「それはねえから、そっちは安心して好きにやってくれ。もう俺の結界も消えてるしよ」
　と海堂。
「こっちは面倒な事になる前に、消えさせて貰うぜ……と行きたいところなんだが」
　ふと、表情を真しん剣けんなものにして、
「ちょっと気になる事があるんでな。アッキーの邪魔をする気はねえが、こっちはこっちで好きに動かせて貰うぜ。仲間からまだ連れん絡らくも来てねえしよ」
「何だ……他にも来てる奴がいるのか？」
　まさか海堂の他に、『朱の黄昏』のメンバーが来ているとは思わなかった。
　暁月はふと、先日街で海堂と会った時の事を思い出し、
「もしかして──この間の、あの愛あい想そのないちっこい嬢じようちゃんか？」
「いや、あれとは別のちっこいのだ。愛想は結構あるんだが、迷子になるのが得意でよ。まあ、それでも自分の身ぐらいは何とかするだろうしな……」
　と、海堂は後ろ頭を掻かきながら、くるりとこちらに背中を向けて、
「じゃあ、俺はもう行くぜアッキー。頑がん張ばって氷神京也を倒してくれよ」
　スタスタと立ち去ろうとする。その背中に、
「おい──海堂。お前には後でじっくりと聞きたい事があるからな。……逃げるなよ？　逃げたら殺すからな」
　暁月はしっかり釘くぎを刺しておく。
　正体が明らかになった今ならば、あの父親の事を訊きいても問題はないだろう。
　すると、
「残念ながらそいつは無理だな……」
　と海堂は肩を竦めてみせた。
「何だ。やっぱり勝つ自信があるんじゃねえか」
「いいや──逃げ足の自信があるのさ」
　そう言った瞬間。海堂の姿が、いきなりフッと消え去った。
　と同時。周囲から海堂の気配も消失する。
「……良いの？」
　見上げる視線で問い掛けてくるリスティに、
「ああ……言っただろ。今はアイツに構ってる時間はねえ」
　暁月は頷きを返した。
　そうだ。残念ながら今は海堂に構っている暇ひまなどない。
　やるべき事は他にある。
　だから、
「行くぞ──アイツを取り戻しに」
　凰沢暁月は、前へと向かって歩き出す。
　拳こぶしを硬く握り締めて。
　天高くそびえ立つ、バベルタワーを見み据すえながら。
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　ＪＰＮバベルの最下層エリアに静せい寂じやくが戻っていた。
　先程まであった激しい戦闘音や人の叫び声ごえは治まって。
　代わりに、元から存在していたゴウンゴウンという低い重低音の響きが戻ってくる。
　そして、
「………………」
　ティアナ・ランドハウゼンは、無言で足あし下もとの床を見つめていた。
　視線の先には、一人の青年が倒れている。
　動かなくなるまでティアナがひたすらに殴なぐり、気絶させた青年──鬼塚剣哉だ。
「……だから自分、言ったじゃないっすか」
　ティアナはポツリと呟く。どこか寂さびしそうに、
「良い人すぎると、長生きできませんよって……」
　だが鬼塚は返事をしなかった。
　殺してはいない。しかし、意識がある訳もなかった。
　一体何発、自分の拳をブチ込んだと思っている。
　鬼塚の肉体を殴おう打だし、骨を砕くだいた感かん触しよくが残る拳をギュッと握り締めて、
「自分は巻き込みたくないって言ったのに……付いてきたりするから」
　搾り出す声でティアナは言った。
「ケンちゃん……」
　気絶している鬼塚を見ながら、ティアナは思う。自分の心に、理解不能の感情があると。
　どこか空くう虚きよにも似た感覚。その感情を、ティアナ・ランドハウゼンは知っている。
　……残念……でしょうかね……。
　そう。自分でも何な故ぜか解らなかったが、ティアナはこの状じよう況きようをどこか残念に思っていた。
　自分の目的は《フェニックス細胞》の奪だつ取しゆで。
　そこへ、鬼塚が付いて来てしまったのだ。こうなる可能性は充分にあった。
　だがＪＰＮバベルへ来る途中で、鬼塚を撒まこうと思えば撒く事はできた筈だ。
　しかし自分はそれをしなかった。鬼塚をここまで付いて来させた。
　おかしな話だ、とティアナは思う。世界最強のテロリスト集団『朱の黄昏』の一員である自分が、一いつ般ぱん人じんの鬼塚に対して、一体何を期待していたのだろうかと。
　ティアナがここ──日本の特別自治区へとやって来たのは、団長のセシルの命令があったからだ。手に入れたい物があるから、手伝ってくれと。
　だから、鬼塚が留守中のマンションの部屋へ、半ば事故のように窓から侵しん入にゆうしてしまった時も。作戦前の暇ひま潰つぶしや、それこそ夜よ露つゆを凌しのげる寝ね床どこを確保できた程度の気持ちで居い座すわったのである。
　その想おもいは、鬼塚が部屋に戻って来た時も変わる事はなかった。
　だけど。
　こちらの言動にいちいち反応を返してくれる鬼塚が可か愛わいくて。
　楽しかったのだ──きっと、自分はとても。
　……それに。
　ティアナは思う。
　鬼塚が作ってくれた温かな食事。譲ってくれた温かな寝床。
　そうして彼がくれた温ぬくもりに、自分は少しだけ心ここ地ち良よさを得ていたかもしれないと。
　だが──その先に何かを望む事は無理なのだ。コクーンが支配し管理しているこの世界では、ティアナはテロリストで。
　そして鬼塚は一般人だ。
　傍に居れば互いに……否、ティアナの事情に巻き込まれて鬼塚が不幸になる。その事は、重々理解していた筈なのに、どうして自分は、鬼塚を巻き込んでしまったのだろう。
　挙句、彼をこんな目に遭あわせて、傷つけてしまう羽目になってまで。
　まるで──鬼塚が、最後まで自分を受け入れてくれる事を期待していたかのように。
「……ありえないっすよ」
　ティアナは苦笑を浮かべると、鬼塚から視線を切った。
　そして、
「さて──お仕事を済ませるとしましょうか」
　少し離はなれた場所の床に転がしたままの状態の田中へと足を向けた。
「よいしょ、っと……」
　襟首を掴んで、左手一本で強ごう引いんに引っ張り起こす。
　そして、フィルの体内から《フェニックス細胞》を取り出した時と同じように、右の手を貫ぬき手の状態にして、
『それでも──そいつはまだ俺達と同じ人間だろうがっ！』
　ふと脳のう裏りをよぎった鬼塚の叫びに、ティアナは深い苦笑を浮かべながら、


「いいえケンちゃん。この人も、そして自分も──ケンちゃんとは違う生き物です」


　そう言うと同時、右の貫手を田中の左胸へと突き入れた。
　ズッという鈍にぶい感触と共に、ティアナの手が田中の胸から背中へと抜けて。
　後はフィルの時と同じだった。
　引き抜いた後、握っていた手を開けば、そこにあったのは先程と同じ淡あわい赤の輝きだ。それを懐から取り出したケースに収納すると、
「……任務完了っすね」
　虚こ空くうを見上げ、軽い嘆息を一つして。ティアナは思考を切きり替かえる。
　──行こう。取りあえずの目的は達した。
　少なくともこれで、セシルが言っていた場所にあった物は全て手に入れた筈だ。
　ひょっとしたら他にも《フェニックス細胞》があるのかもしれないが、セシルですら感じ取れなかったものを、今から自分一人で見つけられるとも思えない。
　それに、既に潜せん入にゆうしてから随ずい分ぶんと時間が経たってしまっている。
　一刻も早く、このＪＰＮバベルから離れるべきだろう。
「もっちゃんにも、陽動を任せたままですし……」
　これ以上、海堂にしんどい役目をさせるのは悪い。早く連絡してやらなくては。
　だからティアナは、そのまま来た道を戻ろうとして、
「………………」
　しかし、最後にふと背後を振り返った。鬼塚が床に倒れたままだったからだ。
　だが、これ以上鬼塚と関わる訳にはいかない。
　だから、そっと呟くように、
「……バイバイ、ケンちゃん」
　別れを告げて歩き出そうとした──その時だった。


「──おや、もう終わってしまったかな」


　冷たい笑みを含ふくんだ声がしたのは。
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　ティアナはスッと眼を細めた。
　すると見つめる視線の先──奥おくへ続く通路の闇やみの向こうから。
　一人の青年が姿を現した。
　銀色の髪かみに藍あい色いろの瞳を持った、美しい青年だった。
　バベルの制服を身に纏まとった肉体は、一見するとスリムに見える。
　しかし、それが鍛きたえ抜かれた身体である事を、ティアナは気が付いていた。
　穏やかな雰ふん囲い気きながら、隙すきのない身のこなし。
　対たい峙じしているだけで感じられる鮮せん烈れつなオーラ。
　その青年の名を、ティアナ・ランドハウゼンは知っている。
「氷神京也……」
　ＪＰＮバベルを担当するコクーンの名を口にしたティアナに、
「思った程は保たなかったね……」
　と、苦くし笑ようしながら京也。
「オモチャとはいえ、もう少し時間を稼いでくれると思っていたんだけど」
「《フェニックス細胞》を移植した程度で、自分の相手ができる訳ないじゃないっすか」
　と、馬ば鹿かにしたようにティアナ。
「この世界で貴方あなた達たちコクーンを唯ゆい一いつ殺せる、自分達『朱の黄昏』の相手を──」
　すると、
「ああ、いや勿もち論ろん──彼かれら程度に君の相手が務まるとは思っていなかったよ。彼らは単なる、時間稼ぎのための駒こまだったんだから」
　と京也。
「まあでも、Ｂクラスの鬼塚君にまで負けてしまったのは予想外だったかな？」
　倒れている鬼塚を楽しそうに見ながら、
「もしかしたら、あの二人よりもオモチャとしては良い素材だったのかもしれないね。プライドばかり高いだけの、落ち零れだとばかり思っていたんだけど」
「オモチャ……？」
　京也の物言いに、ティアナはスッと眼めを細めた。
「どうしたんだい？　まさか気に障さわったとでも？」
　と笑いながら京也。
「君だって──恐らくは、彼をオモチャにして楽しんでいただろうに」
　一息。


「テロリストが、普通の人間気分を味わうための、おままごとの相手として」


　その言葉に、
「……………………」
　ティアナは、ただ無言を返した。
　だが、それは京也の言葉を事実として認めたからではない。むしろその逆だ。
　だから──ティアナの顔から、ゆっくりと感情が消えてゆく。
　そして残ったのは、どこまでも冷たく暗い表情。
　世界最強のテロリスト『朱の黄昏』としての顔だった。
　──セシルには引き時を見誤るなと言われている。
　もしも全力で逃げに徹てつすれば、たとえ相手が氷神京也でも逃げ切れるだろう。
　だがもう無理だ。もうそれはできない。
　たとえそれが、一いつ瞬しゆんだけの儚はかない幻げん想そうだったとしても。
　たとえそれが、二度と戻らないものだったとしても。
　鬼塚と過ごした時間と、鬼塚がくれた温もりは確かにあって。
　ティアナ・ランドハウゼンは──その事実を否定する者を決して許さない。


　そしてそれは、二人の激げき突とつが最も早はや不ふ可か避ひとなった事を意味していた。
　世界最強のテロリスト集団、『朱の黄昏』の一員、ティアナ・ランドハウゼン。
　世界の管理者であり支配者、『コクーン』の一角、氷神京也。
　異世界から帰き還かんした、最強同士の戦いが始まるのだ。
終章《悲劇はこれから》
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　暁あか月つきとリスティが先へと進み。京きよ也うやとティアナが対峙したのと同じ頃ころ。
　七なな瀬せは遥るかの姿は本校舎のバベルタワー──その最上フロアへと下りる階段の途中にあった。
　侵入したのは第〇一屋上からだ。
　他の屋上とは異なり、ヘリポートなどを備える第〇一屋上は、地じ震しんや火災などの際には避ひ難なん経路の一つとして使用される。だが有事の際は、必ずしも階段や廊ろう下かといった通路や、ドアなどの出入り口が使用できるとは限らない。
　いざという時は、施し設せつを破壊しての脱だつ出しゆつを余よ儀ぎなくされる場合もある。
　そのため、他の場所と比べて床や壁を破壊しやすいのだ。
　とはいえ通常なら、上空からの侵入なんて目立つ真似は不可能だ。
　しかし、
「……やはり、上の警備は手て薄うすでしたわね」
　屋上からの階段を下りながら、確信にも似た想いを遥は呟いた。
　計算通りだ。現在ＪＰＮバベルの警備が手薄になっている事を、遥は予想できていた。
「何故ならば──」
　遥はその先の言葉を飲み込みながら思う。
　京也は自分を裏切り、さらには遼りよ平うへいと美み奈な巳みを殺しているのだから──と。
　自分達は、京也にとって最も信頼できる仲間だった筈はずだ。無論、京也本人がどう思っていたのかは解らない。しかし、少なくとも周囲の眼にはそう映っていた筈である。
　対外的にも、ＪＰＮバベルの高等部生徒会メンバーは、京也が最も信頼を置く仲間として知られている。そんな自分達を、京也は排除しようとしたのだ。
　己の理想の障害となる、ただのリスクとして。
　……言っていましたものね。
　遥は京也の言葉を思い出す。
　──この計画は他のコクーンに知られる訳にはいかない。
　だが秘密は、当然ながらそれを知る者が多ければ多い程、漏もれるリスクが上がってゆく。
　だからこそ京也は、遥達たちにも極ごく秘ひ裏りに事を進めていたのだろう。
　ならば現在のＪＰＮバベルで、京也の暴走とも思える独断に味方する者はいない筈。
　そして、
「………………」
　数時間前と同じように。最上階にある生徒会室の扉とびらの前に、七瀬遥は無言で立っていた。
「────っ」
　先程ここで自分にあった事を思い出し、遥は僅かに身を硬くする。
　京也に殺されかけた時に刻まれた圧あつ倒とう的てきな恐きよ怖うふは、まだ完全に消えてはいない。
　……それでも。
　七瀬遥は右の手で作った拳で、己の胸に触れた。
　自分の中には今、暁月がくれた温もりと勇気がある。仲間として暁月の役に立ちたいという想いと、親友として美み兎うを助け出したいという想いがあるのだ。
　今の自分はもう生徒会副会長でも、風紀委員長でもない。
　暁月に美兎、リスティに千ち影かげや葛くず葉はらの仲間である、ただの七瀬遥だ。
　遥は理解している。自分では、氷ひ神かみ京也を倒す事はできないと。
　恐らく今の状況で、それを成し遂げられるのは暁月だけだと。
　……ですが。
　それでも、自分にもできる事がある筈だ──と遥は思う。
　単純な戦力としてなら、既すでにリスティ達がいる。それでも遥が加わる事で戦局がより有利な方へと傾かたむくかもしれないが、遥がやろうとしているのは別のサポートだった。
　単に戦うだけではない。このＪＰＮバベルの生徒会メンバーだった、自分にしかできない事がある。だからこそ、下の暁月達とは合流せずに単独行動を選んだのだ。
　それこそが自分の役目なのだと信じて。
　だから、
「私はもう、立ち止まる訳にいきませんの……」
　呟くようにそう言って、遥は生徒会室の重じゆ厚うこうな扉をそっと開いた。
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　足を踏ふみ入れた生徒会室の中は、薄うす闇やみと静寂に満ちていた。
　そして──そこに氷神京也の姿はない。
　その事実を確認した遥は、僅かに緊張を解く。
「やはり、ここではないどこかで……」
　京也は「美兎を使って理想郷を作る」と言っていた。
　しかしこの生徒会室に、そんな真ま似ねができる何かがあるとは思えない。
　ここは京也だけでなく、遥ら他の生徒会メンバーも使用していた場所だ。
　京也がＪＰＮバベルを不在にしている時も、自分達は自由に出入り可能だった。
　さらに避難経路の第〇一屋上にも近い。そんな場所に、他のコクーンを裏切る程の秘密を隠かくすとは考えられなかった。
　夜の静けさの中に身を置きながら、七瀬遥は思う。
　先程あった戦闘が、まるで嘘か幻まぼろしのようだと。
　だが、
「上うえ崎さき……美奈巳……」
　それでも残ざん酷こくな現実が覆くつがえる事はない。
　凍こおりついた遼平と美奈巳の死体は、まだ床にそのままの状態になっていたからだ。
　しかし、今は二人を弔とむらっている時間はなくて。
　だから遥は床へと視線を落としながら、
「貴方達の仇かたきは取りますわ。氷神会長を──いえ」
　首を振ふり、決意をさらに強くして、
「氷神京也の野望を阻止する事で、きっと……」
　言い切る。それは、京也を明確な敵として認識したという事だ。
　そして拳を硬く握り締めると、部屋の奥のデスクへと向かった。
「さあ、始めますわよ……」
　そう言って、押したのはＰＣの電源ボタンだ。
　暗くら闇やみの中、浮うかび上あがるようにしてモニターの光が灯ともった。
　そして、ＯＳの起動中に使用者認にん証しようのパスワードを求められ、
　……ここでのミスは許されませんわね……。
　訪おとずれた最初の関門に、気を引き締めたものにする。
　生徒会を辞やめると告げ、暁月や美兎の側に付く事を決めた自分のパスワードを使用できるままにしておく程、京也は甘あまくはない。
　だが──遥は無言でキーボードを打ち、
「…………っ」
　緊張を得ながらも、エンターキーを押した。
　途と端たんに画面が暗転し──僅かな間の後。
　表示されたのはデスクトップ画面だった。
　起動に成功したのだ。
「どうやら……上手く行ったようですわね」
　遥は軽く嘆息する。
　遥が入力したのは、システム管理者用のマスターコードだった。
　──だが、遥が立ち上げたのは自分のＰＣではない。
　遥が今いるのは、死んだ美奈巳のデスクだった。
　生徒会室に死体があるこの状況だ。京也が遼平と美奈巳を殺したのは、恐らく予想外の事態だった筈。そして死んだ人間はもう脅きよ威ういではない。
「私のＰＣを立ち上げようとすれば、管理者用コードでもセキュリティに引っ掛かったでしょうが……」
　やはり、遼平と美奈巳のＰＣは生きたままだった。
　だがこれで満足してはいられない。
　……急がなくては。
　遥は現在のＪＰＮバベルの状況を把は握あくするため、セキュリティシステムへと入り、
「やはり……完全自閉状態に入ってますわね」
　確かく認にんできたのは、予想していた事態だ。
　京也は、美兎を捕とらえた事で準備はできたと言っていた。さらに暁月が張っていた転送シールによって、遥も逃がしてしまっている。
　他のコクーンに状況を知られるのは時間の問題と判断し、強きよ硬うこうな手段に出たのだろう。
　それでも、敷しき地ちの内と外とを遮しや断だんする結界は、既に暁月によって破られている。
　全てが京也の思い通りに事は進んでいない筈だ。
　そして遥は、少しでも暁月にとって有利な状況となるよう行動を開始する。
　今の自分にできる最大限の支し援えん。
　セキュリティシステムの解除と、プログラムの破壊だ。
　解除だけでなく、二度と起動できないようにする。
　ＪＰＮバベルという京也の城に対して行なう、内側からの破壊工作。
「まずは……」
　手始めに遥は【守ガー護デイ獣アンシステム】の無効化を開始した。
　そして並行して、京也と美兎の居場所を探さぐってゆく。
　すると、
「これは……」
　ふと遥は【守護獣システム】が、一部の場所で停止している事に気が付いた。
　一箇か所しよ目は建物の外──ＪＰＮバベルの敷しき地ち内ないだ。
　恐らく暁月か誰だれかがガーゴイルを一気に消しよ滅うめつさせるなどして、システムを強制終しゆう了りようさせたのだろう。待機状態になったまま、再起動が掛けられていないのは納なつ得とくできる。
　──しかし、問題は二箇所目。
　このバベルタワーの地下──最下層フロアだ。
　そこは、全てのシステムの動どう力りよ炉くろとなる『バベルシステム』のある場所。最重要区画として、本来ならば最も高いセキュリティが敷しかれているエリアだ。
　そこのセキュリティが解除されているという事は、
「もしかして──」
　遥が監かん視しカメラの画像を出そうと、キーボードを操作しようとした時だった。
「────っ!?」
　とっさに遥は横へ飛んでいた──その直後。
　轟ごうという低い音と共に、遥の立っていた場所に灼しや熱くねつの炎柱が発生した。
　それは起動していたＰＣもろとも、美奈巳のデスクを焼き尽つくす。
　敵てき襲しゆうだ。即そく座ざにそう判断を下した遥の動きに迷いはなかった。
　床ゆかを回転しながらＡＤによる武器を具現化し、
「そこですわっ！」
　腕うでを交差する動きで、二本の半月刀を正面の闇──部屋の入口の方へと投げ放つ。
　しかし、二連の甲かん高だかい金属音と共にその両方が弾はじかれた。
「な──？」
　七瀬遥は驚きよ愕うがくする。自分の攻こう撃げきを防がれたからではない。
　金属同士の激突で火花が生まれた刹せつ那な、垣かい間ま見みたのは正面に潜ひそむ敵の武器。
　それが遥のよく知るもの──青竜刀とモーニングスターだった。
　そして、
「──完全に不意を突いたと思ったんだが、やっぱ流石に反応良いよな」
「遥……勝手に私のパソコンを使わないで」
　闇の中から、遥の驚愕を現実にする声と共に。襲しゆ撃うげ者きしやが姿を現した。


　ＪＰＮバベルの制服に身を包つつんだ、上崎遼平と哀あい原はら美奈巳の二人が。


　だから、
「そんな……」
　思わず呆然となった遥は、ふと一つの可能性に思い至った。
　それはアレイザードで聞いたもの。
　かつての勇者レオン・エスペリオを蘇らせた、ディスディア帝てい国こくの禁呪だ。
　──まさか遼平と美奈巳も、同じような術で蘇らされ、京也に操られている？
　混乱する思考で、思わずそう結論付けようとして、
　……いいえ違いますわ……だって……っ！
　遥はとっさに壁かべ際ぎわの床へと視線を向けた。
　見る。そこにまだ横たわったままの状態の、遼平と美奈巳の死体を。
　よって、
「まさか……」
　七瀬遥はようやく思い至る。あのアレイザードでの決戦の際、敵軍を騙だますために葛葉が魔ま法ほうで作った物があった事に。暁月の姿を模して作った、精せい巧こうな土人形の存在に。
　あれは、土系魔法のマスタークラスである葛葉だからこそできた芸当だった。
　だが。逆に言えば、同等レベルの者ならば作り出だせるという事。
　そして──眼の前にいる哀原美奈巳は、マスタークラスの土系魔法の使用者で。
　彼かの女じよなら、やってやれない事はないのだ。
　つまり、
「二人共……始めから死んでなどいなかったんですの……？」
　遥は呆然と呟いた。
　遼平と美奈巳は今、己の意思でこの場に立っている。
　それが何を意味するかを思い、遥の視界がぐらりと揺ゆれた。
　まるで眼の前の現実が、足下から崩れてゆくかのように。
　すると、そんな遥の眼の前で遼平と美奈巳が光の奔ほん流りゆうに包まれた。
　二人が切り替えたのだ。己が身に纏うものを、制服から戦闘衣服へと。
　そして、
「折せつ角かく助かったんだ。大人しく凰おう沢さわの家で待ってれば良かったのに、どうして来ちまうかねお前は……」
「京也の計画の邪じや魔まはさせない──誰にも」
　遼平と美奈巳が、ゆっくりと遥の方へと近づいてくる。


　その手に武器を携たずさえて──明確な殺意と共に。
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　そして同刻。
　太平洋から本土へ向かっていた日本海軍の原子力潜せん水すい艦かんが、航行ルートを変へん更こうした。
　第三横よこ須す賀かから、特別自治区の人工島へと針路を取ったのだ。
　また第二府中では、極ごく秘ひ配備されていた新型ステルス戦せん闘とう機きにスクランブルが掛かった。
　内閣官かん房ぼう情報調査室による《フェニックス細胞》奪だつ還かんの失敗後、沈ちん黙もくを続けていた日本政府が、とうとう強硬な手段に打って出たのである。


　──それはＪＰＮバベルを舞台にした戦闘が、新たな局面へ突とつ入にゆうした事を意味していた。
　凰沢暁月の美学と氷神京也の野望。
　コクーンの計画と朱あけの黄たそ昏がれの思おも惑わく。
　それぞれの譲れぬ想いがぶつかり合う中、そこに日本政府の意思までもが介かい入にゆうして。
　事態はとうとう『戦争』へと動き始める。
　まるで──残酷な運命に翻ほん弄ろうされる者達を嘲あざ笑わらうかのように。
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あとがき




　前巻から引き続きの方も、全巻まとめての方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。前巻でこの『はぐれ勇者』のアニメ化を告知させていただいてから、色々な方にメールやお電話を貰もらったり、お会いした時に祝しゆ福くふくのお言葉をいただいたりしています。ありがとうございます。アニメの方は、現在スタッフの皆さんが、夏の放送開始へ向けて絶ぜつ賛さん制作中ですので、どうか続報をお待ち下さい。またホビージャパンのＷＥＢコミック配信サイト『コミック・ダンガン』にて、中なか曽そ根ねハイジ先生のコミカライズも始まっていますので、そちらもぜひお楽しみいただければと思います。
　そして勿論、私の小説も引き続きどうかヨロシク、という事で本巻の見所などを少々。
　まずはこの巻のメイン、暁あか月つきＶＳ海かい堂どうのバトルです。二巻で海堂が登場して以来、戦いそうで戦わなかった二人をとうとう激突させました。長らく引っ張ってしまいましたが、私的には暁月と海堂の戦いはここ以外にあり得ないと思っていたので。ようやく描く事ができて、嬉うれしさの余り尺しやくも長く、内容も濃のう密みつなものになっています。また前巻のあとがきで「全編ほぼバトル」と書いたように、とにかくみんな戦いまくり。鬼おに塚づかに至いたっては田中とフィルで二連戦してるのに、ティアナにまで突っ込んで行くとか頑がん張ばりすぎです。
　また私的には、風呂場で泣く遥はるかを前にした暁月とリスティのやり取りは、この作品らしさが出ているのではないかと。普通なら騒ぎになる筈はずのシーンなのに、平然と「邪魔するな」とか「一緒にどうだ」とか言えるのは、暁月というキャラならではなので。
　それでは、本書にご協力いただいた皆様に謝しや辞じを。卵たまごの黄き身みさん、今回も素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。ラストの見開きは、ラフの段階からその迫力に圧あつ倒とうされました。アニメの放送へ向けてどんどん忙いそがしくなってゆくと思いますが、小説ともどもよろしくお願いします。そして担当様を始めとする関係者の皆様、今回はいつも以上にご迷惑をお掛けしてしまい、すみませんでした……。この本が三月に出せたのは、偏ひとえに皆さんのお陰です。本当にありがとうございました。
　そして、本巻をご購入いただいた読者の皆様。今回も暁月達にお付き合い下さいまして、ありがとうございます。今年は、『はぐれ勇者』という作品にとって、今まで以上に重要な年になります。どうか引き続き応援の程、よろしくお願いします。
　次巻は、アニメの放送に合わせた夏辺りにでもお届けできればと。それでは。
上栖綴人
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
上栖綴人 先生／卵の黄身 先生
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